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コ十ミ (^み yG という と， これ は M めて 珍い、。 過去に r シ 
ヤロム J という， ：visx 用の 作品が あつたけ ど、 画面 構成 は 

けっこう f ドラ タエ』 つぼくて. 純然たる AVG ではな かつ 

た C そう 考える し この 「スナッチ ャ一」 が， コ ナミ' ブ 

ラン ド から 発壳 される 初の 本格的 AVG と いう こ！： になる。 
「通常 制作 期! を はるかに オーバー」 一 この 話を閒 いた 
だけで に 閉発ス タツ フの 意気込みが 7 かが え も' だろ う 。 

マニュアル 付. 属の 設定 安 料 集 を 見 れ ぼ'， 'それ だ け の m 発 期 

閱を'^^^要 と し たの も， なる は どとう なず け る ： 舞台と なる 
21 世紀の 日本 （ネオ • コゥぺ ，シティ） の 産業 や 現 境 問 S, 
交通 や 社会現象， 流行って いる ス: i^— ッゃ 遊びと. 実に 細 
かな 設定が なされて いるんだ。 .^ ， 

こ ラ した 設定が その ゲームの '"世界観 ''' を. 溝學 してい く 
わけ だけど， 今までの AVG で， 二れ ほどまでに-凝った 世界 
観 を 持った 作品はなかった。 いや， RPG でさえ， 二 こまで 
やって いる 作品 は 3IS 少なかった よ う に 思う。 

ヌ 『J に ゲーム をプレ ィ する 上で， その 世界に 対する これら 
の 基礎 識が 要求され る わけし' やない。 でに 世界観-がし 
つかりして いるか どうかて \ 間逮 いなく 感情移入 でき る S 
合いが 変わって く る ハズ。 ゲーム を プレイ し 終わった あと 
に マユ ユア ル の 欲定寄 を 読み; 1 すと， きっと"' スナッチ ヤー J 

fr- ん え 八'， 

の 世界に 衬 する] SiSEfe ひと しおになる ぞ。 IS してみ てね。 

で， 気になる ゲームの 完成 度 だけど， これが 実にい ぃデ 
キ。 曲. 効果 昔 SIS, 画面 数 200， シナリ ォ 原稿 枚数 
900 枚 —— 特に 素 晴ら しいの が， 超 伏に 富んだ シナリ 才 構成 



秦対応 機權/ 価格 ： 

PC- BaaimkHSR 以降 シリーズ （5 インチ 2D X 5) &JM 円 
MSX2 (3.5 インチ + 力一 ト リ ツジ） 3J(J0 円 

暑 免壳日 ： 年 11 月 

き 発売元 ：コ ナミ 
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t え 線， どん でん 返し はら、 ち ろん， 映画 や 小 ii で 使われ 
る， 魅せる ための 演出 手法が 巧みに 盛り込まれ ている- 二 
の シナリ ォを 書いた 人 は， かな り の 数の 映画 ■ 小 iii を こ な 
している のぞ ほない ろうかつ 
なかで ち 最も 強 ( 95 響 を 受けて いる と 思われる のが， 映 

画 £"フ' レ— ドラン ナ一ん AVG f ジ ーザス J I： 映画 r エイ リ 
アン」 の閱! ^がそう であった よ き に， 『スナッチ ヤー J も r ブ 
レー ドラン ナ一』 を モチーフと している 都 分が 多い e もヶ 
ろん， 甲-なる バタリに は 終 わ つて おら ず， 独特の 世界 観 を 
再構築し ている のが 見事 だ t 言わば * T ブレ一 ドラン ナ一 ^ 
への 才マ一 ジュ (仏語： 尊敬， 敬意の 意 妹） を 捧げた 作品、 
とで もい うと ころ かな。 

f んぎ+ く 

いつの 間に か 人 問と す り 替わって， 浅 虐な事 ft を 次々 ヒ 
巻き起こし ていく スナ、 リキ- "—つ その. 正体 を 見破り， 、 
早 ( 5 安 « す る I が條て もる JUNKER- プレイヤーの キ 
ミ は， 新任の JUNKER, ギリ アン， シー ドの 役お 担当す る 
ことになる。 ある 一体の ス 十 '-' チ ャ 一た つ !■ , て 調べ あ ばて 
い < うちに， おぼろげに 見えて くる スナッチ ヤー 軍 fffl の 凶 
懣 な計闺 t は？ そして， その 本 提地は どこに.……!？ （あ 
あつ， こうして 書いて いる だけて に もう 一度 プレイし え 
く なって きて し ま つた）。 

iiH 理 スピードに 多;!^ の 間 題 は ある.. けど， とにかく この ス 

トー リー は， AVG ファンなら ず t も 一見の 価 tt あ り だ。 m 

羅 atli もい い Wt, ボタと して は r スナッチ ャ一 J のァ 
ニメ ビデオの ほう カザ 見て みたいで すね， ュ ナミ さん e 



ふ 
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練りに 練られた 設定 im。 
こういう 股定の ひとつ ひと 
つが， ゲームの 世界 を 作り 
上げて いし 鹂ん でい る だ 
けで も 楽しい ぞ。 本書の 中 
にも ふんた' んに *s 戴して み 
たので， ぜひ ご 贊 あれ- 
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おそび かた 



も うみな さんお なじみの コ マン ド選 S 型の この ゲーム は， 

a 面 右 M に 表示され てい る コ マン ド 群の 中から， 自分が し 

たいこ ^ を 遒 んで 進めて いけば 0K 。ひと とお り すべての コ 

た * ― 
マン ドを 試せば, 物語 はけつ こ う 進行す る わけなん だけ ど， 

途中で 用意され ている * コマンド 選択 以外の 郜分" という 

のが, なかなかの クセ者 だ。 バス ワード を 入力したり， 人 

物 名 を 推理して キー ボー ド から 打ち込んだり， 犯人の モン 

ター ジュ 写真 を 作ったり と， このへんで 行き詰まつ ちゃう 

人が 多 いん じ やない かな。 詳しい ヒン トは 本文 中で フォ 

—して あるので， そちら を 参考に してね。 




ト— T+ ""P" ■ J 



两面 右に な らんで 1^ 、る コマンド 
群の 中から， き 分が 行ないた いも 
のを教 字で；！ ぶ： とにかく ひとと 
おり 試して みる 二と だ * 




Jfffl する キ一 

D〜g (テン 千一) 




SHIFT 



コマンド を 選択す る 。 射聲す る エリア を 

め る。 

選んだ コ マン ドを キャンセル する。 
射撃 モードに 人る 
文字 を 人力す る 



その他 フル キー 
注） テンキー のない MSX2 では， 射擊 のとき， 以下の キー を 
テンキー に 対応 させて 使う… 7 ， 8 ， 9， UJ,0,J,K.L 




ゲー ムの 途中 経過 を 保存し た いとき ぽ， 「メタル ギア 使う J 
の コマンド を 選ぶ。 すると， つづいて 表^される コマンド 

群の 中に 「セーブす る」 というものがあるから， それ も 選 
択。 指示 どお り に徙 えば， データ A〜C に 3 稱類の 途中 データ 




を 保存 してお くこと がで きる ぞ。 セーブ は シナリオ ' デ' 4 
スクに 行なわれ るので， その ディスク だけ は プロ テ タト ' 
，； y ールを 張った り > ノ ，y チを 開けた りしない ようにし てく 




I ゅコ 



れ。 そう そ 



ネ+' メマ Wi^jOrrfi 



「メタル キ 
ド を 遺ぶ'. 



二 マン 



I ■ 
セ'— ゥ iM' 



4§MT l:Blriv づし tmj 
flow 體. "U*.WM!'?> 



. メ タル ギア t 

いう アシスタント • CI ッ 卜 
がー It にい もヒき じ やない と 
セーブ はでき ないから ね。 早 
い とこ ハリ 一から メタル ギア 
を も ら つてお くべ し。 

セーブした と ころから ゲ一 

ムを 再開したい と き は， 一度 
パソ コ ン 本体 を リセットして 

しまおう。 ほら， ゲーム ■ ス 
タート 時に r セーブした t こ ろ 

から J つて コ マン ド がで てきた 

しょ。！: れを 選べば 0K だ。 



セ一プ は， A から C の 3 か 所でで き 
るの だ。 




ゲームの 目的 




JUNKER の 一員 となって， ネ才' コ ウベ ■ シティ に 潜む 

スナッチ ャ 一軍 a を 根 こ そ ぎ 退治す る こ と。 




戟 fl.g シーンで 敵の 攻擎を 何？! か 受け， 体力が ゼロ になる 
と ゲーム'. 才一 バ一。 その他 + カトリ一 ヌの 家に ある バソ 
コンを 壊したり しても ゲーム' 才一 パーになる。 余談で は 
あるが， カトリ ーヌ に H な ：； と をしたり， ァゥ タ 一^^^ ^ブン で 
職業が バレた り して その 場から 追いだ されて に 何度か 通 
つてい るう ちに 再び 入れる よ う にな るんだ。 と り あえず ハ 
マ リ のない ゲームな ので， ゲーム * 才一パ 一にならない 限 
り は， ひたす ら何か をして いれば 道 は 開ける ぞ 




パッケージと 中身 




】 





'パッケージ… なんと も シプィ 表紙。 ゲームの 赛囲 tl に マ 

ツチ ンダ している ぜ。 
IS 定實 料集& ユーザーズ 'マニュアル… ゲーム 制作に 使わ 

れた^ 定資 科に 加え， ス トー リー 導入 都の マン ガ まで 

戰 つてい る。 もちろん プレイ 方法 も バッチ リだ a 
' ヂ イス ケツ ト …シーン 別に 入れ替える 必要が あるので， 

常に 全部 用意して おこ う 

'SCC サウンド' カートリッジ 版の み） … 『ス ナツ 

チ ャ 一』 の 音 * が あの SCC サゥ ン ドで聰 け る の だ , し 
から この カート！； ッジは 「コ ナミ 'ゲーム' コレ クシ 
まン J シ リーズに も 対応 している。 SCC 版 f グ ラ ディ 
ウス J を ぜひ キミに 聰 いて ほしい/ 



スナッチ ヤー 




才ス スメ。 ひたすら 才ス スメ。 二れ ほど エンター テ 
ィメン トに徽 した シナリオの ゲーム は t なかなか 見ら 

li -》' 乂 A こ "5 

れ ない。 従来の コ マ ン ド 選択 一辺倒 だ つ た AVG の 力 ラ を 
破ろうと， リアルタイム' ゲ一ム や， モンタージュ， 
パス ヮ一 ドの 推理 シーンな ど を 取 り 入れた のが 見 辜に 
成 切 している C 

ゥ イツ 卜に 富んだ メッセージ や. 場 底 展開に ビタリ 
と マッチングした BGM (さすが コ ナミ ノ） も 文句な し- メ 
まだ プレイした 二と がない という 人 は， ぜひともお 試 
し を。 コレは 貢っても 捐 はしない ねト ゥン。 



でも ちょっと 不満 を 感じた のが， スピ一 ド 関係。 ま 
ず， ディスクの アクセス 'スピードが 遅い。 88 版 はま 
だし も， 版になる と * ■〜■ う〜 ん;. それに， メッセ 
ージ 表示 も 高速 化で きる ような 工夫が ほ しかった ね。 
コ マン ド 選択 型の AVG では， 疑心 嗜 鬼で どう しても 同じ 
コマンド を綠り 返し 選ぶ ことが 多い。 そのと きに 同じ 
メ ッ セージが 表示され るの をた だ 待って いるの は， け 
つこう な 苦痛な めだ。 キ 一を 一発 押せば， メッセージ 
を スキップ （瞬時に 表示） する ことができる 一 ポク 
は そっちの ほうがい いけどな あ。 

ま， 次回 作で は 1 その へんの スピード 閱 係が 改善 さ 
れる こと を 期待し とき ましよ。 えつ， 当然 あるんで し 
よ， 次回 作 は？ だって， 二の エンディング だと， や 
つ ぱ り 消化不良の 感 じがす る もの。 主人公の 過去の 記 
It や， スナッチ ヤー 羣団 との 決着が ハツ キリして くれ 
ない とねえ。 

それな しで も 十分す ぎる くらい 楽しめ たげ ど， 魏み 
だ し た 'j 、説 は 最後 ま で 読み切 り た I 
「ス ナウ チヤ _U 丄 待って ます。 




、ギリ アン， シードの 捜査 日記 



何度も 言うよう だけど， この r スナッチ ャ一』 ヒ いう ゲーム は， AVG 史上 

ゆうすう 

でも 有数の 素 晴ら しい シナリオ を 持った 作品 だ。 それ を この 本で 扱う に 際し 
て， どういう 形で 掲軟 しょうか， 非 * に 迷った。 

徙 来の "チヤ レアべ， バター ン" では, この ゲームの 驚く ほど 細かく 練ら 
れた 設定 や， 起伏に 富んだ シナリオの 面白さ を， まだ プレイした ことのない 
人に うまく 伝える こと は 難しい かもしれ ない e かと 言って， 単なる 攻略 法の 

き !；*• つ 

記述 は， もちろん ィャだ …… 。 

いろいろと 考えた あげく， 今まで^ みた ことが なし、 "物語 風' というのに 

' つた Jti 

チャレンジして みる ことにした。 拙' い 文章ながら， 主人公の ギリ アン * シー 

ドの 視点から， filj 半 部の ACT 1 を 緩って みたつ も り だ a 

重要な ヒントと なる 部分 は， あえて ボカした。 をの かわりと 言ったら ナン 

えが , . 

だけど， ゲ一ム の ストーリーに 描かれて いなかった シーン を， 勝手な 想 

像の 下に ふく らませ て ある （アレンジして しまった 部分 も かな"） 



i く ん 



やったら， ゲーム を プレイし ょフ とい 

た "^J よう てん 

から， この が sia 点かな と 思った ん だけど 



ある）。 

ただ， ちょっと 残念だった のが， ftsi を 引く だけ 引い といて， 
物語が ブチッ と 終わって しまった という こと。 話 を 全部 害い ち 

気持ち も 薄れる だろ う 
"-。 まあ， 

ACT 2 は g 分で プレイ して， キミの 手で 物語 を 完結 させて くだ 
さい。 もっとも， 続編が 予定され ている のか， ゲーム S 体に もェ 
ン ディ ング まで 行っても 説き明かされない 伏線が 幾つ も あるけ 
どね。 そラ そう， 一応 ACT 2 は， ノーマルの チヤ レアべ * パターン 
で, 46 ページから 搭敏 して ある ぞ。 そちら もどう ぞ參考 にして ね b 
AVG にしろ RPG にしろ， I 高の 楽しみ かたは， その 世界に ついて t 

スト— リ— について， 自分で さらなる 想像 を 巡らし、 思い を馳 せる 
こと だと 思う。 ここに 書いた ストーリーで t ボタが f スナッチ ャ 
一 J を プレイして 思い描いた 世界 を 感じ， ^者の みなさん にも そ 

Z に 感情 移 人し て もらえたら， すごく うれしい。 ベ-'」，.， 
そして， これ を 読んでの あなたの 意見 や 感想が 聞かせて もらえた tfk^;::t^ む,' 
ら， もつ t うれしいです —— 。 





2042 年 1 2 月。. 

人類 は 異常な 危機に 直面して いた。 

謎の 生命 体， バイ 才ロ イドの 出現で ある。 

国 S, 目的， 正体 不明。 

某国の 新兵 器 か？ 外界からの n お 者 か？ ,,,, 
被ら は 冬になる と 現れ， 人 を 殺害， 密かに 本人と すりせ わり， 牡 会に 浸透 
していく。 

人工の 皮膚 を まとい， 汗をかき， 血 を srr こと もで きる。 
極めて， 有 横 的， かつ 無機 体 そのもの。 
ォ リ ジナル と の 見 分 け は ほとんど つかな い。 
被ら は 人の 体 を 奪い （スナッチ）， すり * わる ことから， 「スナッチ ヤー」 
と 呼ばれた …- -。 
(ゲーム ' オープニングよ リ） 




無数の 光の 点が， 真つ すぐな 軌跡 を 描いて， 車窓 を 流れて いく。 

% た^ Q か ^ j 」 

まるで， 星々 の 真っ只中 を， 駆け抜けて いるかの よつ である。 ゆる 
その あま りの 美し さに， 空陸 両用 車 * トライ サイ クル * の アクセル を 緩 め 
る 俺。 



~ "ち よつ と 寄り 這して いくか。 

手近な 場所に あ つ た ビル の 屢上 に ， 車体 を 降ろす。 

外に 出て， 体 を 思い切り 伸ばし， 深呼吸 をして みた。 

"1 かい 

実に である。 

死 を も? 跃 わず， ft 険な 仕事に 向かおうと している のが， まるで 世界の 出 
来 事の よ う に 思われた <^ 

眼下 (： 広がって いる 明かりの 数々 が， 俺の ステージの ために 用意され た^ 

丄 くぶつ 

飾 物の よ うで も ある。 
だが 一 _ 。 

I \ 

それ は 所詮， 見せかけ だけの 善, しさな のであろう か。 よく 見る と， きらび 

やかで あ りなが"， r こか しら 空虚 さ を 感じさせる ビルの ネオン サイ ンが， 

しょうちぶ 3 » ^-. 

さながら この 街 を 象 徵 している かの よ ゥ であった t 

世界で 1,2 を 争う 犯罪 都市 i ネオ' コ ウベの 夜景 は， 見る 者の 心 を なぜか 感 
傷 的に する， 

俺の 名 は ギリ アン' シード ■ ^本 日付けで， ： こ, ネオ' コ ウベ * シティに 
JUNKER i して 配属 さりる。 I： よ 

年齢， 国籍， ^歴 等， 一切 不詳 ■ —— と 言っても， 別に 気取って る わけ じ や 
ない。 本来なら ばき ちんと 自己 介したい t ころな の だが' どうやら 俺， 世 
問で B 7 と こ ろの 記 使-喪失ら L いの だ。 

現在の ft が 持って いる 使 は， 3 年 前の， よ り によって シ ベリ ァ — いわ ゆ 

る "中立 領土" から 始まる。 

まあ， 少しで も 俺の こ！： を 知っても らうた めに， まず は その 話から 聞いて 
it ^ 7 力，。 



スナッチ ヤー 



1991 年、 モスクワの チ i ルノー ト ン 研究所で 原因不明の 謎の 大^?^ が 起こ 

つたと いう 史実 は， あまりにら 有名で ある。 

^れ により， き 時 ワルシャワ 軍が 極秘に 開発して いた 細 li 兵器 "ル シファ 

かいめつ ち Li 

—"7， 大量に 大気 中に 拡散し t 全世界の ほぼ 半分が 壊滅 状態に 『/5 つた。 人 
類 史上， - き!] 例 を 見 な い 生物 災害 （バイオ'"^ 、ザ 一 K) — 今で 言 うと ころの 



「大 惨事」 である。， 

つ レシ ファーな" は 半年 後,. 突然変異 により 自然 诮滅 し， 人類 は 問ー髮 のと 
二ろ で 全 減 をまぬ がれた。 しかし， その 被害 は 凄まじく， とりわけ シ ベリ T 
地区の 荒廃ぶ り に は 目 を 覆わん ばかりであった と言う 
r ルシ ファーの 後逸 症に より， この 土地に は 半世紀の 聞， 動植物 は 全く 宵た 

ないで あろう」 

生物学者， 科学者た ちに， こぞってこう 言わし めた 同地 

区 は， 国連が 中立 領土！： して 管理す る ことが * 定。 第三国 
の 軍事 侵攻 を 防ぐ ため， さらに は 領土 内で 起 こ つ た 異常 現 

た 人 5 < '^U 

象 を掇; 刻す るた め， 毎年 「シベリア 探索 隊」 と 呼ばれる一 

a が 派 it される こ と になる。 

そして， 2039 年。 

その 第 17 次 シベリア 探^ I* によって， 俺と 俺の 妻ジ 1 ミ 
一 • シード は， 中立 領土 内に て 保護され た。 

なぜ 俺た ちが， いまだに 無人の 荒野で ある シ ベリ ァ など 
に 行った のか （あるいは 居た のか）？ また， なぜ 俺た ちに 
は， そ の 保護 さ れた と き 以前の 記 使が 全 く 無い のか ？ 

I 己 谏 を 失った 当人た ちが， そ 7 した 疑問の 解答 を 得られ 
る はずら なく， かと 言って， 第三者の 人間た ちが どれ だけ 
状況 デー タを 摘え ようとに 桔論を 導き だすに は 至 ら な か 
つた。 

が, 一つ だけ 確かな ことがあった。 

記惊を 無く している ヒ いう 事実 は， It たち 夫婦の 関係 を 冷え切った （^のと 
する のに 十分す ぎる 要因だった という：： とで ある。 
翌 2040 年， 雕、 - とお しば 

単に 「夫婦であった」 t い ぅ過去の事柄に^1| られるだけで， 愛しあった S 々 

t いう 最も 重要な 記憶 を 無く してし まった 二人に して みれば. 一緒に 生，; 舌す 
な， ぶ , 

に と 6 体， 甚だ 不自然な こ とだった のか も しれない。 
別居 後， すぐに 俺 は， 軍の 長期 持殊 訓練 を 志 ■ した。 ，h 

かくご « 

くる 日 もく る S も， 死 を 覚悟す もよ う な ハー ドな訓練に身を！^す。 

レ »p ゥ し 7 

記 情 喪失な どと いう 中途 半 * な 状 で， ど う に も収 拾が つかな く なって い 
る 自分の 気持ちに， ん 切りが つけられる かもしれ ない。 ジ エミーに 対する 

^ FT 

未 *(i (と 呼んで いいの かどう かわからない が） も 捨て 切れる かち しれない 一 
一 そんな 谈ぃ 期待 を 抱きながら， である。 

ひたすら 訓楝 プログラム を'; 肖 化して いった 俺 は, も とから ぞの 手の 才能が 
あつたの か， みるみる うちに 成績が 上がり， いつしか 訓練所の 中で も トップ 
を 争う 凄 ^ の 兵士 に成畏 してい た。 

同期の 連中た ち は， 俺の こと を， 正確な 射孳の K 前 を 評して， こう 呼んだ。 

fPinhole-shooter (針の 5^ でもせ ち 抜 く 男）」 t 
風の 便りで， ネオ ■ コ ウベに 出現した とい' 
は， ち よ う ど をの 頃だった。 




r 



大 惨事」 の 被害 範囲 



ケゎ S 



スナ ツチ ヤーの 響 を 聞いた の 



そして， 長期 特殊 訓楝を はじめた 日から 2 年後" "^つまり， 今 現在。 
その スナッチ ヤーと 戦うた めの 職業に 就く： とに なろ 7 と は， 俺 自身 • 夢 
に も 思わ な かった こ と であ マ た。 
軍から 俺に 下された 特別 辞令 は， JUNKER 本部への 任 指令だった ので あ 

JUNKER —— Judgement (判定す る ） Uninfected (スナッチされ てい ない） Maked 
枠な ） Kind (人類） & (かどう か を 判定し 一… ) Execute (to 理す る ) R^ger (特捜 

それ は t 冬になる と ネオ' コ ウベに 現れ t 次々 と 殺人 を 操り 返し， いつの 

■it んホっ 

la にか 本人と すり 替わって い く スナッチ ヤー を礞滅 させる ために 設置され た 



、ま 



1 






ネオ • コ ウベ • 

\ シティ 

一 紀 末にあった ボート,.; アイ ランに 六 甲 

アイラ ハイ， ハーバ一 ランド， 神 戸 a 無 

空港， 神 戸 A [台 産橥 fflife という 五つの 人工 島が 
統合され て 生まれた， 人工: m。 

さまざまな 人種， 民麟入 g も E 可して， 文 
化と の 世界的 交流 をめ ざレ たが I 綫果 的に 
ほ 人 « のル' y ポを瀨 戸内 海上に 作る ： とに なつ 

た。 現在 は， ？ EI**, ミュータントの 巢《 と 化 
している = 

総 人 D &00 万人 《憲錄 者の み） 
未 Sl» 入口 人 

80% ： 住宅 

ネオ ，コ ウベ * シティ 
の シンボル * マーク 

ネオ ■ コ ウベ ' キッズ の M 

では， 「逆ギ ツチ 3 」 と 呼ばれ， 

親しまれて いる マーク。 ら 
め fi では， 相で 「® ギヅ チヨ J 
奢す る 二と が あいきつ となつ 

いる S 
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>£AKED KrMD £ EXECUTE PANOEH . 




SJNCE 2042. '^mj^ 




JUNKER 

2042 年 S 月， 警視庁所«チ一 ム「^#^ナッチャ 
一 特殊 班」 と輔 諜報 機 聞 ''Rug huntj とが 含 
饼. 政府 a [風 機颺 として H 式に gUNKERj が 
^される a 

[J 鐘 E おか 条] 
ilUUr^KER の 目的 は， バイオ ロイド "ス ナツ' 
ヤー" を 処理す もこと である n 
お JUNKER はたさ え (1) を 寞 行す る 為であって も . 

人 を 傷つけ て はならない： 
|.3:'JIJ は スナヅ チヤ 一としての 完全な HE 拠 
がない 蹈り， 物質的 捜査， 拘束 はでき ない:： （民 
事：: ま 第 18 条 第 12 項， スナッチ ヤー 間 題に 閱 する 

人權 保お:！ 

14) JUP4K£R は") as 市民の バウ ン ティ * ハンター 
(刑事 法 特妃柳 3 項， バウ ン テク ハンターの 

補助》 と 協力， サポートの 義務が ある- 

15) J UNKERiltlJ を卖 行す る 為の 待 gil, プ ラ 
スター， ナビ ゲ一 タ一， トライ サイクルの 所持 
が If されて いる。 




Z ：らリ 

く. . ..... •〜. 

ギリ アン 'シード (推定 3! 才） 
Guilian Seed 

主人公。 3 年 前， SStS 喪失の 状態 
で 発見され た， それ レス 前の 記 ほ は 
深い St に 包まれて いる， 妻の ジェ 
ミー * シードと は， 2 年 前から 別居 
中 = 軍での 特殊 Ull 練 を 経て， JUN- 
KER の "ランナー" と して ネ才 • 
コ ウベ ■ シ ティに 配厲 される- 




： つく f 




特 樓閱 である。 

鉄屑 (JUNK) を 破壊す る 人 ten) とも 訳さ れ， 、、献 »処理 人" な ど と 呼ばれた 
り もす る。 

一般 「民に ^ れ 込ん でい る スナッチ ヤー を 見つけだし， るべき 戦 閱カを 
有す る そいつ を 破壞す る^" = そ の 作業 は 困難 を 極め る ため， 必然的に JUNKER 
になる の は， 何 かし らの 分野の エキス パー ト であるの が 通 W になって いた。 

をの 点から 考える し 今回の 俺の JUNKER 赴任に は いささか 解せない と 二 

ろ 力 f ある。 ,、. 
たかだか 統の 扱いに 秀でて いるぐ らいで， JUNKER に遵 出されて しまって 

良い も のな の だろ う か。 
~ 'ふつ。 まあ， そんな 余-計な 心配 をす る 二と もない か。 



た'. べつ 



JUNKER. ね e 軍の 訓 練 所よ り は， いい 退屈し のぎになる かも しれない な。 
や 万ク レジ タ トの 夜景， と 呼ばれる ネオ • コ ウベの ビル 明かり を 背に， 
たばこの 煙 をく ゆらせながら， 一人 it ぼつぶ やいた： . |., 

f ラ， 'やい- 

そのと き はま だ， これが 僚の 数奇な 運命の 幕開けに なろう などと は， 微塵 
も 考えて いなかつ たので あるが…'' 〜 



★ti^^SNATCH セ ik 



1 JUNKER'S OFFICE 

— ジ ヤンカー 本部 




ネオ * コ ウベ ■ シティ， セント ラル ぽ， ポート 'アイ ラン ド 

JUNKER 本部の ある コ ナミ ■ ォ ムニ ビル は， その 住所に， 周 画の ビルよりも 
—際 高 く そびえた つていた。 

巨大な！： う もろこし に似てい る ことから ，ビッグ コーン" と 呼ばれて いる 
この 建造物 は， 地盤の 樣ぃ ネオ * コゥぺ 地区に，. 怒 星 コロニー 建築 技術 を * 
人す る こと によって 最初に 建てられた， 地上お G メートル にも 達する 超 高展ビ 
ル であ る = 

その ft 有 者 は * 20 ぼ紀に コンピュータ' ゲームの 分野 を 開拓し， 今や 柙し 
も 押されぬ ホーム ' ェ ンタテ ィ メント * システム FT] ゾフト の 大手 配給 元 と な 

つた， コ ナミと いう 会社で あると 聞く P かち 
二 こ， ネオ ■ コゥぺ ■ シティでの コ ナミの 勢力 は 強大で * 事実， 往 iitfe の 半 

分 近 く が， そ の 所有地な ので あ つ た。 
—— あやかりた いもんだ ぜ， まった し 

f おは、 フ 口 ァほ の トライ サイ クル IL 車 場に ィ ンタ一 セプ ター を 乗りつ け' 
フロントら しき 場^に 歩 を 進める C 

BUNKER; という マークが 描かれた 6 動 ドアの 横に， いかにも 重厚そう な 
ガラスで 囲われた， ポソ ド 状の 受付が あるの が 目に 入って きた。 

iFf づく と， ふの ボッド 内に いる 受付 孃 らしき 女性が， 品の 良い 笑 頭 を 作る 



CIH 】 ，" "1 
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スナッチ ヤー 



ミカ • ス レイトン （23 才） 
Mika Slaton 




JUNIPER 受ィ オペレータ， 
コゥぺ 学 ほ 都市 大学に て， 犯养心 

社会惰報^^モ里学を^^ ^ 
業 後， コ ウベ 特^ 犯罪 研究所に 入 

るが， すぐに JUNKER 本部べ と 転 

職す る- B 本 系と ユダヤ 系 の mm。 
—見 クール だが， 内面 は 非 "ffl に 情 
熱 的な 女 1% 




な 、らっしゃ いませ e JUMKER 本部へ どのよう な鉀用 で しょうか J 

りの 深に ハーフつ ぼい 頌立 ちの-美しい 女性で ある。 きめ 細かな 肌の 張 
り 具合いと， ポニーテールに まとめ あげた 髮 大きな リポン 力 s， 彼女が まだ 

20ft の 前 半で ある こと を 示して いた。 加えて， ショウ キング 'ピンクの 洋服 

あで はな モ 

が， M やか さに 華 を 添えて いる。 

ひとみ ^ 

その あまりに 澄んだ 睦と， 大きく はだけ た 胸元に t 思わず どぎ まぎして し 
i ん f お 

r あ， あん 本H付けでJl：^s-KER本部に配属された， ギリ アン' シードです」 
接 f ，をす ると， 事務的と も 思えた 彼女の 笑顔の 中に， 親しみの 色が 浮かび 
上がつ て き た。 

「まあ， あ な たが / ようこそ， IS は 聞い てる わ。 私 は ミカ' ス レイト ン。 
こ この 受ゃ t と 才べレ 一ター をして いるの & 以後よ ろしく ね」 

「二 ちら こそよ ろしく， ミカ' ス レイトン」 

- ミカで いい わ。 …… ちょっと 待って くださいます？」 

そう 言う と 彼女 は t 手元の ボタン を ボン ボンと ii 快に たたいた e それに K 
feL て， ボッ ドを K ぅガラ スが音 も な く閉 いていく。 

""この ポッ K "の 強度 は， 童 戦車 並な のよ。 酸素 や 食糧 も 用意され ている から， 
ちょっとし た シェルターみ たいな も のね」 

しながら， ミカ は麟 にで きた， 決して 広い と は 言えない 出入口から 手 
，良く 出て きた。 「案内す る わ。 ギリ アンが 着いたら， /^良のと ころへ 連れて 
二い つて 言われて るの」 



ミカの 後に fi£ つて， ft は 
移動 蹄 下 "ムービン グ ' ゥ 

オーク * に秉 つた。 
r ギリ アン は， 軍の 訓練所 

で ヒ つても m 秀な 成鎩 だつ 
たんです つてね」 
「あ， ああ。 まあね」 

「そういう 人が JUNKER に 
加わって くれる と， 頼 し 
いわ」 

かいかつ S つば- ノ 

ミカの 5?： 顔 は, 実に 快活で ある。 殺 K と しがち な JUNKEEl 本部に おいて * 
it 女の 笑顔が 果たす 役割 は 大きい に違いない" ^ そんな 二 と を 考えて いると， 
ど 7 しても 彼女に 一つの S 問 をせ ずに はいられな く なった。 
「ミカ， 君みたい な 女の子が， どうして JUKKER なんて 危険な ところに いる 

ん だい ？ 」 

r えへ つ。 みんな それ を 聞く のよ ねえ。 ' ■+〜 私， コ ウベ 学 IS 都市 大学で， ず 
つ と J に 罪 心理学 を 勉強 し てた の。 卒業 し た 後 も ， 初めは 研究所で ずつ と 研究 
を 親け るつ りだつた のね。 だけど， そんな と ころに いる し 撒奇 殺人 だの, 

•ji- さ 

変な 事件ば つかり 担^ させられて， もう 心が 荒ん じ やって …… 。 そんなと き 
に， こ：： の 局長に うちに 来ない かって 誘われた の。 …一 即， 0K しも やった。 
ス十 ッ チヤ一 つてい う 存在に に 研究 上と つて も 興味が あつたし ね」 
ミカ は， はにかみながら、 ぺ a リと舌 を だした， なるほど * なかなか 積極 

的な 女性の よ うだ。 
「さあ， ここが^ 長 室よ」 

ムービン グ， ウォークが 停止した 正面の ドア を， ミカが/ ック した。 
「局長， ミスター * ギリ アン をお 連れし ま した 入ります」 

その 部屋に は， 様々 な 映像 を 映し だした 幾つ もの モニターが 並んで お り， 

かゥ ぶく < も ひ £， 

それ を^ 組みして じっと見 つめる 恰幅の いい 男が いた。 その B い WJg が， あ 

い If 入. た ft? よ 

る 種の 威厳の よ う な も の を; S わせて い る。 

部 H に 人るな り， 男 は 視線 を 俺に くれる。 実に^^^<ぃ眼光でぁった。 
よう：： そ 1 ギリ アン 'シー ド君。 私が 局長の ペン ソン ， 力 ニンが ム だ」 

、コ す -ハ ちぺヮ 

椅子から 立ち上がり， 俺の 体 をつ ま 先から 頭まで 一整す ると， ベンソン^ 

長 は 言葉 を繚 けた。 「ネ 刀め に きってお く が， JUNKER — なかで も 君に 担当 し 
て もらう "ランナーな は， 奚 際に ス + ツチ ヤーと 対決す る 死と 隣り^わせの 
危険な 職業 だ。 人間に なりすま L ている スナ クチャ 一 を 捜し だし， 一般 市民 
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it い 



^^^J^ ニンガ^ 

(46 才) Benson Caningum 

JUNKER 本部 局 II。 20 代の 
頃 T 賊 部隊 「F0 ヌ FOUNDj 
で 戦略 教官と して « いていた 3 
以後， スナッチ ャ一对 策 本部 
長， 対 スナッチ ャ 一特^!^ 
長 を 経て， JUNKER のへ ッ ド 
に。 語学， サイエンス， 法学 
に 堪能 e 武術に おいて は， 柔 
道で ォ リ ン ピックに ttj 場した 

， しわ ある：： 




に 
寸で 



t 牲を ださな L 



：ん 






うに， 奴ら を破壞 する- ~ 口で 言う' の は， たやすい が， 

^に ■'Xfc の 仲 問が この 1fr を 去って 行った。 こちら も 奴ら に 狙われて い る と 
いう こと を 心 してお いて く れた ま え」 

「わかり ま した J 敬礼 をす る 俺。 

この ベン ゾン蜀 長に ついての は， 俺が いた 軍の 訓練所です ら 耳に する こ 

とがで きた。 スナッチ ヤー 対策 本部， ダ if スナッチ ヤー 特殊 S 察 班の 設置 を 一 

人で 推進し， 不安の どん底に いた ネ才 'コ ウベ' シティの 市民に 安らぎ を 与 
えた 男， ベン ゾン ' カニンガム" —— □ 今で:： そ 局長に 落ち着いて はいるが， 

JUNKER 本部が 設立され るまで は， 第一線の ランナーと して 活躍し， 纏し 

た スナッチ ヤー は數 知れない と言う。 

その ベン ゾンの 下で 働け る という：： と —— それ は， 俺が 軍の 辞令 を 二つ 返 

事で 承知した 理由の-- つで もあった。 

「君の 活躍に 期待して いる ぞ。 人 蘭の IK 義の心 を 持って， 拽査 に当たってく 

れ」 _ 
せん IJ 

「了解。 頌 51 り ます」 

ft は 一通り スナッチ ヤーに ついての ガイダンス を 受ける と， 「ギ 
リア ン' シード J という 名前が 登錄 された， 真靳 しい JUNKER 力一 ドを 手に 
局長 室 を 後に した。 

「どうだった， 局長の 印象 は？」 ム一 ビング' ウォークで ミカが， いたずら 
つぼく 俺に 聞し 

「うん. なんてい う か…… 威教の ある 人 だな。 歴戦の 勇士って 感じが する '…- + J 

「ふ ふつ。 怒る と ほん k に 怖 いんだから J 

ミカ は 笑いながら， 人差し指 を 角の よ う に 自分の 頭に つける ポーズ を i つ 
た.， そして 太い 声色 を 作りながら 「ミー 力， おまえ は 最近た るん どる ぞっノ 
……なんてね。 では， 鬼の ミカ ちゃんが， ギリ アン 'シート' に 他の 部屋 も 案 
内し ま 一す」 

「おいおい， フロン トの ほう は 留守に しちやって 大丈夫な のかい」 

「平気よ a ちゃんと ドア は 。ゥク してきた し， 誰かき たら ブザーが 鳴る はず 
だ も の」 

初めに ミカに 案内され た 部屋 は， 不思議な 檢械 音の 唆り 響く， コンビ ユー 

タ 



ルームた， つ た。 

暗い 室内に 張り巡らされた 情報 (云 達兩の 光ファイバ一 や， 桷械の 表示 系統 
かがや , ^ _ 

が 美し く 輝いて， そこ は あたかも 宇宙空間 のよ フ である。 

「こ の コンピュータ は 『ガウ ディ』 と 言って， 全国の データベースと ネット 

されても から， どんな 情報で も 自由に 引き だせる のよ」 と， 部屋の 中央に 置 

かれた モニターの 莂に 座り なが" \ 力が 説明す る。 

ガウ ディ ？ —— あの ゴ一 ファ との 戦いで 勝利した ヴィ ク センの 遠 物 じ やな 
いだろ 7 な？ （おっと， そり や ゲームの 話 か） 
「そうね え， た と ぇばぅ ちの超8^秀ラ ンナ— ， ジ ヤン' ジャック ■ ギ ブス ン 
を 調べて みま しょうか」 

ミカが いかにも 慎れ た 手つきで キーボード をた たく と， ギプス ン に関する 

データが， 次から 次へ と ガウ ディの モニタ一 に 表示され た。 オハ 

スナッチ ヤー 破壊 歴 という 項目から， いかに ギプス ン と いう 男が 凑梳 であ 
るかが うかがえる。 

「ギリ アン， 練習 だと 思って， ジ ヤンの 娘の カトリ ーヌ について 調べて ごら 

ん なさい。 きっと 驚く わよ」 
「どれどれ —— r カトリ一 ヌ ギプス ン j, と， これでよ し —— おつ， えつ， え 

えつ./ カトリ h ヌっ て， あの 有名な CM モデルの 力 ト リ ーヌ なのかい ？ お 
おつ， しかも 3 サイズまで 登錄 されて いると は え一 し パストが 81 で. ゥ 
ェ スト が 」 

「もうつ， ギリ アンったら/」 ミカが ぷ うつと ほほ を 9^1^ ませる。 

おつし いかんい かん。 JUNKER たる 者， ？4^^にハードボィル ドに決めてぉ 
かないと。 



「ハリー， 彼が ギリ アンよ」 
r ほう， あんた が 新入り の ランナー かい。 よろしく 親む よ 



はて， 以前 
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スナッチ ヤー 




ハリー' ベンソン （55 才） 
Harry Bj 




JUMKER メカ ニツ 

ク-マン t 「大慘 事 J 

際， 両親 を 失い， 政府 
に ひきとられる C わず 
か 14 才で til 士哥. 第三 
次 世界 大戰 のと き， 
数々 の Si^^ 型 兵器 を考菜 
するな ど， 天才 ぷりを 

いかんな く 発揮 ^ ノ 一^^ 1 ル贊を 3度 も授霄 する, 

Ryg hunt よ リ應賺 へ 転任， 





に ど こ かで 会つ た 気がする の だが， 気のせい かの う」 
つぎに 連れていかれた 部 S —— メカニック 室で は， JUNKER 帽を 被り， あ 

ご fl をたん まりと たくわえた. 》 ハリ一 I ベンソンが 俺 を 出迎えて くれた。 か 
なりの! ^雛の よ うで はあった が， その 瞭は 少年の よ う に琿 いている。 

「おやじさん」 と 呼ばれて いる この ハリー ほど， の メンバーで， 
世間 的に 名が 知れ渡って いる 人物 はいない。 なにしろ この 人， ノーベル賞 を 
3§] も受赏 している t いう， 超 天才な ので ある。 
「初め まして， ギリ アン • シ 一 ド です」 
f ギ リ ァ ン か C や は り ど こ かで 聞いた ような 名 前 じ やな J 
— そう 言われても， 俺に はハ リーと 過去に 出会った 記惊は 全く ない。 
「まあよ い， ともかく， あんた のために 特別 仕様の 品 を 二つ も 作って おいた 

ハ リ一 は 1 ヒ货. をた ぐるの を やめ る し パン パン i 強 （手 を 2 度た たいた。 

^シャン, カシャン 。 

かすかな 金属 音と 共に， 部屋の 奥の 壁に 映った 影が， こちらに 近づいて く 

る 

はじめは その 影の 大きさに 驚いて いたの だが， その 本体が 視界に 入る t, 
意外に も それ は， Im に も 満たない 2 本 足の 歩行 型 ロボ ッ ト である こ とがわ かつ 
た。 

右 肩の 位置に 大きめ の モニター， ひよこつ と 首が 伸びて， 頭部に は 2 本の ァ 
ン テナ！:， なんとも ユニークな デザイン である。 
ハリー は t 口元 を 緩ませて こちら を 見ながら， a ボットに 話しかける。 

「おい， メタル， 自己紹介 しろ」 
すると， その ホ' ッ 卜が 反 耘 して 顔 を 俺 
に 向け， 実によ くで きた 人工 音声で しゃべ 
り 始めた, 

「はい， ギリ アン， 初めまして。 あなたの 
サポート を 努めます， メタル ギア rnklKSR 
以降) です。 どうぞよ ろしく…」 あっけに 
とられて いる 俺に， ハリーが あご 髭 をな で 
ながら， うれし そラに 解説す る。 
「はつ はつ は， 二れ が ランナーの アシス タ 
ント， "ナビゲーター'' じ やよ。 あんた が 捜 
査 するとき に， こいつが 分析， 記録， 通信 
その他の サボ 一 ト を 行なって く れる はず じ 
や」 

「は あ。 それに しても メタル ギア mkinSR 
以降) 一 です か？ へんてこりんな 名前で 

すね」 と， 俺。 

「うむ。 20 世紀末に 世界 を 恐怖の どん底に 





メタル ギア mkII(SR 以降） 



ギリ アン ， シー ド 専用の ナビ 
ゲー ター S 植査 上の 分析， 記錄， 

通 m を 行ない, JUNKERCO^SS 
活動 を 円滑にす るよう に IS*t さ 
れ ている E 各 S センサー を 搭載 
し， あらゆるお? i を Sl^ffl する：： 
とが 可能； 「スキャニング 令状」 

が 発行され たのち に は t スナ '!/ 
チヤ 一 か 人 聞か を 分析す る 「ス 

キヤ ニン グ」 という 行 5^ がで き 
るよう になる。 




• DATA 
正式 名… 
gear mkll 
全 

全 A"' 
全 《 '- 

む） 



NAVI 



モニター 
讀《£ 容量 



■•StBmm 

■■53Dmm (^二 ター" S" 

-50kg 
■■tlinch 
"40 リ ッ トル 








a- 



flit 



国 



龜 







麵 
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ブラスタ— 



スナッチ ヤー を 理 する ことができる 唯一の 
武器 フィード パック を 採用して いるので， 

使用者の 反射 スピード によって' 無限に 速射， 
が 高まる」 グリップに 内蔵され ている セィ 
ィ装 S の センサ— により， 使用者の 指紋' 体、， 
等 を 照 台。 持ち主 本人で なければ， トリガ— が 

S I けな I vfiJi みに なって いる。 
■ DATA 

正式 名 BLA-H1T (t^peS) 



設 It お- 

協 力 ■ ■, 

□ あ "I 

里 農… 

裝 5# 数 



…ハリ ― ， ベンソン 
社， NASA 
• ■'■■■"1 5 mm 

'， 191] mm 

....i'-lSdmrn 

.> sosg (エネ J レギー ク 含む》 

(エネルギー • パック） iii 



ビーム 出力… 稱ノ c^f" に 一点 照射で セ 
い J ク 装甲 SBmm を Jt:il る C 



7 




たたき ， ん ザ-- f 恶 魔の 兵器 ， メ タル ギア J から デザィ ンを 採つ いるから' ぶ。 
名前 は それへの 才 マージ ュ のよう な もん じ やよ， はつ はつ はつ。 加えて， 
あんた の 性格 • 個性 デー タ まで 採り 人れ た， わしの S 信 だぞ J 

r メ タ ル つ て 呼んで く れれ ばい いです よ， ギリ アン」 俺と ハリーと の 会話に ， 

一丄 "5 

メ タルが n を 挟んで き た。 
「そう， メタルち やんで いいのね _i 

. 力が メタルの 頭 をな でながら， 子供 を あやす ような 声で 露つ。 「わ あ， メ L 
タルち やん はか わい いんだ あ。 あたし もこん なぺ， グトが 欲しい な あ （ペット 

じ やない つてば/) J いつ レ A 

「ポッ ノ ボタ も ギリ アンより ミカさん と 一緒の ほつ がい い^あ」 

おうおう， メタ ルの やつ t なんて 調子 * すいいれ た。 

ん， 待てよ。 俺の 性格に 合わせて 設計され ている つて こと は……。 

「それから も 7 一つ， こいつ も 持って行 く がい い」 
言いながら ハリ一 は， 棚の 中から 一丁の きし を 取り だした。 
実 j ，^練き れト デザインで， 手に してみ ると 非常に *^ い。 安定性 も 鼓く， 
ま るで 俺の 手に 合わせて， その 形状が 決められ たかの よ つで める。 

「 ど う だ， 気に 人つ たか ？ 軍で 使 甲 している レイ ガンと は， わ け—! fi? フ や 。 
、 れは プラスターと いってな， 一疑で スナッチ ヤー を 破壊で きる^ 力 を 持つ 

ている のじ や」 

「ええ。 最高です よ， こいつ は。 どうもありがとう ■'■+' 'おやじさん」 
に， こ れ がわ しの 仕事 じ やか ら な J 

リ 一は， いたずら つぼく 片 をつ ぶって みせた。 
その と き^ P 

i' やかに な' り. かけて いた その 場の 棼囲気 を' かん 高い ブザーの 音が 切り裂 
■ た。 



'よ 



い 




！へ 



「き やつ， なに？ なんの 音？」 
近くから' 大きな 音が 聞こえて， 驚く 
ミカ。 

どうやら 昔 は' メ タルから 発さ れて 
い よ フた n 

「ジ ヤン ' ジャ ック ■ ギプス ンょ り緊 

急人罨 です。 つなぎます」 

メ タルの 肩の モニタ一 が 作 節し 始め， 

そ こ に ギブ スンの 顔が 映った。 
「こちら ギブズ ン t こちら ギブ スン， 

M 地区の 工場 跡で スナッチ ヤーら しき 男 を 追いつめた。 至急， ぁ援頼 ひ」 

張りつ めた 糸の よ 7 な 緊張 感が 鬼る。 

「ギリ アン， 行きましょう J 

メタ, レ に^われ るまで もな く， ffi^JUNKEIl-— ト^^っかむし 駐卓 fe. 
と 走って いた。 

「メタル， もたもたし てると， おいてく ぞゾ J 
心配そう に 俺 を 見送る， ミカと ハリー。 

「m 傲って ね, ギリ アン」 , 

r ィ ラスタ— は 使い手の f 义射ス ピ一 ド に]^ Jfc す る乙ヒ ど: feia ずに な。 頼ん k 

俺と メタル は， 用意され ていた トライ サイクルの 新車に 乘り 込んだ。 42 年 
^の トライ サイクル は， シティの 交通網 管理 システムと 直結して おり， 才ー 
ト 走行が 可能な 優れた * り 物で ある。 

行き先 指定 力— ソル を， M 地区の 工場 £^ にセッ ト する コ 

ふわつ と 車体が 浮き上がつ たかと 思う と， 窓の 外の 風景が みるみる フ ら に 

背後に 流れ だした。 
やれやれ。 配展 早々， 爭件 か' ■■■'+ e 
いきなり スナ クチャ一 様のお で ま I とばな。 

腕き きの JUNKER, ギブ スンが 追いつめた 男" ^ なぜ そいつが ス ナツ ナヤ 
一 だと わかつ たんだろ う ？ 
奴ら の 正体 は， —体……。 



スナッチ ヤー 



ジャ ン* ジャック * ギブ スン （55 才） 
Jun Juck Gibson 




き 



30 年 聞， サイ ェン 
ス， コップ （枓 学警 
察官） として いて 
いたが， 妻' I アリス〕 
を スナ" ノチ ヤーに 殺 
され. 几 iNKEFi にお 
^ デカ 時代の ^験 
と^ G 揮 を 生かして， 
驚異的な スナッチ ャ 
一 破 壞率を 誇る ベテラン JUNKER 
娘の 力 卜 リー ヌ と 二人 さらし。 





トライ サイクル 




JUNKER が使阁 する 空陸 両用 車: ■. 地上 
走行 は 三輪 IE 動， ホ バー 走行 及び 空中で 
は 軍 総 を叹納 し. ジ: n ツト 推進で 飛行す 
る C 通信衛星 や 「アルファ ビル」 を 介し 
た ナビ ゲーシ ヨン' システム により， シ 
テイ 内^. の 自 を 可能 と している <3 



謹 一 1—1 ■ - 



それ 



I - 



ふ 

り つ 



弱点 は… ？ 
だま だ わからな 
. ，二 とが 多すぎる ぜ。 

4 才. コゥぺ 'シテ 

4 の 夜空 を， 1 —台の ト ライサ 

4 クルが 駆け抜けた。 




§2 DEATH OF GIBSON 



ギプス ンの死 



• DATA 

正式 t'H' 

全長."… 

全幅… '+■' 

全 高 …… 
ホイ- 
フ n ント 
東 量 重量 
車体 素材 




ブタ一 type R 
■30SDmm 
■1 BlJmirn 
■1 255mm 



* ' ペース，，', 




■ ト 'レッド ■ 


H 環 mm 



■6 ほ g 

'mmm+ スー' 
一 * エンプラ 



工場 内 は， ひびが 入った 壁の 隙! 閡 

や 窓から 漏れる 外の 光 （主に 街灯 か 
なに か だと 思う が） で， なんとか キ見 

fit 

界が保 たれて いた。 

かな りの 長い 年月， 使用され てい 

ない 建物の よ うであった。 

通路 t おぼしき 場所に は ， 壊 れ た 
配管 や コンクリート の 塊が 耘 がつ て 

おり， 加えて， ゴミ 捨て場に なって 



r う ぎ や 一つ ゾ」 

if 末 魔 と も 思 え る 男 の 叫 び 声 が 響 き S つたの は， 俺 た ち が 丄場跡 I - 到着す 
るのと はとん ど 同時だった。 

「メ， メタル， 今の は 」 

「ええ， 確かに 人間の， それ も 男性の 悲鳴です」 

の' "5 り 

俺の 脳裏 を， 嫌な 予感が 過ぎった。 

まさか， ギブ スンが ■ '…- 。 いや、 ガウ ディで 調べた 限り， 驚異的な ス ナツ 
チヤ 一 破壊 率 を 誇って いる ギプス ンが t そう 简 寧に 殺ら れ ると は 思えない。 

そう 言えば， 追いつめた スナッチ ャ 一は， 男 だ つていた。 あれ は， そ 
の スナッチ ヤーの 悲鳴な ので は ？ 
「メタル， お前の 持って いる 特殊 能力で， なんとか 鍋べ ようはない のか？」 
""ちょつ と 待って く ださ い。 今， 動体 反応 をチ I ッ タ してみ ます。 ' -… あつ， 
複数の 勳体反 があります ゾ ギリ アン， 気をつけて ください。 スナッチ ャ 
一 もしくは ィ ン セクタ一 が 工場 内に 潜んで いるか も しれません」 
「その "イン セクタ 一" つての は， なんだ？ J 

r スナッチ ヤーが 警戒 センサ一 用に 使う クモ 型の a ボッ ト です。 知能 レベル 

は 低 いんです が t ニー にル ■ ガン を 装備して いるので 侮れません」 

""わかった。 とにかく 中 を 調べて みない ことに は 始まるまい。 行く ぞゾ」 

夜空の 雲が， 強風に よって とてつ も ない 速度で 呔き 流されて い ( 。 

せん； フ いなづ 辈 

時折 その 雲々 の 中に 走る， n い 閃光^ ~ 稲妻。 

it が 近づいて いる よ うであった。 

した ザ 

ffe は メタル を徙 えて， 廃 工場の 建物に 足 を 踏み入れる。 ^ 

ああ- かぶ C It 5 

その 真上に 覆い 被 さって いる 巨大な 黒雲が， こ れ から 俺た ちが 出会う 惨 刺 

おん し + 

を 暗示して いるかの よ うで もあった。 
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せ れ fl 

いたのであろう か， ：s: 礫が， 至る ところに 散乱して いる。 
足元が 不確かな ため， どう しても 俺た ちの 移動 速度 は 遲< なる。 
「ギリ アン， ボタに 内蔵され てい る ライト を 使用 しまし ようか？」 メ タルが 
小声で 視 案した 3 

かつ： う 

""……いや， よそう。 万 一スナッチ ヤーが いたら， 格好の 標的に 成り かねな 
いか ら な」 

力！/ ーン。 カツ ーン。 

静寂が 支配す る 空 聞に， 俺の 靴音が やたら 大き く 反響して いた。 

■ + 'ピ シャン- ……ピ シャン e 

と き if き 思いだ したよ う に 水滴の したたり 落ちる 音が どこから かそれ に 
返事 をす る。 

その 二つの 音が 奇妙な 調和 をみ せ， 不, き 、織な リ ズムを 創作して いた。 
通路の 曲がり角に 差し かかった ところで， もう一 つ 別の 音が 加わって， そ 

の リ ズムの 秩浮は m された コ 

モ £ わ 

メ タ ルが 人工 音声の 周波数 も 合わせ 損ね る ほど， 慌てて 叫んだ ので ある。 
「リ， リトル' ジョ ン, グ_| 
「メタル， r う した？」 

「ジ ヤン ， ジャ ック ， ギブ スン 専用の ナビゲーターです。 見て く ださい/ J 
メタルが 近寄って いく 方角 を 見る と, そこに は， ほとんど. 稱 鉄と 化した ナ 
ピゲ 一ターが おがって いた。 

まだ 半分 溶け 統 けて いるよ う な 真新しい 焼け跡れ ボディ を 横断して いる。 

か 4 

その 真下に， 「LnTL£: JOHNj という ネームが 刻まれて いるの が， 辛うじて 
確認で き た。 

「おおつ t リ トル' ジョン メ チヤ クチャた' 」 

ナビ グータ— にも 喜^哀楽の^ 情が あるの だろう か a メタル は， 悲痛と し 
か 言いよ う のない 音声 を 発する。 r どうやら， スナッチ ヤー 力す 口から 発射す る 
レーザ一 力 ノンに よって， 破壊され たよ うです + …'リ 

—— メタルよ。 同僚が 殺ら れ たのに は 同情す るが， 今 は 悲しんで いられる 
t き じ やない。 

r メタル， リトル' ジョンの メモリー はどう だ？ 無事なら 抜き取つ ておい 
て く れ」 

「は， はい。 データが 残って いるか どうか， 今 は 確認で きません が， 一応 メ 
モ リ 一 チップ を 収 してお き ます」 

メタル は 肩から， 细ぃ梳 のよ， タ 、、マイクロ ■ マニピュレーター を 伸ば 

すと， 丹念に！/ トル' ジョンの fflg 頭部から 薄い 力一 ド 状の チップ を 31 き 抜い 

1" 

その 作業 を 見届けてから, 俺 は メタルの 背 をた たき， わざ t 力強い 声 を だ 

す。 

「よし， ギブ スン はこの 近く にいる ぞ。 センサー をち やん と 勧 かせて おけよ， 

メ タ ノレ」 

それから 歩く ： と 数メー トル。 
妙な 矣 いが f 祭の 鼻 を 突いて いた。 

どこかの 国の 锞上 料理で も 思い起こさせ るよ う な t 生臭い 臭いで ある。 

すで 

既に メタル も それに 気づいて いるよ うで t 盛んに 体中の ランプ を 点滅 させ 
ながら， 発 臭 元 を 調査して いるよう であった， 

やがて， センサー 類 を -SH 使して メタルが それ を楚 見す る。 
「ギリ ァ ン， 右 奥の 柱の 根元に 人力 i 倒れて い ま す / J 

だつ t 

Ml« の ごと く ， 柱に 駆け寄る 俺。 
—— スナッチ ヤー か ？ それとも ギプス ン なのか ？ 
そこに 到着した 俺 は， しばらくの 間， * りついた かの ように 動く ことが で 
き なかった。 

後から 追いついた メタル も， まるで 機能が 停止した かの ように， 一言の 音 
声 も 発しよう と はしなかった。 



飛び散った 肉片。 べったりと 柱 や 地面に 付着した 鮮血。 入 間の 形状 を 保つ 
ている と は 言えない 死体 —— 。 
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見る 無惨， t?^ 容す るし かないの だろう か b 
ど ブス ンの頭 都 は， 胴体と 離れて， 血の » となった 地面の 上に 転がって い 
もま その 首の 切り口が，. かなり 強い 力に よって， 無理矢理 ねじ 切られた ニヒ 

X ずし X い iCit 

ギブ スン先 « — … . とんだ 出会いに なつち まいました ね」 
^ぶ * の 前で 十字 を 切った。 「あなたに は， いろいろ ご 教授い ただこ う と 思 
つていた のに……」 

— 就任す るな り， こんな 場面に 出く ゎそラ t は "… '。やれやれ。 JUNKER 
£ ば， 退屈し のぎ どころ か， とんでもなく 背 酷な 職業の よう だ。 
售は 感情 を 押さえて， 敢えて 鼓し い 口調で 命令した。 
r メタル, ギプス ンの 死体 を 調べて みてくれ。 スナッチ ヤーに. 閱 するな にか 
ヅ; i て く るか も しれない からな」 

'o. わかりました。 "'…あつ， ギプス ンの 右手に 毛髮が 摺られ ています。 
- つから， 爪の 媒 間から は， 皮 虜組繊 が 検出され ました」 

そらく， スナッチ ヤーに 首 を め 上げられた ときに， ギブ スンが 苦しま 
ざに にっかんだ のな のだろう。 

—• ― メ タル， 分析 を 親む」 

—ばい， やって みます」 
，'タルの 屙の モニターに t 目まぐるしく 分析 データが 表示され た。 

一 サ析， 終了 しました。 結果 を 報告し ます …… 毛 » の 持ち主 は， シルバー グ 
- 'の髮 で， ヨーロッパ 系， A 型， RH- の 男性です。 一方， 皮 * 組織の ほう は * 
ョ一 o ツバ 系， 型， RH- の 女性の ものです」 

—— ん？ おかしい ぞ。 スナッチ ャ 一は， 複数だった のか？ ギブ スンの 
報き ： 逢うな '-' 。 

ゆうひん 

その他に も、 ギブ スンの 身体から， 幾つかの 遺留品が 見つかった。 なかで 
にかかった のが， 育 袋の 中に 確認 さ, れた * 残存 物" である。 

r ギリ アン， 分 折の 結果， 残存 物 は 嫁 肉で ある ことが わかりました」 
r ゲイ ニク ？ J 

一？ ジラの 肉です。 ジ ヤン は 3 時間 ほど 前に， どこかで 餘肉を 食べた という こ 
ニニな り ます J 

—— ； よて, 今と' き^^^肉を食べさせて く れる 店なん て， あるんだ ろうか ？ 絶 

戴 rT^A' ため、 かなり 以前から iiS を 料 現' 販壳 する こと は t 国際的に 禁じら 
n ている はずな の だが ■□ 

t え を 巡らして いる その t き —— 。 

ミ: 弓ら かに 俺た ち は， 無 防 慊 になって いた。 
ゥ' 人げ I ^ 

そ。 P 菊 隙 を 突いて T 背後から 巨大な や 気" が 迫る。 
E 射的に 振り返る 1* 、 

メタルの 動1^ 反応 センサ一 が アラーム 音 を 鳴ら したの は それと 同時だった。 

— i!r* 反 ft: あ りノ ドアの 向:； う 側に なに かが J1 れま した」 
パ タルが 叫んだ。 

of- りんかく 

ft かに. こちら を視 いていた， 輪郭の はっきり しない 白い 人影の ような も 

■• ドア の 右 奥へ 姿 を 引っ込めた ような 気がす る 。 

それ を 見て ともと， 1% は ブラスタ一 をし つか りと 握りし め， ドアへ と 走つ 
ま だ 一発 も 試射 していな いのが 気が か り だつ たが. スナッチ ヤー を 目前 
こ L て をん な こと 言つ てられない。 

* まう つ。 

ドアの 手前の 壁に 背中 をつ け， 大き く 患 を 吸い込む。 
，せえ のつ " 

心の中で 掛け 声をかけ るのと 同時に， 俺 は ブラ スターの 照準 を 前方に 合わ 
せながら， ドアの 奥 側へ と 踏み込んだ。 

一歩 を 踏み だす 時間が， 恐ろしい ほど 長く 感じられた. 

が. 予想に 反して， そこに は スナッチ ヤー どころ か， 勳 きそうな ものな ど 
—つもなかった。 そ うえ 土砂が 崩れて: ifl がふ さがって おり， とても それ 以 
上ぶ 先へ 進め そ うに も ない。 

—1： 萍反 ]£、 センサー を 使用して みました が， 二の 場所で は， なにも 感知し ま 

せん J t r メタル。 

おか I い， 奴 は 一体 どこへ'; 肖え たんだ？ 
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イン セクタ 一 

スナッチ ヤーが 警戒 センサー 用に 使う 
クモ型 ロボつ ト。 尻 船よ り せ ンサ一 糸 

を だし， それに 触れた 卷に ニードル ■ ガ 
ンで 攻撃す る。 ジェット 推進で ジャンプ 

移動 可能 警視庁 料 学 Silit まの 「』UNKj 

が 《 度 t な く 解析 を 試みた が， 自爆 
を 持った め 完全 據 獲が できず 群 Iffi は 不明， 

■ DATA 

正 武名 …- -INSECTOR-01 

全' 長 (本体の み) ""iSQmm 
体せ （足 を 含む） ^-mmm 

全; 4'* *2QDmm 

直 量 SOUg 



r ギ I； ァ ン， な ん だか 変 な t が 聞 こえません か？」 
に…' いや， なにも 聞こえな いが」 

私の 音波 センサ一 が， 確漠 しさつき まではなかった 音に 反応して います。 
ギリ アン， ついて きて く ださい」 

メ タ ルは 反転す るし 入って き た 遭 を 引き M し 始め た e 俺 は 今一度 ブラ ス 
ター を报り 直し メタル を 追った。 

t ち 

ドアの 外へ 出る と， なるほど， メタルが ft う！： ころの 音が， 俺の 耳に も 捕 
えられる ようになつ てきた S 

しかし， それ は スナッチ ヤーの 移動 音な どで はなく， コ チコ チ， コ チコ チ 
という， 規則正しい 機械 音で ある。 
「メタル， 二れ は 一 f$， なんの 音 だ？ J 

「わかりません。 今， センサー を 使用した ところ， 音の 発信 源 は， リ トル' 
ジョン だとい うこと が 判明 しまし た」 

なぜ スクラップ fs】 然のリ トル' ジョンが 活動 を '一'' ？ 俺 は faj の 曲がり角 

が れ き 

の 冗 礫の 中に 横たわって いる リ トル 'ヨン を， 注， 意 深く 調べて みた a 

すると， その ボディに， 先刻まで なかった 畏钿ぃ 機械が 取り付けられ てい 
るの が 見つかる C 

こ t これ は —— # 限 爆弾つ, グ 
「たたた， 大変 だ. じつ， 時限 爆弹 だつ/ メタル， 解体して くれ つん」 
「ええつ/ …一 む， 無理です。 この タイプの 爆彈の 解体に は， かなりの 時 
問が かか ります」 

「となると -…" J 

鎮を^1合ゎせる(ぉと メ タノレ。 声 を 揃えて。 
「逃げる しかない つ ノ」 
ビィ ィ' ィー， ビィ イイ一。 

走って いる * 屮， メタルから 例の アラーム 音が 鳴り だした。 
ええい， この 非 紫 時に。 相手なん かし てられる か。 
散に 出口 をめ ざす ft を * メタルが 制する。 
「ギリ アン， 止まって ください。 危険です/ 前方に， 多数の イン セクタ一 
の 反 が あ り ます」 

「な に つ J a き 

時限爆弾と イン セクタ一 による 挟み 时 ちか， スナッチ ャ一 の 野郎め， なん 

t も 念の 入った： つた， 

見る し =1 ンタ I ゾートの 残骸の 隙 fg;] から， するすると 数 体の イン セクタ 一 
が 今にも その 姿 を 現そうと していた。 そして， 二一 ドル' ガンの 先端 を， 俺 
と メタルに 向ける。 ， 

が， 超 高速の 動体 相手に 特殊 訓練 を镇ん できた 俺の 目に は， その 動き は， 

しょせん 

所詮 コマ 送り 程度の 速度で し かな かつ た。 
ズギ ユン, ズギ ユン， ズャ i ン…… / Q 

火を咴 く 俺の ブラスタ一。 

まば 、数 本の 光 が 薄暗 い 空 問 を 切り裂く。 

ガン ヤン， if ン ヤン、 カン ヤン'' ' ' ■ ' C 

その 光が 消える ときに， 数 菌 所で 生み だされる， 小さな 爆 • 猪 杏 ^ 

イン セ クタ 一が ニー ドル 



ガン を 発 

射す るよりも 早く， 俺の ブラスタ 一 か 
ら放 たれた 光の 弹 通が， 的確に すべて 
の 胴体 を 打ち 拔 いていた ので ある。 
「ヒュ 一ッ， ギリ アン， やる じ やない 

です か」 

「ふつ， 統の 腕なら， ネオ ■ コ ウベ ■ 
シティ 中 を 捜しても， 俺の 右に でる 奴 
はいない ぜ。 さあ， 外へ 出る ぞ Z J 

「だめです」 

「な んだ， ま だィ ン セ タ タ 一がいる の 
か？ J 

「いえ …… 粳が拔 け ま した J 
おいおい， なんて ロポッ 
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r つべこべ 言うな。 走れ/ 爆発す るぞ Z J 
に …- だめです， 動け ません」 
「世話の やける 奴 だ。 それつ ゾ J 

俺 た % が, 屮 i P か ら 飛び だす やい なや， 背後で 大爆 発が 起 



二った. 




r 



、 





气 



、 



KATHALINE 



力 




ーヌ 



き か At 



ゲ 



ギ 



閱 遠っても. 気持ちの 良い 帰還と は言& な: かった。 

確かに スナッチ ヤーに 関する 幾つかの 丰 掛か り は 得る こと がで き た- しか 

し， そのために 失った 代 —— ^ジ ヤン-ジャック-ギブ スン 死 ~~ や、 め 
ま り に も 大きす ぎた からで ある 3 

俺が 戻った とき， メタルからの リアルタイムの データ 送信に よって， す 
に その f ト報は 本部に も 伝わって いた。 

ヒーん と 辞 ま りかえる^ 長 室。 も 
局長の 机 を 囲んで， ミ 力 と ハリーが ギブ スンの 死 を 悼んで いた。 
部屋に 俺が 入って きたのに 気づく と， ミカが 口 を 開く。 「お' 滞りなさい 

y アン ■ … 。 大 * だった でしよ う '…- 'J 

みじゅく 

「……すまない， 俺が 未熟な ばっかりに」 
「う うん。 ギリ アン， あなたの せいじゃな いわ。 シャン は， ジ ヤン は…'' ， 
精一杯 戦つ たんだと 思う わ' "… J 

ミ 力の 大きな 通から, はら はら ！： 大粒の 涙が あふれた 。「だけど ，だけど '… --。 

JUNKER つて， なんて 哀しい 宿命 を 背負った 職業な の -… 'J 
そ こから 後 は 言葉に ならなかった。 t 
肩 を 震わせながら， ミカ は 嗚咽 を 漏らす。 

俺に は， 彼女に かけて やる 慰めの 霄 葉が とても 見つけられなかった a 
t, 横から ハリーが， 酒臭い fi. を まき 散らして * 荒々 しく 俺に からんで き 



た 



■ 有能 だ 



つ 



り 



シャ 



「なんの ための S 援じ や/ …-" あんた が も う 少し- 
ンは， 奴 は + …- 死なずに すんだ かも …-' J 
「ハリー， それ は 違います ゾ」 メタルが 抗議す る。 

俺 は それ を 制して， 「いや， いいんだ， メタル。… 
「ひつく。 ■ …'- ジ ヤン はな あ。 ここが できてから' 
ビを 組んで おつたん じ や…… ど うして く れ るんだ' 
ら かに ま尼 醉 していた。 

""おやじさん， そのく らいに しとかない か」 

ハリーのから みかた を 見 かねた 局長が， 口 を 挟む。 「今回の 件 は T ギリ アン 

に 黄 任 はない。 ぞの くらい は， おやじさん も わかって いる 《をう」 

に.…， ああ e わかつ とる さ……。 じ やが……：： れ ぐらい は 愚癩ら せて くれよ 



ノ 、リーの 言う とおり だ J 
'ずつ と…… わ し t コン 
- 坊主……」 ハ リ 一は 明 



再び， その 場に k 黙が 訪れよ う と していた。 
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アクション ゲームの » 合 



緊迫 くれる の だ コ ブラスタ —を ¥ つきさ 

た リ^ったり になつ ちゃつ るの が 実状 だ ^ * 号 を ii ん. 一 シフ トキ 一を 押さな けれ やまいけ な、 ユ^ラと 一- ュクに 
で， 物語 を 進行 させ！^ な" ほとんどの ゲームが 二 f?^- ぶ丈ゥ マイ 表現 だと 思う- '，二；:'、，' 

. バタ一 ン。 確かに ス トーリ一 が面白ければそれでぃしsf；^^r：t 

て 声 も あるけ と'， ゲーム 性と いう 点で は' 多 i^. ジ ヤン Jt^* 



■X; よ 匕べ ると せい —-, 一- -' -得 

レ ぬ-スナッチ ャ一」 では， そ う したマンネリ^^^?i^\' 



いう こと は 否定で きない iV. め 



， ク シ ョ ンの 要素 を も. ム. を 盛り上げる ための *^ 
^せ^ 果と して; 肖ィ 匕した. 叙 > ない 作品の— つ だ： .^^"， 



^y tv y" ラス アルファの 要素 がいくつ も 盛り ま 

つ ひ 暑 -， 頭で も 触れた， モンタージ ；啡成 あ'' さや 
^-^ ド' や 人名 を 推 5 里す ると いう. プレ ィ' や一 f ご:^ えで せ袈 
1^. 都 分が， そうなん だけど， 注目して ほしいの が， ァ クシ ヨ 

ム をう まく ミ-ッ ク ス；' て "る と 、^な M ' 

； - 今 i —で に も im で. シ ：リ， £ と h ニアク シ 3 ン柳 ゆ 
、入れた タイプの ゲーム は < ^種实 頁 かあつた。 が t どう 

グハ グな 印象 を 受けた 人 もい るん じ やない かと M う 




JUNt^Eft 本部に 
ある， お 蒙 室。 「ジ 

T ン カー ズ' アイ J 
という 射擎 SII 練シ 
ス テムが あって， 

ブラスタ 一の を? * 
(こと 力^きる。. ： 
こ 二で 憤れて おい' 
たほうが いい かに： 
しれない ね;; く 



な、 



ケ '（み 

ジャ: J カー ズ 



'tT そ こ を アクション にしな けれ ぱいけ な し 、'の'€"^1 r li^ 、然性 、 ^ た i . アイ は， レ レ .1〜 A 

, が感 じられ なかった から だ。: ム ぶ ' V- ； ■ 'つ V '—みん V まであって， 数字 




や 

A モグラ た， *J 



'顔の もの' を擎た T 



その ゲーム 自体 は， 誰もが 知って るた' ろう 
たき *e 

ユン ± ■,■ _ . . 

みぜか 二れ が 妙に 緊張す る； 殺ら れ ると ゲ一ム ' ォ— 虏， to ミを， う .g^tiii^ ふ: 
—-■^tt る' からどい う 理由 も あるの か もしれ ない け ど,、 ^- メ * ヒ るの も， そん 
チ -；9'|^ ヤーが 出現し そうな とき は 1 ブレイ ヤーに ピリ ビ^ノな に 難しく はなえ 




ト ~^3^:；：",ニ乙：なゃぶ，せ：1っ 

ん つ- は- ^Lif^ 二—, メ 
V - iLZ ' -，々 一 ぺ ^ 一 - ど； 4 ."lirv 



まさか あの 



それ を 避ける ように， g 長が 話し だす。 

1 "ギリ アン， 最初から 大変な 事件に 出くわして しまつ, g お';;…. 

ギブ スンが …… , だが， これで 君に に JUNKER が 生半可な 心構えで でき 

もィ士 事に やない と い うのが わかって ら えた と思フ J 
^ - * うなず 

俺 は 唇 を嚙み * 大き く 額いた。 
rsji^i ？、 I^L け る * 

「我々 はいつ まで 仲 閒の死 を 悲しんで いる わけに if "かない。 スナッチ ャ 
一 ど も を 一掃す る 乙 と， それが ギプス ン への 一番の 洪螯 にな るに 遠 いないの 

だ J 

「ええ， 私 もそう 思います」 ざんむ t 

いつの 間に か 俺 は， 自分自身の 中に， 残虐な スナッチ ャ 一に対する 人間と 
しての ' '怒り ケ が， ふつふつと 煮えた ぎって いるの を 感じて いた' 
r ギ ブス ンは， 薩 がつ かめる まで は拽査 内容 を 私に も 明かさない 主義 だつ 
た。 最近の 奴の 態 度 を 見て いるし どうやら スナッチ ヤーに ついての 重 まな 
事実 一 弱点 や 見分け かたな ど をつ かみかけていた らしい。 生前の ギフ スン 

の 足取り を 追って， それ を 解明す るの だ。 頼んだ ぞ， ギリ アン J 
局長 は， 悲しみ を 忘れる かの ごと く， 一気に ま く し 立てた e 
「わかり ま した。 ギリ アン ' シード' 必ずや スナッチ ャ —軍団 を壞滅 させて 
みせます ュ 

俺 は 敬礼 をして から， ハリーの 前へ 足 を 運んだ。 

「おやじさん， これ…… リ ト ル * ジョンの メモリー チップです。 ギプス ンが 
命が けで 調べた なに かが 入って いるか もしれ ません。 分析 をお 願いし ま 1 J 
と， ハリー はさの チップ を 力強く ま M り 蹄め， 先刻までに はなかった， 優し 

い 表情 を 見せる。 

「 …… わかった。 "…， すまなかった な， ギリ アン' -… 'ひどい こと を 言つ ちま 
つて' …- J 
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「いいんです よ」 どり う ひなん 

おやじさん たちの 心の ife 揺 を， 決して 非難す る こと はでき ない。 
も し ギプス ンと 親しい 付き合い をして いたなら， 俺 だって 間違いな く ， 
乙 う して 搜査 を統 行す る 二 と はでき なかった であろうから。 

k り あえず は 手近な ところ， 刑事 部 尾に ある ギプス ンの 机と 口 ッ カーから 
調べて みる こ t に した。 

案の定， 幾つかの ギブズ ンの 所持品と 思われる 物が 見つかった。 

机の 上に 匿 かれた 切れに は， 「ャ' ノは * ま つて， 木 ffiS にあの 店に 現れる」 
体， なんの：： とだ？ 

鍵の かかった 引き だしに ギブ スンの 遗 品 を 使えば， なんて こと はない。 

むつ， この カプセル は …… ？ 
「メ タル， 分析して く れ J 

「ok:, ギリ アン。 …，"これ は 胃 « 癌の 薬 です。 そう 言えば， ギブ スンの 死体 

かい i4 

の售袋 は， かなり 尊 症の »« でした ね」 

「ギブ スンは 胃 S ^で， それ を 自覚して いたの か。 だとしたら なぜ. わざ わ 
ざ 嫁 料理な ど と い う 胃に 負担の かかる もの を スナッチ ヤー を 追いつめる it [に 
食べたり したんた J 

「わかり ません。 いずれにせよ，. 鯨 料理が 鍵 をす 星って いるの は 間違いな いよ 
うです ね J 

「よし 》 その 線から あたって みる か。 その 前に 
r ギブ スンの 家へ 行って みる ん です ね」 
「そのと お り」 

—— メタ/ レの 奴， 俺の 考える こ とがわ かるよ う になって きた じ やない か。 
ギプス ンの机 や a ッ カーから 見つけた， フロ 'ン ピー ディ スク その他 を 手に 

すると， * たち は 卜 ライ サイクルに * り んだ， 

なにも 言わなくて に メ タルが 行き先 指定 力一 ソル を ギブ スンの 家に 合わ 

せて く れる。 

レんも ',1* ん けい 

俺と メタルとの 聞に， 不思議な 信頼 閱係 のよ う な ものが 3^ 成されて いるの 
を 初めて 実 IB したの が， ら のとき だった。 



トライ サイ クル は， 北 野の 高級 住宅街の 一角に 静かに 着!^ した。 

— ほう， tfe 険な 職業と いう だけあって， JUNKER の 収入 は * して 惠くは 



ない よ うだ e 

眼前に * つてい る ギブソン 家 は， アーリーアメリカン * タイプで， なかな 

ただよ 

かの 風格 を 漂わせて いる。 これ だけの 大きさ ヒデ ザイン \ さらに 立地条件 を 
考える し かなりの 高級 墨 敷で ある こと は， 素人目に？ 1 わかった。 

いかにら の あ り そ う な 木 Si の ドア を ノックして みる。 

ン 3 ン+ コン II ン a 
「誰， 誰な の？」 ドアの 向こう側から， 少女のお びえ た 声が 聞こえた。 

「新 し く JUNKER に 配 H さ れた, ギリ アン' シー ド です。 今回の ジャ ン ■ ジ 
ャ ック' ギ ブス ンの 件に ついて 少々 」 

• "う 
.「 ちょっと 侍って。 あなた， 本当 に JUNKEIi な の ？ JUNK£R な ら， その 証 

を 見せて ちょ うだい J 

父が 死んだ；： 1 に対して， 過敏に なって いる 彼女の 気持ち わからないで 
はない。 俺 は 彼女の 言う がま まに， JUNKER 証 を 見せたり， 質問に 答えたり 
した。 

しばらく 誠意 を 見せて いる と， ようやく 女の 気持ち も 落ち着いたよ うだ。 
「疑ったり して ごめんなさい 2 どう ぞ 中へ 入って く ださい」 

t_f 'なむ i"JC. 

ドア を 開けて く れ たの は， 1^ れも な く ン 'ヤン' ジャ ック， ギブ スンの 愛娘， 

力 h リ 一ス だった。 

ifc 丄 
そ の 赤 < はれあがつ た 目の/ § り が， 彼女が 二 れ までに 流 し た 涙の 量 をう か 

がわせ た。 

「このたび は， ft が 無力だった ばかりに お父さん を……」 

俺が そう 言い かけ もと， カトリ 一 ヌは首 を 大きく 横に 振り， しっかり とし 
た 声で, 一言 一言 を 鳩み しめる ように 話し 始めた。 

「私, 父の こ と は 覚悟して ま した。 '"…これで も JUNKER の 嬢よ。 "…'も う 
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カトリ 一 ヌ • ギブ スン, 

(14 才) Kathallne Gibson 

ジャン * ジャック ' ギプス ン 
の 娘- 「ミス * サー ティ— ン」 の 
オーディションに 合格して 以来， 

主に ホ グラム， サイ ンの CIVI モ 

テルと して 活 3 中 e しかし， 「ァ 
ルフア ビル」' によ る 「ジュニア * 
八 イス クール. II キ I 中級に 在学 
ため， 学 集 を 先 させて いる。 




大丈夫 3 心配し ないで， ギリ アン。 a こうに も， 涙 は 垂れ はてち やった から」 

あ ど けなさ を? ^ しながら も， ふと 見せる 大人び た 表情。 CM で 見て いる t お 
り， やはり カトリ ーヌは 美しい 少女だった。 

加えて， その 汚れ を^らない 美し さの 中に， ある 種の 気丈 さが 見え ffll れし 
ている。 

モデルと して 実社会で 働いて いるせ い も あるの かも しれない が， とて t)M 
才の それと は 思えな い 精神的な 強さであった。 
「ところで， 本部のお 父さんの 机から， こんな ものが 出て きたんだ が……」 
例の フ ti ツビ一 ディスク を 見せながら， 俺。 

「あつ， これ は 父の パソコンの だと 思う わ。 奥の 書紊 にある ので， どうぞ」 
カトリ一 ヌ に 連れられて 入った 鲁 斎に は， かな り 旧式の パソコン、 PC-88mk2 
百 式 （SH 以降） が^い てあつ た a 

さっそく ディ ス ケゥト を 挿入して， 笔源を ON にす る。 
しかし， S 面に は 無情に も し、 っス ワード？』 との 文字が 表示され た。 
「力 ト リ ーヌ， お父さんの パソ ユンの パスワードって 知らない かい ？ J 
「ごめんなさい。 父 は 仕事の こと は， 一切 私に 話しませんで したから…… J 

仕方がない——。 俺 は， めく らめ つぼ 7 に キーボード をた たき はじめた。 
なかには， 俺の この 無媒と も 思える 行動 を 非難す る 入 も いる：： t だろう。 
が， 案ずる より 生む が 易しと は， よく も 言った もんだ。 メタルの 適確な ァ 
ドバイ スで， なん とか 俺 は パス ヮ一 ドを兒 つけだす こ I： に 成功した ので ある。 

フロッ ピ一 ディ スクの 中身 は. 『スナッチ ヤーに 閣 する 考察」 と いう 題の 文 
章であった。 以下に その 内容 を 要約して 紹介す る こ と にす る。 
▼ なぜス ナウ チヤ 一は 夜行性で t なおかつ 冬に な る と 現れる のか ？ それ は， 

奴ら の 不完全な 入ェ皮 .# のた めで ある。 H 焼け をす ると， ガンの 症状 を 
4^ こし， 命取りに なり かねない。 つて， スナッチ ヤー は 太陽光線 を 様ラ。 
▼ スナッチ ヤーの 判 gil: お 法 
(D 皮膚の 状 JS を 調べる。 

② ガン 細^ 特有の 悪臭が す るか どラか 臭い を か ぐ。 

(D 衣服が 人工 消 臭 織 維で で きている か を 調べる。 

け 止め 'サン "スクリーン'" を 持って いるか どうか 莉ぺ る。 
▼ さら に 奴ら は， ガン 化した 皮庸を ど：： かの 病院で 抬療& メイン テナ ンス して 
いる はずで ある。 

私 はついに その 病院 を 見つけた/ 12 月 13 日 

RS ノ f ゥン ティ ■ ハンターの ランダム * ハジ ル t かいう 男に は 気をつけろ。 

パソコン 以外に も， ギブ スンの 書斎に は， 手掛かり になり そラな ものが 幾 
つかあった。 

閱市 ひ 0Y4)IVISI0Nj の シールが 張られた y 焼け 止め 'サン .ス クリ一 

ゾ の ビン。 

なぜか クィーンの 位置が 空いて いる チュス 盤 （その 抜けて いるき J は， 言う 

まで もな く ギブ スン のコー ト から 既に 見つけて いる）。 
今の 俺に は， それらが 何 を 意味す るの か，. 令く 理解 不能で ある。 
「カトリ ーヌ， お父さん に関する もの は， ここに あるので 全部 かい？」 
「ええ t 父の の はすべ てこの 書斎に …一 あつ f あと， 裏庭の アリス もそう 

だ わ。 '父が 飼って いた 犬なん です a アリスって 名前 は， 死んだ 母から と 

つた ものな の」 

ーぁァ リ スに 会って はみ たらの の， 特に 気にな る I ころはなかった。 
これにて ギプス ン 家の 調査 は 一通り 終わった わけ か ■ ~ 。 
「協力 どう ありがとう。 俺 はこの ま ま S 査を较 ける。 念のために 俺の ビデ 
才 フォン ■ ナンバーと 住听を 渡して おくよ。 なに かあつたら， ：： こに 連絡し 
て く れ J 

「うん， わかった。 ギプス ン， 気をつけ てね …… J 

ど 

それに 続く 言葉が， カトリ ーヌの 喉まで 出かかった ように 見えた。 が， 彼 

へい -'、 

女ば それ を 飲み込む!：， 極めて 平易な 言葉に す り 替えた。 

""またとき どき， 来て ちょ うだい …… J 
短い 一言で はあった が， 実に 感情の 込められた 言い かたであった。 



スナッチ ヤー ， 



m'mi した 態度 を とって はいる ものの， 力 ト リ ーヌの « しみが どれほど 深 
，ものな のか、 痛い ほど 伝わって くる。 

れの挨 をし， 玄関の ドア を關 ける。 
外に 出る し 東の 方角の 空が 白み， いつの 間に か' 夜が S 月け よ ラ としてい 

雇 敷の 周り に 植え られ た, 手入れの 良 く 行き届いた 美しい 花々 に 目をやる。 
その 葉に ついた 朝露の， が， まるで カトリ ーヌの 涙の よ うにら 感じら れた。 



§4 JOY-DIVISION 



ジョイ 




「ifi 料理 ？ もしかしたら ナポレオンなら' 知って るか もし れな t 、 わ J 
数 y の 間， 行き詰まった かの ようにき' われて いた 拽査 は， ミカの その 一 雲 
によって， 予期せ ぬ 進展 を 見せた。 き 

r ナポ レオ ン つてい うの は， 誰 だい ？ jf 反 眠 か ら 目を覚まし たばか り なので， 

俺の 声 はま だいく らか暧 昧さを 残して いる。 
「ジ ヤンが 使って いた 中国人の タレ コ ミ屋 よ。 確か サイ ェン ス * ュ ップ だつ 

た 頃 か らの付 き 合いだ つて 言って たか し ら '-… J 
「どうやったら その ナボレ 才 ン と 連絡が とれる かな ？ 」 

「ごめんなさい， そこまで はわから ない わ」 
「サンキュー， それだけ でも 十分 だ」 

ミカから 得た 情報 を 親り に， 俺 は コンビ ユー タ •/ レームへ と 走った。 まだ 

眠って いる S ほ 細胞 を 起こす かの よ 7 に， 頭 を 大きく 很 りながら P レぅ S — 

困 つ た t き の ガウ デ ィ 賴み —— お そ ら く ネオ ■ コ ウベの 情報 を繞括 してい 

る ガウ ディなら t その 十； 3t レオンと いう 人物に 関しても， なんらかの デ一タ 

が 登録され ている に違いない と 考えた からで ある。 
さっそく シートに 座り， 十， ボ， レ， ォ， ン， と キーボード をた たいて み 

J 、 。 



が '.>t う 



しばし の アクセス 時間の 後， 該当 データ 発 兄 を 知らせる ランプが 点滅 を始 

'if Ij な 

める。 それに 伴い， ディスプレイ を 埋め 尽くす かの ごとく， 大 m の 文字が 闹 
面に 浮かび上がった。 
が， し 力' し —— ^ 

それ は， ナポレオン は ナポレオン でも， フランスの 英雄， ナボレ 才ン * ホ 
ナノむ レ ト についての データであった。 
「ちつ t ガウ ディの 奴， お茶 目に？ i ほどが ある ぜ」 

I れ S 

お手上げ という 仕草 をして いる 俺 を 見て t メタルが 提案す る。 
「ギリ アン， ハリーに 聞いて みません か。 ギプス ンとは 仲が良かった みたい 

ですから， 知って るか もしれ ません よ」 

「そ うだな。 行って みる 力: J 

俺ば ガウ ディ を キッと k んで から （もちろん， それが なんの 荒 味 も 持た な 

いこ と は 先刻 承^な の だが）， メ カニフ ク 室へ |£] は-' う ムービン グ * ゥ才一 タに 

つ 'に 。 




久々 に 訪れた メカニック 室 は， 息苦し さ を 惑し' る ほどの 酒' 吏い 空気が 充滅 
していた。 

椅子に ぐった り と もたれかかって いる ハ リ 一。 

おそらく， あの 日 以来ず つと 酒 を 飲み 続けて いるので あろう。 二れ では， 
まだ メモリ一 ■ チップの 分析な ど 期待で き そ う にない。 

t, ノ 、リー はこ ちらに 気づき * 虚ろな 笑み を 浮かべた。 
「おおつ， ジ ヤン 場って きた か …… . どうじ や， f 列の 計 [ij は…… ス ナツ 
チヤ 一 を 根： そ ぎ ^でき るって を， そろそろ わしに^ 教えて く れょ 一… J 

I チん えい 

明 ら かに ハ y —は， ギブ スンの 幻影 を ft に 重ねて 見て いた P 

言葉が 途切れる と， 手に した 先の 細い ブランデーの ビンに 口をつけ * グイ 

ク と ぁ つた e 

~ も ？ * 

r おやじさん， この ブランデー はどう したんで すか？」 ハリーの 肩 を 強 く 揺 
す！) ながら， 俺 は 尋ねた， 




6 月 les 

クサ ji^o#iaiK«:nu 

、一、 ゥ I リントンに 霸 S! され fc 

, これ も rsa^j m^im 
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「り' …ん， おお -'' … ： いつは， お前さんの 机から 持って きた 奴 じ やよ。 "，'' '勝 
手に 持ち だして 悪かった な…… な あに， 形見分け をして もらおう I： 思って な 



そ：： まで 雷った とき， 幻觉 世界 を 旅して いた ハリーの 意識が， 現实に 引き 

戻される。 

「^見分け …… ？ おおつ…… そ う じ や …… ジ ヤン はも う この 世に は' …'リ 

ろん つう felj 1 

ハ V 一 は 目頭 をお さえ， 沈痛 な 面持ちで 押し黙った。 
r メタル， ビデオ フォン だ。 ビデオ フォン を かせ/」 突然 光明 を兒 いだして， 

叫ぶ 俺。 

n よ あ， ビデ 才フ オンなら 私の 中に 内蔵され ています が……。 いきなり どう 
したんで すか ？ 」 

r まあ， 見て ろって。 と は 言っても， 自分の 体の 一都 だから 見えない か …… J 
「いいえ， も ち ろん 自分の モニタ一 に 何が 映って いるかぐ らい はわ か り ます。 

それに， ギリ アンが 何 をして いるか だって， こうすれば …… 」 
そう 言う と， メタル は 首 を-ヨキつ t 伸ばし， 器 ffl に 自分で 自分の モニ 

ター を のぞき 込む よ う な ボー ズを とった。 なんと も 滑稽な 姿勢で ある。 
に…'. わかった わかった。 いい か， しっかり 見て ろ。 3f9, の， 5 に… ■-。 ： れで 

1 し」 

ボタン を 押し 終える と， 呼び出し 音が 2, 3 度 鳴った 後， m 狭に ダーク' プ 

ラウ ンの目 をした， なんとも うさん 臭そう な 中国人の 鎮が モニターに 映った。 
ほらな —— 。 メタルに 向かって く 親指 を 立ててから， 俺 は その 中国 入と 
賠し 始める a 

「お ま えが ナボレ オン か J 

「ああ， そうだが， あんた は 誰 だい？」 妙に しゃがれ た 声で ある。 
r ギブ スンの 知り合いだ。 情報が 欲しい」 

『あんた もデカ かい ？ 信 g ならん な。 …… よ し， それじゃ 暗号と い く かい J 
—— St 号 だって？ 少々 焦り はしたら のの， いざ ナポレオンが 口にした キ 
一 ワード を 聞いて みると， なんて こ！: はない。 まさに ガウ ディ さまさま だ。, 
ffe は ナポレオン と 会う約束 を 取り付け， ビデオ フォン を 切った。 
トライ サイ クルの 駐車場に 向かう 途中， メタルが 不思議 そ う に 聞く。 
""ど う して ナボレ オンの 連まき 先が わかつ たんです か ？ 」 
r ふつ， 言う なれば， 。ナポレオンに 乾 つてと ころ かな」 

ナボレ オン ヒ 待ち 食わせ を した 場所 は， ネオ , コゥぺ ， シティ 髙 B ビル 街 
の ほぼ 中心に 位 S する アルタ ミ ラ 前であった。 

そ の 周辺 は， 年末と いう こと も あり， クリス マズ' ソ ングが 方々 から 聞 こ 
え， 忙しそう に 行き来す る 人々 で瞹 わって いる。 

クリスマス， ケーキ を 手に， 家路 を 急ぐ サラリーマン。 こ こぞとば かりに 
プレゼント を 親に ねだって いも 男の子。 1^ を 組みながら， 年に一度の ロマン 
チック • ムード を 味わって い る 恋人た ち — 。 

そ う した 光景に 見 れ てい る t, ふいに 背後から 声をかけられた。 
""あんた が 新 し t 、 JUNKER か I ， 」 

ビデオ フォンで 聞いた と お りの しゃがれ 声 を した， ナボレ 才ン である： が， 
頭に は 帽子 を かぶり， その上から， ロープの ような もの を まとって いた。 

や は り タレ コ ミ鏖 は， 余計な 入 間に 顔 を 見せない よ う にす る £ '要が あ もの 
だろう。 一歩 間違えば， 情報に 関係す る 相手から 命を租 われ かねない， 危険 
な-裏の 仕事で あ る の だか ら。 

そう 考える と， 、'木 を II すなら 森の 中へ * — 意外と こ う いう 場所の ほうが 
人目に つ き に く いの かも しれない。 

「まあ， ギプス ンの だんな も 気の毒な ことにな つち まった な。 で. あんた は 
何 を 知りた いんだい？」 と， ナポレオン。 

「あ. ああ， この ネ; t ■ コ ウベ ■ シ ティで iS 料理 を 食べさせ ている 店 を 教え 
て ほしいんだ が…… J 

俺が そう 聞いて から， 一時の 沈黙が あった。 . 

何 を もた も たして いるんだ —— そんな 顔 を 1* がする と， ナボレ オンが 不機 
嫌 そ う に 言う。 

「ふん， あんた， 名前ば なんてい うんだい？」 



スナッチ ヤ- 



「名前？ ギリ アン ■ シー ドだが …… 」 

「ギリ アン か。 あんた， 礼 籠っても の を 知らん のか。 ただで 情報が もらえる 
ほと" \ 世の中 甘 く はな いんだ ぜ」 
くそつ， なんて 現金な 奴なん だ。 

俺 は 財布から 数枚の 敏幣を 取り だし， 析 りたた むと， ナボレ オンの 服の 袖 

，二 突っ込んだ e 

—— ああ. こういうのに 使った 金 は， 経費で 落ち るんだ ろ 7 か -…" C 
「へへ つ， そうこな くち やな。 なんだい， 嫁 料理の 店 かい。 それなら ァ ウタ 
一 ヘブンって いう エイリアン' パブが 有名 だぜ」 
「アウター ヘブン 9 J 

「ああ， けっこう 各界の VIP が 集まる 店で な。 コスプレ • タイムに なると， 客 
^メイク をして ない と 入れない のさ。 も し も あんた が 入ろう つてん なら， JOY- 
DIVISION 製の マ スクが 必要 だせ' J 
P JOY-DIVISION / —— ギ ブス ンの 家で 見つけた， 曰 焼け 止めの ビンに 記し 
てあつた 店の 名萷 だ。 間違いない， これ ぞ まさしく ギブ スンの 足取り なの だ。 
* 「そ， そ ©JOY-DIVISION つての は， なんだ？」 

「コ ウベの 高架 下がべ一 ス になった， なんでも マーケット のこと さ。 fS ない 

連中が 集 まって る か ら , 行 くんだった ら， 気をつけな」 

「それで， その ァ ウタ一 ヘブン t JOY-DIVISION は， どこに ある？」 

「おつ L, も いつは 別 料金 だぜ」 

ちつ。 足元 を 見やが つて。 だが 二の 際. 多少の 金 をけ ちって はいられない。 
「ほらよ， これで ど うだ」 

「まいど あ り い 。アウター ヘブン は， HS 区の 17 番街 だ。 JOY-DIVISION は -… 
まあ， こっち は 有名 だから t わざわざ 俺が 教える まで もないだろう。 あんた 
も JUN'KER だったら， それく らい 自分で 調べ るんだ な J 
言い 終える と ナボレ オン は， そそく さ と 雑踏の 中に; 肖え ていった。 
I —— まったく， 金 を 払った つてい うのに， なんて いい加減な 奴なん だ/ 

瞍 立た し く も 思った が, 確かに 大々 的な 宣伝 を 展開して いる JOY-DIVISION 
の 連絡先 を 見つける のに は， さほど 時藺は 要さなかった。 灯台 t 暗し， と 
いう やつで ある。 

JOY-DIVISION に ビデオ フォンで 連結 を t り, 店 場所 を 確認して から， 
俺と メタル は アルタ ミ ラ前を 後に した。 

間«の サン ノ ミヤ K 区 5 き 街 は， いかがわしい ffiJS が 立ち並ぶ 通りであった。 
ぶ クタ一 ン タン ターン〜 

どこの 国の ものと も 知れない 奇妙な 音楽が， JOY-DIV ほ ION の 店 奥から 流 
れ出 ている。 
行き交う 人々 も， 皆 どこか しら 異様で ある。 
「どけ， こんなと ころで 立ち止まん なノ」 
「邪魔 だ. 道 を 開けろ/』 

多くの 人 は， 他人 t 目 を 合わせな いように 下 を 向きながら， 急ぎ足で 歩い 
てい" 房 をぶ つけたり する と， とげ！： げしい セリ フを 吐く 者ら 少な く ない。 

身分 証 畜な しで 商品の SS 壳 * 購入が でき る， 客の 耩入 記錄は 一切 残さな 

に そうした! H 市の 性格 上， なに かャ バイ 賈ぃ物 をしたい Ji 中が， この 一 

角に 集まって いるよ うだ。 

それにしても， 進路に 立って いる 他人に 対して タツ クル を く れ てい く よ う 

な この 歩き かたは， lift ではない。 

「いてて… （こいつ， ff] 見て 歩け よな/) e メタル， 店に 入る ぞ。 このまま じ 
や， 体が ァザ だらけに なつち まう」 

な v> 、き 1* うり" 

「ええ， そうしましょう， ギリ アン。 私 も 首の 耐久 力に 自信が なく なって き 
ま した」 

ネオ' コ ウベの 大地 主， コ ナミの マークに 似た 看板の 下 をく ぐり t JOY- 

ばんじよ ラ 

DIVISION に 足 を掛み 入れる と， 店內 はかなり の * 盛ぶ りであった。 

買い物 をして いる 客 を 見 i 度す！:, 白い 肌， 黒い 肌， その 中閱 のよう な 色 …… 
まさに 人種の 坩場 である。 

「いらっしゃい ゾ ゆりかごから 墓場まで， うちに はなんでも 取り揃えて あ 




ン （年令 不詳) 



Napoleon 




ギプスンが*^ってぃ 
た タレ コミ 量6 中国人 

らしい の だが， そ nJii 
上の こと は ts も 知らな 
い。 ，'大 以後の 大 
量 移民と 共に， ネオ' 
コ ウベに やってく も e 
花粉症な のか 1 絕 えす 
く しゃみ をして いる。 



に〜" 二 
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ります ぞ J し 愛想 を 振り ま く 店員。 

« や 

t は 言って に 薄汚れ た 長 衣で 深々 i 身 を 包んで おり， 妖しい 光り を 放つ 
i ぐらい しか 確認で きないの では あるが。 

「ちょつ と 失礼 十る。 こ う いう 者なん だが'…，」 掩は JUNKEiUi を 見せて， 
照き 込み をして みる 乙 t にした。 
「ちつ * ポリ 公 か。 わし は 二の 商売 は It いんじゃ。 そんな ん でビビ るかい/」 
""まあ， 侍て 侍て。 ちょっと 聞きたい こ！： があって 来た だけ だ」 
「けつ， だれが ポリ公 なんかに 協力す るかい I 

した t 

そう 反抗的な 態度 を とられる と， こちらと してら 下手に でてば か り い る わ 
けに はいかない。 

「おいおい。 こっちに は 本庁の ftS 課へ 通報して， おたくの 店 を ll 举るこ t 
もで き るんだ ぜ J 

r '…- ぐつ。 …一 聞く なら 早く 聞いて く れ。 商^の 邪魔に なつち ま う からな J 
ごちょう わ 

急に 店員の 語調が 柔らかく な も。 

「ああ， 手間 は 取らせない ぜ。 まず アウター ヘブンって J£ について 敉 えて ほ 
しい」 

「ほう。 どこから 聞いた のか は 知らないが， お前さん， ァ ウタ一 ヘブン を 知 
つてい ると はな……。 そうさ， あの 店 はう ちし アプライ ユン スの独 :£ 契約 
を 結んで いるの さ」 

「アプライ エンス ？」 

r コスプレ タイム 甲の メイク マスクの こと さ。 あそこの コスプレ タイムに 入 
りた いんだったら， うちの マスクが 必要 だぜ。 この 際 だから， 買って いきな 
され。 ……さあ， どれに する ね？」 

—— なるほど， ナボレ. オンが 言って いた と お り だな。 
店員の 商売 根性 を そのまま 受け入れ るの は シャク だった が， 俺 は t ィース 
ター 為に ある 巨大な 石像， モ アイの マスク を 買った 数 ある 中から 迷わず こ 

れ を 遇ん だ ii 由 は た だ 一 つ， fit 段が 安かった からで ある， 
「まいど どう （>□ -… おお * 特殊 メ ィキ スト， リック • ベ一 力 リ 一の才 リ ジ 

いちやく 

ナル 作品 を 選ぶ と は， お 目が 萵ぃ。 これでお 前さん は， 一躍 アウター ヘブン 

の 人 ir\ 石 さ。 ひつ ひつ ひつ」 
「も う 一つ 聞きたい こ とが あるんだ が …… J 

「どうぞなん なりと P 品物 さえ 買って もらえれば， ぉ客棣 だからな」 
—— "ころ り と 態度 を 変え やが つ て。 最初から そ う やって 素 K に 協力 しろつ 

「この 人に 見覚え はない か？」 ギブ スンの 写真 を 見せて みた。 

「ああ， この 人 かい。 良く 来る 人 さ。 そうそう， こ の間 も ョ^^け止めをーっ 

買って いったな。 ……だが. いつも 買い物が 目的で 来る ので はない よう だつ 

たのう。 他の 客の こ と を じっと見て いるよう じ やった」 
張り込み， か。 

ギブ スンの 追っていた 男が， JOY DIVISION と アウター ヘブンに， なんら 
かの 理由で しばしば 足 を 運んで いた。 その 理由が， 男が スナッチ ヤーで ある 
た めの も の だつ た と し た な ら ' …- '。 

そうだ， すべてが 1 本に つながる ぞ。 

「メタル， 次へ 行 く ぞ」 

つてん し ち 

「へい 親分， 合点 承知 ゾ J 

「 '…- お前， どこで そんな 言葉 を货 えたんだ？」 

「へへ つ。 この から， ケーブル * テレビの 情報 を メモリーして いるんで す」 
「 — つたく。 なら， アウター ヘブンの コスプレ タイム は さぞ かし 楽しいだ 
ろうよ」 



§5 OUTER HEAVEN 

— アウターへ フン 

HSEn 番街 ~ 一。 

「へい， らっしゃい + らっしゃい。 そ 二のお 兄さん， ちょっと 寄って いかな 
いか」 

かぶ 一 

アウター ヘブンの 前で は， 5 長の マスク を 被った 呼び込みが， 客引き^して 
いた e 派手な タキシードに 長 ネクタイ， それに アンバランスな マスクと くれ 

いや おう 

ば • 否が に も 入 n を 引 く 。 

, 違法で ある 嫁 枓理を 扱って いるのに， 堂々 とこれ は ど 目立つ 客引き をす る 
, ごう t 

t は， なんとも 亲 気な 店て ある。 
» 忙しそう に 道行く 人に^ を かけて いる 呼び みに 近づく と. 俺 は その 耳元 
でさ さやいて みた a 

「 こ ひ: H きで ^科理 が 食べ られ るっての は 本 S かい J 

I 狼 男の 呼び込み は 俺の 姿 を 確 i ま， すると， 一瞬の 問 をお いてから， 作った よ 

う な 低 ぃ卢 色で 答え 始める。 
1 ""なに を 言 うんだい、 だんな。 を 料理す るの が 法律に 触れる つて こと を 知 

らな いんです かい。 う ちの 店 じ やその 手の ャ バイ こ と は 一切して ません ぜ」 
I 身振り 手振り を 交えながら のかな りの オーバ一 ' ァ クシ ョ ン であ る。 
' しかし 俺の ほう も その 程度の ご 体裁で， はいそうです かし 案 直に 引き 

下がる わけに はいかない。 

r いや， 実は ナボレ オンって いう 男と か， JOY-DIVISION のお やじと か r -紹 

I 
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最近の ゲームって いうと， ゲーム 中， ギン ギンに BGM 
が鳴リ 続ける ものが ほとんど。 ところが， 「スナッチ ヤー」 
の BGM で特 華すべき 点 は， 音楽が 常に 鳴り っぱなし にな 
つて はいない， という 二と だ。 

映画 や テレビ ドラマが そうで あるよう に， 本当に 必要 

な 場面で だけ 音楽が 流れる 一 二の ゲ一ム では t その 手 

法 を^いて いる e そう， 音楽まで もが 演出 効果の ひとつ 

になって いるの だ = 

もちろん， アーケード， ゲームで 数多くの ョ GM ファン 

'SNATCHERj 

発売元 ： キング レコード ひ&1 03-945-2111} 

〜： ：] ナ ミ * レーベル 
ディア/鶴 ： 

CD 276A-7713 お 円 《11^ 込） 

CT 230T^3713 2, 369 円 （税込） 
収錄曲 ： (t プ cm —グ Neo Kobe City) ^^^：^^'魔王ルシ 
ファーの 降 §S (Bio Hazard) オープニング (Twilight of Neo Kobe 
City) ^Evil Ripple-.lTheme of Snatcfi が': ま:. 镳遍 ' H の バイ ォ ロイド 
{Creeping Silence "-Criminal Omen^Danger Danca-'-SiJustice All) 
®]rnQcent Girl.fTheme of Jaime:: ま;] Decacisnce Bsat#sSSf 'ジ ヤン 
の 残 し た 手がかり (The Entrance to H el ！〜 Theme of Izatel) ^Theme 
of KathalineilTheme of Junker: ほ' S ' トライ サイクルの 暴走 (Bfow 
Up Tr>^ cycle) 3：^:. 脱出' ラ ン ダムよ 永 速に {Spreading Dieil&rd'-EternsJ 
Promise,! , お .Faded Memori お'. S' 死 M ' 暴かれた 真 夷 ■： Re St oration 
"Pressur [jf Tension ^Endless Pursue り 'お ェビ 口一；？ i Beyond 
Sorrows) ff Master of Puppets Amorsg The Disease せ 新たなる 戦い 

(Theme of Ending) 
特典： ぱべ— ジ解说 害 (ライナー ノ―ッ T S 本 語 対 IR 付き 台本 t ラフ' 

スケッチ 集, * 議 2 曲 分） 




I スケ 



ミ だけに， 曲 自体の クオリティ もメ チヤ クチ • 
ャ 高い： ゲーム' ミュージックが 限りなく 映画音楽に 近 

づ いた 一作と 言って いいだろう 「^ 

二の r スナッチ ヤー J の 全 BGM を 収録した アルバムが 

キング レコー ド から 究 売され ている （音源 ソース ： PC88 
サゥン ドボ一 FII 版)。 単に 音楽 を録 * した だけで はな < 
X. 曲に よって は， 英語の ナレーション や セリフ なんか 
が 入って， ト- ラマ 仕立てに なって いたりす るの が ウレ シ秦 
ィ。 ギリ アン ゃジ エミー， ランダムの 声が 聴け るぞ。 ォ ― 
ス スメ/ 





スナッチ ヤー 
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介 を 受けたん だが 」 

tT^i; よ 

爾 かそ フ言フ と， 客引き は 突如， おかし （て 仕方がな いという 捧 子で， U 

を かかえて 笑いだ した （なぜ 彼が 笑った のか， そのと きの 俺に は 皆目 見当 も 

つかなかった ので は あ る が U 

「は 一つ はつ はつ， ひ 一つ ひつ ひつ。 そうか， わかった。 ナポレオンの 紹介 
ね， はつ はつ はつ。 よし * おいらの ほうから マスタ一 に 連絡して， だんなが 

鲸 料理 を 食べられる ように 手 害 を 整えて おきます わ。 もちろん， だんなが す 
ベて 内密にして くださる と いう 前提の 上で です がね —— う ちの 鯨肉 科理 は， 

天下一品です ぜ。 なにしろ， 近海から 崗水洋 の 間で 密獵 した クジラ しか 

使って ません からね P 遺伝子 操作で 作られた ような ものと は， 全然 味が 違い 
ます ぜ。 は 一つ はつ はつ， ああ 腹が いてえ J 

こいつ， なにが そんなに おかし いんだ， まあいい， とにかく これで 確認 
はとれ たわけ だから。 

「OKt それじゃ さっそく 食わせ てらら おう」 
「だんな， ちょ いと 待って くだせえ」 

店に 入ろう とする 俺 を ，狼 男が 体で 制した。 「今 は コスプレ タイ ム なんです。 
悪 いんです が. その ま ま の 格好に や 入 店 を 許可す る わけに はいき ません ね」 
おっと， そうだ。 忘れて た。 せっかく 買つ たんだから t 活用 しないと な。 
俺はモ アイの マスク をし つかりと 被りながら r これでい いんだろ ？』 

「はいはい， ちゃんと JOY.DIVISrONf 製の 物の ようです ね。 準備が およろ し 

いようで」 - 

iS 男 は 人口の カーテン を 開け， 流れて いる 音楽の 音量に 負けない よ う に大 

声で 叫んだ。 「スペシャル > ゲスト 1 名 様， ご 案内つ./」 
さっそく 俺と メタル は， その カーテンの 隙間から 入って いこうと する。 

€0 t き 51 男が， 先刻まで 俺の 陰に 隠れて いた メタルの 存在に 気づいた。 

「おや， だんな t その ロボット はなんで すかい？」 
びく り t する メタ ル。 

^^- ^ まずい， ；： こで JUNKER だとい うこと が バレる と， 店内での ft 査に支 
陣が出 る 。 

r …- 'ん， ああ， こいつ は 俺の ペットの ような ものなん だ。 なに， 本当 は 家 
に 置いて こよう と 思って たんだが， 勝手につ いてきち まって ね」 
「ぺ ツ ト ね え 」 

な が 

じろ じろ と 男が メタル を 眺める。 r 本来な らぺッ ト 入 店 はお 断りす る t 
ころなん だが —— ま， いい か。 なにしろ あの ナボレ 才ン 様の 卸 紹介と あっち 
や な。 は つ はつ はつ J 

ほ! つ， ナポレオン はこの 店に 顔が き く よ うだな。. あれ だけの 先行 投 S を 

した 甲斐が あつたって もんだ。 

條と メタルが 案内され たの は， 重々 しい 扉に よって 区切られた， 店内の 隅 

にある 支配人 室であった。 
郁, 蠻の 中で は, ，つ 目の 実に 奇怪な 怪物の アプライ エンス を 被って いる 男 

が， 忙しそう に m 簿を いじって いる。 俺た ちに 気づ 《なり、 その 怪物が 狗に 
手 を やり 一礼 をす るの は， 結構 不気味であった， 

「ようこそ いらつ しゃい ま した。 私が;： の 店の マスタ一 です。 お客様 は] IS 陶 

料理が お望み だと か……。 少々 お ffi 段が 張って しまいます が， よろしいです 
か？」 

高額の 出 B は 痛い が， こ ： までき て 断る わけに も いかない。 
「ええ。 それが 目的で きたんです から， ぜひとも……」 
俺 は マスタ ^ が 提示した， とても 安いと はいえない 金額 を 即金で 払った。 

その 際に， ちらり t メタルに 視線 を くれる， 
メタル， *_ が 金 を 払って いる：： の 場面 を， しっかりと メモリー， チップに 

S 已録 してお いて く れょ。 後で それ を証提 に， 局長から 金 を 返しても ら う んだ 

か ら な — 。 

ちよう" い のち 

「たしかに 項 裁 致し ま した。 料理の ほ 7 は fiU まど 席に お持ち します。 今 曰 は 
ィザ ペラの ステージ もあります ので， どうぞ ごゆつ くり」 と， マスター。 

「イザベ ラ ？- ~ ひよ つ として t あの 21 世紀の マリ リン' モン a — と 言われ 

ている * イザベ ラ * ベルベットで すか？」 



スナッチ ャ一 



「そうです-。 彼女 は 無名 時代, うちで 鋤いて いまして ね。 今， ホロ ムービー 
の が オフな ので， 来て もらって るんで すよ」 
わ あお， こんなと ころで イザベ ラと 会える なんて ゾ f， 

ー目散にステーシ14の席に1^け込^^ う とする俺。 が， その ズボンの 權を， 
メタルが しっかり と 握って 離さない。 
—— おつ し いかんい かん。 こ こへ 来た 本当の 目的 を 忘れる と ころた:: つた。 

ih^ き や C レょ （ 

俺 は ギプス ンの 写真 を マスタ一 に 見せ， 当たり りの ない よ う に 話 を 脚 色 
しながら 尋ねて みた。 

「いや， 実は 友人 を 探して いるんで すがね。 ft 金 をした まま 行方 をく らまし 
て し まったんで すよ。 こいつ なんです が 一 こ この 店で 見かけ ませんで した 
か ？ J 

「ラーん t 私 は あまり 店に 出ない ものです から……。 店の 従業員の ほうが 詳 

しいと 思います よ J 
残念。 マスタ一 は ギ:/ スン について， なにも 知らないよ うだ。 となると， 

店内で 目撃者 を 探す しかない， 
まず は庙の ムードに 惯れ ない と な —— 。 

いいかげんな 理由に かこつけて, * は イザベ ラの ダンスが 良 く 見える 持 等 

席へ k 走つ た。 

なんの 相錢 なしに， おいてき ぼり を くらった メタル。 * の 後 を ,％ ぎ 足で 
追い かけながら。 
「^ つたく， ギリ アンったら， もう = ミーハーなん だから ぁノ」 




つ 



席に着いた 俺と メタル は， しばらくの 聞， ィザ ペラの ダンスに 真剣に 見入 
ていた。 



妖しげ な 音楽に， 美しい 枝 体が 揺れる 



大き く 肌 を K 出 した イザベ ラの 衣装に， 赤 や ピンクの スポッ ト 'ライトが 

なま 《 

照らされて， そこ に 実に ft か しい 空間が 作 り 上げ ら れて い た。 

俺た ちに 限らず， 見る 者 は 皆 その美し さに 魅惑され， 一言の 声ら 発しよ 7 

L しない e 

やがて， |1?1^]料理がテ一 ブルに運ばれて きた と ころで， 俺 t メタル は 現実 
の 世界に 引き戻された。 

^"ど ラだ メタル， これで も 俺 をミ一 ハーた' なんて 言う か？」 

りよ あつ。 キ * レ * ィ， で， す。 ボッ トの 私で も， 心 引かれて しまいます」 

「そうだろう， そ うた 'ろう」 

メ タルに イザベ ラの 力 をき 忍め させた 埯 は f なん と な く 勝ち誇つ たよ う な 
気分で， 目の前に ある 嫁 肉 を 口にした。 
—— これが， すこぶる 美味い。 さすがに， 法律 盡反 でなお かつ 高 観で 

ありながら に S い 入 気 を 集めて いる だけの こ t は ある。 

「メタル， こういう 味が わからない つての は， o ポク トは気 <5 毒た' な あ」 

「いいえ. 味 赏 として 味わう こと はでき なくて に 成分 や 構成 物 K を 分析し 
て， 理解す る：：！： がで きます から a なんなら， やって 差し上げ ましょう か 
え一. この 鲸^ は， …… J 



/f ザ ベラ ' ベルべ ッ ト （24 才） 
Izavetla Velvette 

ホ 13 グラム * 
ビジ ョ ンの人 jft 
女優， ァ ウタ一 
ヘブンで, ダン 
If 一とし Tflte い 
ていたと 二ろ を 
IJ ドリー， スコ 
ツチ ィ鼈 督に晃 
初められて デビ 
ュ一： 40 年度， コゥ 



(映 ii 祭 最 優秀 
女優 實受 貢： 年 

カンヌ^ [1； 祭 




27 



「やめて （ れ t せっかく の 食い物が まずく なつ ちまう/」 

「すみません， ギリ アン。 こんな こ t を やって る 場合 じゃあ り ませんで した」 

—— そ うだ 6 ギブズ ン についての 情報 を 収集し なければ。 

だ 力、 店内に いる 客た ち は， イザベ ラの ダンスに 化 とれて いて， 何 を 質問 
しても 上の空で ある。 

くそつ， それならば …… 。 

「すいません, ちょっと 閎 きたい こ とが あるんで すが …一 」 
俺 は， ステー ジが 終わつ て 控室に る 途中の ィ ザ ペラ に 声をかけ た。 

「ふふん。 ^！^！^番号たっにら， お断りよ」 

髮を かき 上げながら、 K かしい 声で ィ ザ ベラが 答え る。 
「いえ， ちょっと 行方 をく らまして し まった 友人の こ と について……」 
「まあ， それ は 穏やか じ やない わね e いい わ， あたしに できる 二と なら 協力 
する わ。 こ こじゃ ナン だから —— 控室に きて ちょ うだい J 

周 照 を 見回す し ィザ ペラが 言った ことの 意味が よく わかった。 ！^^内の客 
たちが 皆 T At のこ と をき つい ネ見 線で 睨 ji でい るので ある。 

どうやら， つい 今し方まで 店内の 情れ を 一身に 集めて いた 美女に 気安く 話 
しかけて いる 俺 は， この 上 もない 悪漢の 役に なって しまったよ うだ e と は 言 
え， r おめん ラ イダ一" ゃヒ イリヤ ズ マスク を 被って いる 者に 睨ま れて 

に ちっとも 怖かない ので は あるが。 
パタ リ . 

控室の ドアが 閉められた。 

目の前に は， あの イザベ ラ ' ベルべ ッ トが 立って いる e 

実に 見事な プ Q ンド ■ ヘアーと， 透き通った ブル一' アイ a 欠点の 指摘の 

f J 4f> い 

しょ うのない 顔立ち。 均整の とれた 抜群の プロポーション'…'' 。 

一つの 部 尾に 彼女と 二人き り —— 考えよ うによ つて は， 夢の よう な 状況と 
言える かも しれない。 

r まず は， その マスク を 取って らおう かしら。 人面 * 相手に お' すの は， 気 
分の いい もので はない わ」 と， イザベ ラ。 

俺丄 言われた とおりに， アプライ エンス を S もぐ 3^ 

「まあ， なかなかの ハンサムさん!； やない。 で， 行方不明 になった 友人って 
の は t ど う いう 人な の？」 

るう 言う と イザベ ラは， じっと 熱い 視線 を 俺 に 向けた。 が， 慷は 照れて し 
まって， とても その 視線に 自分の 視線 を 重ねる ことができない。 まして や， 

ろしゅつ 

イザベ ラの 派手に 露出され た 体に 視線 を 置く ことな ど， よほど 酒に 酔って で 
も いない かぎり 不可能で ある。 

t いう わけで， 必然的に 俺の 視線 は， 床に 落とされる ことになる。 
「あらあら t 下 を I ちれ、 たま ま， ずつ と 押し黙つ ちゃって， ど y したの ？ … ' 
はは 一ん， t しかしたら， あた し と 二人つ き り にな り たいから 墟 をつ いたの 

いくぶん ちょ うはって き 

ね」 幾分， 挑発的な トーンで ある。 

「いやつ， 决 して 域なん かじゃなくて…… え一 と， その， あなたが あまりに 
36 しすぎる から， ついお とな し く なって し まったんです」 

「まあ， お h 手な のね」 イザベ ラは 親しみ を 込めた 笑顔 を 見せた:^ 
いつまでも 照れてば かり も いられな いので， 俺 は 度胸 を决 め， ギブ スンの 
写真 を 見せて みる。 

「彼が そ う なんです が ■■ …- 」 

「あら， この 入なら 良く 党え てる わ。 鯨 料理 を^べ た 後， 気分が 悪くな つて 
血 を 吐いた 人 じ や ないか し ら」 
—— ギブ スン だつ. グ 

「そうです ノ そのと きのこと を もっと 詳しく 聞かせて いただけません か」 
r え， ええ。 あまりに も氕 分が 悪そう だった から， 少し 控室の ベッドで 休ん 
でい つたに と 勧めた の。 そうしたら， 『いや， やらな くち やい けない ことが 
あるから J つて， よろよろと 別の お客さんの 後に ついて， 店 を 出て いった わ」 
「别 のお 客さん つてい うの は？」 

「うちの 常連さん よ。 —— でも， その 常連さん， ちょっと 変わった 入な のよ 
ねえ e いつも 必ず コスプレ タイムで ない ときに 来て， 店内に いる 他のお 客 さ 
んの 顔をジ 口 ジロ と 見て 帰る の。 なんか 気持ち 悪い ゼ しょ」 



く なつち やった のね。 あなたって なかなか 魅力的よ」 

ナ * ベ ラ .5 

ft は 少し 大胆になる。 

つたら, 重 話 番号 を 教えて もらえな いかな」 
でった でしよ」 

き た い こ と が あ る か も し れ ないか ら J 

ため？」 今までに なく， イザベ ラは艷 つぼい 声で 言う。 

きりと 言える 入が 好 き よ 」 

, 、ますと， あなたと 今度お 食事 をした いんです」 

J 

ほほ え 

よ 微笑み を 口元に 浮かべた。 「いい わ。 あなたに だけ 教 
ほわない わよ。 おの， ■ ' J 

まいな く 連 IS する よ」 

俺 は 控室 を 出て い く 。 

こかで 会い ま しょ うねえ _r 

ヾラ が， 近く S: いながら 決して 触れる こ とので き ない， 

>NIGHT PARTY 

一 真夜中の/ \ '—ティ 

'との コンビ を 解消 させて も らいます。 ぜぇ 一つたい/」 
て トライ サイクルに 向かう 途中， 音声 合 * の 語気 も 荒 
おいてい く 。 

ちゃん。 悪かった， K 省して る J 平謝りの 俺。 

(耳 待ちません」 言い放つ と， メタ ノレ は 自分の 頭部に 

ッ t 縮めた。 

「いこと をした。 一…イザベ ラ と 話 をして いると きに， 
： 二 追いだ してお くなんて …… 。 すまん， 謝る。 だが， 
つたんだ。 ほら， アウター ヘブン は ペット 類の 入 店が 
てた だろ う ？ そ こで ロホ' ッ トが うろうろして いたら， 
ゥ ている こと？ もして く れな いんじゃ ないかと …… J 
, 、訳 はた く さんです ノ」 

る メタル。 俺 は その 前に 立ちはだかり， 手 を 合わせて 

、ない と. とても スナッチ ヤー どもと 戦って いけない。 
1. お前に イザベ ラと 二人 だけで 会わせて やる」 
り を ぴたりと 止め， 俺の 顔 を 見上げた。 
"ん' どうせ 捜査 だと かなんと か 言って， また あの 店 
つても らうつ もり なんで し よ 」 

ニヤ リ と 笑いながら te: 「甘く見て もらつ ちゃ li る 
(* う イザベ ラと 替 通の 沖 じ やな 、ん だよ 」 
けン Z 」 

'-… 'うん， 今日はもう 夜 も 遅い。 よ一 し， それじゃ 

i へお 連れし よ う か」 
b ついていき ます 

t メタル を 乗せた トライ サイ タル は， 俺の マン ショ ン 

g 

レ君」 

ノの 部屋って， やもめ 基ら しの （せに， きれいに 片づ 



むつ _e —言 多い 奴 だ。 ^ "まあいい， せっかく とった メタルの ご機嫌 を こ 
こで キ f なう こ と もない からな。 

，ゥ 1< # 

確かに 俺 も， 自分の 部屋の きれい さに は 少なからずの 自信が あった。 秩チ 
を すよ う な 物が あ る し 整理せ ずに はいられない" —— ど うや-も ある 種の 潔 

ife 症 的な 性格が 俺に は あるよ うだ。 

もっとも ^ 自分自身で その 整理 整頓 を 行なわなければ ならない と ころに， 
今の 俺の 悲哀が あるの だが "… *。 

「どれ， では 俺の い としの マ ドンナに ラブ コール を 贈る ヒ する か& ~ "メ タ 
ル君， キミの ビデオ フォン を8 して くれる かな」 
「はい どうぞ ご 自由にお 使い 《ださい J 
ピ ッ， ポ ッ， プォ ッ □ 

俺 は アウター ヘブンで イザベ ラ から M いた g 話 番号 を 押した。 
トウル ルル， トウ ノレ ルル 。 心地よ い 呼び だし 音が 響く。 

r わ あ， イザベ ラ さんの 顔が ボタの モニタ一 に 映る のか。 よし t メモリー' 
チップ を 作動 させて おかな くつち や」 はしゃぐ メタル。 
ガ チャン。 —— g 活器を 取る 音が して， かわい ら しい 女性の 声が 聞;： えた。 
しかし， それ は -… 。 
r コンニ チハ。 リタ シ， リカ デス。 才デ ンヮ， ァリガ トウ。 ヮタシ ノト モダ 

チニ， ナツ テグ ダサ ル？ つ 《，れ 
—— しばらくの 聞， 俺と メタル は 呆然と して， 一雪 も 口が きけ なかった,。 

目と 目 を見侖 わせて， ぺ たり t 床に へたり こんだ まま。 
「やられた —— 」 ようやく 俺の 口から 言葉が ほれる。 
「は あつ。 女が 魔物 だ と は, いみ じく も 言った ものです ねえ」 
「くそう， せっかく ィザ ペラ とお 付き合いが でき るかと つたのに……」 



「ちく しょう」 

r 一 ギリ アン， 部臞に 入った ときから 氕 になって いたんで すが， あの 写真 
スタンドの 中の 女性 は ど なた です か ？」 

落ち込む * を 見て， メタルが なんとか 話 S を 変えよう とする。 さすが ロボ 

ット， 下心がない 分， 立ち直り は 早い。 

「ああ， あれ は 俺の 別れた 妻 だ。 ジ エミーと 言って な' 俺! ：! ^じで 今' 記 億 
喪失 中なん だ」 

「へえ， きれいな 女です ねえ。 これ は …… オリンピックの ときの ポスタ— て 
すか ？」 

r _ // そうだ J 

メタルの 言葉に よって， ふいに 今まで 失われて いた 記愴 の 一片が， ft の 脇 

ぎ 籙* つてき た。 「確 力 ジ エミー は …… モスクワ '才 リン ビックの キャン 

ぺーン ■ ガールに 選ばれ たんだ …… J 

「ちょっと 待って ください， ギリ アン/ モスクワ 'オリンピック つてい フ 

の は， たしか 20 世紀の 終わり頃に 行なわれ たんです よ。 少なくとも， 今から 
50 年 は 昔の はずです J 



r なにつ ？ J 

言われて み れば， 確かに そ う だ。 

おかしい， なぜ 俺と ジェ ミー は 二ん なに も 若さ を 保って いられ るんだ？ 
「メタル， もう 一度 ビデ. 才 フォン を 貸して くれ」 
f f いいです けど —— ど こ にかけ もんです か？」 
T ジ エミ一 のと ころ だ。 聞いて みる」 

あんしょう 

1 もはや 暗 きで きる ほど 親しみの ある 霞 話 番号 を 押す し モニタ一 に 外出 用 
の 服装 を I た ジェ ミ 一が 映つ た。 
相変わらず， 下手な モデル 顔負けの 美し さで ある。 
「あら， ギリ アン。 お 久し振り。 今 はな あに？」 
『実は 俺た ちの 過去に ついて， 重要な こと を 思いだ したんだ。 ほら， キミ は 

たしか モスクワ ^ ォ リ ン ビックの キャンペーン . ガー /レを やった よね？ J 
そう 尋ねた 途端， ジ i ミーの 顔が 31 る。 

に'…'。 ごめんなさい 3 觉 えてない わ。 だめな のよ， ギリ アン P 昔の こと を 
思いだ そうとす ると， 頭が 害 II れ るよう に 痛 むの」 
r そうか ■■■■■■ 。 いや， それなら いいんだ "'… J 

「お 役に立てなくて ごめんな さし 。 ねつ ギリ アン， JUNKER の 仕事 は ど 

う， 順調？」 

「あ， ああ。 いろいろ 苦労 はして るよ。 まだ 実際に スナッチ ヤーと 対決した 
こ と はないけ どね」 

r …… ね， ギリ アン …… もしも 私が スナッチ ヤー だったら， あなた， 私 を 殺 
せて ？ J 

「なんだ よ， 急に J 

「 '…- ど う ？」 
，わか ら ない」 

「ギリ アン'' '…私， あなたの もういう ところが 好きよ。 でも， もれが 命取り 
になる かも L れ なし J 

「ど う したんだ？ 今 曰の ジ エミー はなん かお かしい よ。 な あ， ジ エミー …… 
過去 を 取 り 戻す ま で， やっぱり ft た ち は一 拷に暮 らした ほうがい いんじゃ な 
いだろ う か？」 

しばし の 沈黙の 後， ジ エミ一 は 首 を ゆつ く り と 振りながら 答えた。 
「 …… ごめんなさい。 私， なるべく 過去が あった という こと を 忘れよ う と し 

てい もの， 今 を …… 今 を， 情 一杯 生きた t J 

「シェ A — 」 

「 …-' あつ， もう 行かな くち や。 待ち合わせして るの」 
「こんな 時間に かい？」 

「 …- ギリ アン, お 互いに 索 はしない つて 約束で しょ。 それじゃ， また 一 

ビデ才フ；^ンの映像は， そこで 途切れた。 
はの つ。 



ジ エミーの 様々 な 表情が， かわるがわる 俺の C 、の 中に， 映って は 消え， 消 

えて は 映って いった。 
ジ. ェ ミ一 ヒィ ザ ベラ —— あ ま り にも 大きな ダブ ノレ • シ ョ ック である。 
深刻に なって し まった 俺 を 見 かねて， メ タルが 戸麵 から ブランデーと ダラ 

スを 待って きた。 

「さあ， ギリ アン。 一杯 ゃゥ ましょう。 元気 を だして……。 S 月 B は， 例の ス 
ナツ チヤ 一 と いよいよ ご衬 面で き そ うです し 」 
「 …… そうだな」 

「女なん て 信用 し ちゃい けません よ。 あなたの 気 待ち は ポクが一 * わかって 
ます」 

に…' そうだな」 

メタ. ルに酌 をして もらう うちに， 先程まで 俺た ちの 間にあった わ だか ま り 
は， 全くと 言って いい ほどなくな つていた。 

と 同時に， 俺と ジ エミーの 年令に 関する 疑問に いつしか 心の 片隅に 追い 
やられて いく。 
「はい ギ アン t も う 一杯 J 
「おお。 メタルよ， おまえ も オイルで も 飲む か？」 



A • V 



G 




「おい しいの あ り ます か」 
ちょつ と 待て。 今， 探して やる」 
ひと りの 男と 一体の P ボッ ト による 
ザ 延々 と 続けられた —— 。 



この 奇妙な 飲み 会 は， 空が fi ん でく る 



MISTAKE 

^ち 

明けて 翌 B。 

早朝から ffii メタル は， JUNKER 本部の コ ンビュ 一タ * ルームに 詰めてい 
た。 

二 口 酔いで 颠が 割れる ように 痛む。 そこ は それ， 自業自得 という やつで あ 
る P 

—— も うかれ こ れ 4, 5 時間 は 経つ ただろ 7 か。 

昨夜 イザベ ラ か ら 間い たデー タを 元に， ギプス ン が 追つ て い た スナッチ ャ 
一の モンタージュ を 作ろ う と 想 命に ガウ ディ の データ を 検索して いるの だが， 
いっこう に 決定 打 は 得られ そ う にない。 

""だいたい， どう して ィザ ペラさん 本人に モンタージュ を 作って もらわない 
ん です か。 伝え聞いた 情報 だけで ギリ アンが 作ろう なんて， 無理が ありすぎ 
ますよ」 さすがに 辛抱 射え かねた のか， いらいらしながら メタルが 言う。 

「 …… 言うな つて。 ft もそう 思って， さっき アウター ヘブンに 電話し たんだ 
が， 当の イザベ ラ禳は 夕べ 避し 次の 仕事 先に 発つ ちまつ たんだと さ。 大ズ 
ター だから， ま， 仕方のない ところ だな」 

答えながら も， 俺の 視線 は， が ウディの モニタ一 に 表示され ている 顔の パ 
ーッ ひとつひとつ を 念 入 り に チュッ ク していた。 

いわゆる 一 蛭の ，モンタージュ 写真" と 違って t ガウ ディ を 使い モンター 
ジュを 作る の は t 非常に 件の 折れる 作業で ある。 

y や B などの パーツ を 組み合わせて， 人の 顔 を 作る —— ここまで は m 

来の モンタージュと 同じな の だが， ガウ ディ は， それ を B 本 全国の あらゆる 

がい しゃ 

データ を 公的に 管理す る アル フ ァ ビルと 照合し， 該当者が いるか ど う かを検 
索して くれる。 便利で は あるが， 逆に 言えば， 該当者の いない モンタージュ 
は， すべて 不完全 品と して ハネ られて しまう ので ある P 

しかも 今回 は， ネオ • コ ウベ' シティに 在住して いて t 30 前後の 男性と い 
う 制約つ きであった から， 該当者が 発見され るよ う な 精度の 高い モンタージ 
ュを 作る のに， それなりの 時間 を 要して しまう の は， 仕方のない ところで あ 
つ i こ。 

「つたく， だからで すねえ， ィザ ペラさん！： 話す ときに ボクを 一緒にい させ 
れば， こんな 面倒 は 起 二らなかった んで すよ。 その 場で ボタの モニター を 見 
せながら， モンタージュ を 作って も ら えば 良 かったんです から……」 

「わかった。 わかった から ffl む， 大きな 声 を だすの はやめて くれ。 頭に 智ぃ 
て 死に そ うだ」 

「あんなに むちゃな 飲み かた をす るからで すよ， も う」 
「馬鹿野郎， お前が すすめたん じ やない か…… いてて て」 
そんなと り と め もない 会話 を 続けながら に ようやく 俺た ちが これと い う 

め f 

モンタージュ を 完成 させた の は * いい加減 f$ の 二日酔い も 治り， 太陽 も ビル 
街の 谷 問に 沈んで い こうかと いう 頃て' あった。 

「おつ， アルファ ビルから データが 返って きた ぞ。 -.… なになに， 該当者 2 名 
か。 イワン' ロドリゲス， 27 才， 職 H エア一 サーファー， 該当 率 70% "…- ， 
それに フレディ' ニールセン， 29 才， 職業 タクシー 運転手、 該当 率 65% …一」 

「やった じ やないです か， ギリ アン」 

「ふうむ。 しかし t 俺た ちが 勝手に 作って しまった モンタージュ を. どこ ま 
で 信じて いい ものなん だろう か……」 

そんな こと を 考えて いた 矢先， メ タルの ビデオ フォ ンが 鳴り だした。 
受話器 をと ると， モニターに 映った の は 実に タイミングの いいこと に， 下 
着 姿の 小 悪魔 —— ィ ザべ ラ である。 

n まあい， ダ一 リン。 お 店に 自分の テレフォン ■ ナンパ一 を ことづける なん 
て， 粋な ことして くれる じ やない。 急用って な あに ？ —— そ 7 までして， あ 




た し と 食事が したいの？」 

かっこ， 

「グッドタイミング ゾ…… しかし， なんだ つて また t そんな 恰好で……」 

r う ふん。 今， = ユート一 キヨ 一， シティで， 新作 下着の 発表会 を やって る 

の。 ダーリンが 連絡 を 欲しい つてい うかに 空き時間に^ 話し てるのよ」 く 

ね < ねと 身 を 揺り動か しながら， 相変わらずの おかしい 声で 言う。 
「……そ うだ。 あのな あ J 

俺 は 例の!/ 力ち やん 電話に ついて 文 旬 をぶ つけよう と したが， 寸前で 思い 
と どまった。 今 はそんな こ I： をして いる 場合で はない。 
「これ だ, この モンタージュ を 見て くれ」 
メタルの 送信 カメラの 前に， できた ばかりの モンタージュ:^ 臭 を 置く。 す 
ると， ィザ ペラの 表情に， みるみる 驚きの 色が 広がって いった。 
「ああ…… そうよ， この 人 だ わ。 アウター ヘブンの 常連のお 客さん 一.'. 。で 
も. どうして こんなに そっくりな モンタージュが 作れた の？ あたし は， あ 
んな 適当な こ と しか 言わなかった のに 」 

'ハ， パ ■■ J* 

「フ ッ， 以心伝心って 奴 かな。 どうやら キミと It との 間に は， 運命的な 結び 
つきが あるよう だ」 我ながら キ ザな 台詞で ある。 

「まつ'， ダーリンったら。 相変わらず 口がうまいん だから。 ……で， 用件 は 
それだけ ？」 

「ああ， それとも？ 一つ， 君の 本 の 電話番号 について なん, だが'…' +J 
そう 言い かけた とき， 受話 機の 向こう H から， こうる さい ブザーの 音が 聞 

" ん f ^ Q 

『ごめんなさい。 次の ステージが 始まる みたい。 そのうち 気が 向いたら， あ 
たしの ほうから 鼋話 する わ e じゃあ またね。 ぱいば一 い J 



ガチャ リ 。 ビデオ フォン が 切れた。 

ゆん!； ん 

まったく， 肝心のと ころで， ス ルリと 逃げて いっち まう 



だが まあ, 



モン タ一 シュが スナッチ ャ一 本人 そつ く り と い う のが 確。 ま、 できた だけで も 良 
し とする か + & 

問題 は， 二人い る 該当者の うち， どちらから 捜査す るかって こと だな。 も 

たもた している し こちらの 動向 をつ かまれて しま う 恐れ も ある し …-' '。 
コン， コン。 

お， 画， ザ圓 j 

/ ッタの 音が した。 直後， コンピュータ ■ ルームの i す 磁性の ドアが， すつ 
と 開く。 入って きたの は， ^長であった。 
「ギ リ ァ ス 捜 奢の ほ う は ど う かね」 

r IT ん きつ 

「はつ はい， 現在よう やく， ギプス ンを 惨殺した スナッチ ヤーの 正体と お ぼ 
し き 人物が 二人. 镍上に 上つ て き た I こ ろです」 

厂ぅ む。 だいたいの いきさつ は， メタルから 送られて くも 映像で 見て いた。 
で， 問題の 容疑者なん だが …一 その ィ ワンと いう 男が ど う も 怪しい。 奴 は 前々 

か ら ， 我が JUNKER 本部 が マ ーク していた 男な の だ」 
「 '-… ■ そ う なんです か。 わかりました。 さっそく イワン ' a ドリ ゲスを 謂べ 
に 行って きます J , 

ドゎ 

「頼んだ ぞ」 齊 段から 厳しい « 長の 表情が， 一 B 険しくな つたよう な^がし 
た。 

「メタル， 行 《ぞ。 場所 は…… SN 地 [^だ」 
が、 メタルから は 返事がない。 振り返って みると 。 

フ ふん ， ノ rv ト' * ' ■ ' フ ぶん"…' J 

メタルの モニターに は， 先刻の イザベ ラの笔 話 —— その 中で も ffi つぼく 微 
笑む シ一ン が， 何度も 何度も 繰り返 し 映 し だされて い-た。 
「ああ， イザベ まきん * なんて 美し いんでしょう。 この メモリー は， ボタの 
宝物 だ/」 と， 陶酔しながら メタル。 

あち や あ, なんたる：： つた/ 俺の 性格に 合わせて メタルが 作られた 
とはいう が， いくらなんでも， 俺 はこ こまで ひどかない ぞ。 

1^ /■ か、 f I 

SN 地区 は， ネオ * コ ウベ' シティ 唯一の ス ラ ム街 であ つ た。 半壊状態の;^^ 
さに い 建物が 立ち並び， その 壁に は. とて t センスが 良い とは^い 難い…^ 
彩色の スプレー によ る 落 害き が 施されて いる。 



区画整理が 全く と 言って いい ほど 進んで いないので， ネ才 * コ ウベ 



つか" 



あ'， 



シァ 



ィのテ 一 タをぽ J る アルファ ビルで も， この 地 E に関して は， 極めて 暖 味な デ 



ータ しか ファイルされ ていない。 

そ i ばく 

徒って， 管瑰 社会の 束搏 から 1) ^して 自由な 生活 を 送ろうと する 連中が， こ 

ぞ つて ここ に 集結して いた。 彼らの よう な 浮; 良 者 は， 、、ホーム レス * と 呼ばれ， 
社会 「。1 趟 の 一つにまで なって いるので ある， 
* は その や ホーム レス' たちに, モンタージュ を 見せて みた。 
と， 彼ら は 口々 に しゃべり 始める。 
「おい， こり ゃぁィ ワンの パ、 力 じ やねえ か J 
「も うだ， あの ァ ホウ じ や J 

「あの 野郎， 近 ごろ 盆 回りが 良くな つたら しくて よ。 一人で 美味い もの を 食 
つて やが も」 

「今まで 受けた 恩 も 忘れて， おいらた ち を 無下に 扱い やが つて」 
「まったく じ や J 

「兄さんよ， イワンなら， そこの アパートの 301 号 室に 住んでも ぜ。 会いた か 
つたら, 行 つてみ る ん だな _f 

「もうじゃ そうじゃ， イワンと 言えば な， この間， 金 K の 女 を 部屋に 迷れ 込 
んで おった J 
「ほう， どんな 女た-」 
「それが の う 」 

彼らの * 話 は 当分 終わ りそう も なかった ので， 俺 は 正， に 戻った メタル を 
連れ， 301 号 室に 向かった。 

ドン ドン， ドント' ン 。 

力強 < ドア をた たいても， なんの 返事 もない。 301 号 室の 中 は， し 一ん と靜 
ま りかえ つて いた。 

も ちみん， ドアに はしつ か り と 鍵が 掛けられ てい も。 

留守なん だろ う か。 
あきらめようと していた とき， メタルが 重大な 発見 をした。 
「ギリ アン， 見て ください/」 
ドアの 左下に 位 S している ボッ タスの 中には， ひど く 旧式の fl: カメ 一ター 
針が あった。 « 力 を 使用して いる ときには E 転 板が 回ゥ， それに伴って數^| 
メーター も視 的に 変化して いく という， 20 世紀 後半に # 及して いた 型で ft 

ぞの 回転 板の スビ一 ドが， 単に^ 蔵, 审 など だけで はなく， 室内で かなりの 

« 力が' r 肖 S されて い る こ と を 示して いた。 

俺 は 無言の まま メタルに 向かって 首 を 縦に 振る し 再び ドアに 手 を かける。 

K ン ドン， ドン トン — 。 
「閿 けろ ノ 中に いる こ L はわ かってい るんだ/ 開けない と 強行 突破す る 
ぞ /」 

脅しが 効いた のか， ようやく ドアの 向こう側から 反!^ があった。 
「うるせ えな あ， 瞧 だよ？」 ドアの 向こうの 人物ば， ^き 窓から：： ちら を 見 
ている。 

「ji;nter だ。 ちょっと 聞きたい ことがある」 

「 —— JUNKER ？ 俺 は スナッチ ャ一 な んか にや 関係 な ぃぜ」 

「いいから 閉 けろ。 ごたく は それから だ」 

""へいへい, わか りました よ」 

ガチャ ッ。 ドア' D ックが 外れる 音が した。 

—時の 間 をお いてから， 势 いよく ドアが 開かれる。 
パァ ァーン ■/ 

「ちつ — 」 思わず 舌 を 打つ 俺。 ' 

開かれた ドアの 後に は， 拳统を かまえた 男^ ^ ^ィ ワン， 口 ト' y ゲスが 立つ 
ていたの て あ も。 
「ひえつ ひえつ, ^t; ねえい ノ J 

—— イワンに して みれば， その 一言が 条 It であった。 

素人が 统の 5£ い を 定め， 勝ち誇った 台 P1 を 吐く —— その タイム ラグ は， プ 

しょう 'し+ ゆん 

口の ft に とって， 照 準 を 合わせて 引き金を引 く のに 十分す ぎる 時間だった の 
である。 
メ ゅュッ / 



俺の ブラ スターが；/ くお 吹く 。 

イワンの 持った 拳献が 大き く銕ね 飛ばされた。 

その 反 fij で， イワンの 体 t 部. i の 中へ と 吹っ飛んで いく。 

「いてえ， いてえ よお。 手が， 手が あ 」 

いく ら i: おしなかった！； は 言え， スナッチ ャ一 を も 一せ で破壞 する ブラス 
タ一 が t 力を入れて 握って いる 统身を 捕らえた ので ある。 手が 誓 通で いられ 
る ほ う がおか し い。 

こ こぞ！: ばかりに， 俺 は イワン を梳め 上げる。 
「きさま， スナッチ ヤー だな」 
「ち， * う …… 。 あんた， なに か勒 遠い をして るんだ」 

「なら， なぜ it を * と うとした？ J 
イワン は 目 を閉に 口 もつ ぐんだ。 

r メタル, こんな 奴の 言い分 を M (のもう ざったい。 さっさと センサーで， 
Z いつの 体 を スキャン しち まって くれ」 
「……それ はでき ません， ギリ アン」 
「なにつ ？ 」 

「民事 法事 IS 条 12 項， スナッチ ヤー 問題に 関する 人権 保護 規定に より， 裁判 

所から r スキャニング 令状: が 発行され ていないし その 人物の 科学的 直接 

検査 はでき ない こ と になって います」 
—— つた く . どこの どいつが， そんな やや こ しい 法律 を 作り やが つたんだ？ 
「わかった。 じゃあ > 裁判^から 早く そいつ を もらって くれ」 
「ええ. 今申靖 している 最中です」 

仕方な L 。 

これ 以上 ィ ヮ ン 本人 を 調べる こ とがで きな く なった ので， 俺 は 部屋の 中 を 
物色して みる ことにした。： もちろん， ブラスタ一 の 照準 は， イワンに 合わせ 

に ま * 

も し も 奴が ス ナフ チヤ 一で あ る ならば， なんらかの 手掛かりが 発見され る 
はず だからで ある。 

まず 初めに 目についた のが， 戸棚に 飾られた， 純金の 卜 ロフ/ —であった。 
台の 部分に は "^第 12 回 ネオ • コ ウベ * エア 口 ■ サ ーフィ ン 大会 優勝」 と いう 
文字が 刻まれて いる。 

エア 口 ' サ ーフィ ン か""'。 

—— ん， 待てよ……？ 今まで どうして， こんな 単純な ことに 気づかな か 
つたんだ/ 

されて し ま つた 海に 代わって， 空ズォ 力学 を ]£ 用して 空中で でき るよう 
に した サー フィ ン —— それが エア 口 'サ一 フィ ン である。 えて して その 大会 
は， 炎天下の R 中に 開催され る ことが 多い。 
未だ 目をつぶり， 黙秘 を 続けて いる ィ ワンに 視線 を やる a 
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案の定， その 肌 は 小麦色 を 通り越して， 眼り なく 原色の 黒に 近いと 思われ 
る ほど 日焼け をして いた a 

スナッチ ヤーに とって， 日焼け は 命取りになる はず だ。 間違っても ェ 

ァロ • サーフィン なんて スポーツ を やる わけがない。 とすると, イワン はス 

ナ ツチ ヤーで はない のか ？ 

その 考えに さらに 確信 を; 荣め たの は， 風呂場で サン ■ オイルの ビン を 見つ 
けた ヒ きであった。 

サン 二 洗 ィルは 1 B 焼け を むらな く 行なうた めの 薬品であって， スナッチ 
ヤーが 携帯して いると いう 日焼け止め， サン' スクリーンと は， 根本的に 幼 

能が 異なる 3 

^ ~ "わからん。 ならば， どうして イワン は， 俺に 銃 を 向けて きたんだ？ 
その 廷 問の 解答 は， それほどの 時 問 を かける こと t> なし 風呂場 を 調べて 
いるう ちに 得られた。 

壁に 立て かけ られ たサ一 フボ一 ドの 裏から， 白い 粉が 大量に 人った ビニー 
ル. 袋が 見つかった ので ある。 
「メタル， こ れ は….'' ？ 」 

「分析して みます。 …-" この 粉 は， LSD です。 しかも， リキッド ■ スカイ t 

い t+ さ,: f ノ:^ 強力な タイ プに 間違い あ り ません J 

じ J, よう L ._ はいし 'ん " 

常用す ると， 確ぎ」;: 鹿 人になる という y キッ ト つ スカイ 力 。 なるほど， 

今 までの イワ ンの 不審な 態度の 3^ 由が わかつ た ぞ。 

ょキぉ ^ ^ 

見なと， 平 を 装って いた イワンの 顔に は * ラ つ すらと 油汗が 浮かび上が 
つていた。 

ビィ ィ 一， ビィ ィ 一。 

t^i によって， メタルから けたた ま しい アラーム 音が 鳴り響いた。 
「おいおい， 今度 はなんだ？ J 

「はい。 今， 裁判所から スキャニング 令状が 下りました」 
「よし， 早く ィ ワンの 奴 を スキャンして みて く れ ■ …-, たぶん 違う と は ，うが 
な」 

「わかりました。 スキャン 開始し ます」 

メ タルの. 右 g の 位、 安の 力 メ ラがス 一ク t 前方に 伸びる と t 照準 を 合わせる 
かの ごとく， レンズが 小刻みに タイツ クイ ゥと 左右に iu 耘を 始めた 3 やがて 
ピタ リ と それが 停止す る と， 頭部の 赤い ランプが チカ チカ 1： 点滅 を 開始す る。 

モニターに は， イワンの 体内 を 度 別， 細 別に 色分けした 透視図が カラ 
フルに 表示され ていた。 

しばら く データの 計算 を 繰り返した 後， メタ ゾレが R う 。「 スキャニング 終了。 
ギリ アン， ィ ワン は 完全な 入 類- ^ ホモ • サピエンスです _1 
や は i? な —— ^ 

予想 どおり， イワン' ロドリゲス は スナッチ ヤーではなかった。 とすると 



「けんつ， だから 言った じ やねえ か。 俺 は スナッチ ヤーなん. かに や 関係ね え 
ん だよ」 

今まで 沈黙 を 守って いた イワンが， 突 女り 大声で 吐き捨て るよ うに 霄 つた。 
その 態度に 力 チンと きた ft は， お 手で 襟首 をつ かみ， 右手に 持った ブラス 
ター を イワ ンの 口の 中に 突っ込む。 




よ 
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「ずいぶん とで かい 態度 を とってくれる じ やない か cLSD を 食らって るの は， 
そ ん な に ご 立派 な こ と なのか い」 

イワン は 必死に 首 を 左右に 振り， 口から ブラスタ 一 を だすし まだ 強気で 
反論 し た。 

「俺 は 単なる バイ ヤー だ。 エア 口の 大会の ために 軍資 帝 を 稼いで いただけよ， 

かんかつ *!V コ 

それに あんた， JUNKER だろ。 LSD は Iff 轄外じ やねえ のか' …- な あ， 見逃し 
て くれよ」 

たつ L や 

「口 だけ は 達者な やつ だ」 

俺 は ニコ リ と 笑み を^ かべる と、 出血 を 始めて いる イワンの 右手 を ギュッ 
と 力強く 握った。 

「うぎ や あ，, いてえ つ/ なんて 二と す るんだ よお/」 

ラす # な ^ ^ . 
r メ タル， 本庁に 連絡して おいて く れ C 傳汚ぃ ドブ ネス ミが 1 匹， ス ラムで LSD 

をたん まりと 隠して ると な J 

「了解， ギリ アン」 

俺と メタル は， もはや 用の なくなった 301 号 室から， 立ち去ろう とする。 

その 背後で イワン 泣き だしそう な 声で。 
「頼む っノ 【笨者 を 呼んで くれつ。 血が， 血が あ …… J 
「傷口に LSD でもつ め と き なノ」 

パタン。 力強く ドアが 閉められた。 

— 空 振 り か。 

JUNKER 本 都が かねてから 目 をつ けて いた というのに ； 11^ てに ならない も 

が， これで 容疑者 は 一人に 被られた C 
フレディ ■ 二 一ルセ ン， タタ シ一 運 ♦ 云 手 か 。 
この 寄り道が， f を 放 ぼさなければ い t 、 ん だが —— 。 

§8 FIRST ATTACK 

— 初めての 戦闘 

いつのまにか， 俺の 心の中に は、 スナッチ ヤーと 戦って みたい という 思い 
が激 し く ;'^^卷 く よ ラ に な つ て い た。 

よくよく 考- えてみ ると， それ は， 今 は 亡き エリート JUNKER, ジ ヤン 'ジ 
ャ ッタ， ギブ スン への ライバル 意識から 生まれた ものな のか も しれない。 

数え切れない ほどの スナッチ ヤー を破壞 し， ネオ ■ コ ウベ' シティの 平和 

けな はず 

を 一入で 守って きた 男， ギブ スン —— f 皮の 桁外れの 拽査カ * 戦 開 力 は， 出会 

7 入 たちが 口々 に 絶燹す る ものであった。 

その ギプス ンも 殺った スナッチ ヤー。 そいつ を 見つけ、 仕と める 二と がで 

き れば， 俺の 実力が ギブ スンょ り も 高みに ある こ と の" —— i まで はいかな く 

t に 対等ぐ らいの レベルに は ある こ との 証 巧になる かも しれない …… ■> 

—— それ は t 間遠い なく エゴであった。 * 

ばい 

今や 実力 を 比べる こ k が 不可能に なった 相手に 対して， スナッチ ヤー を媒 
介に 比べ を 挑んだ からと言って * どうなる わけで もない。 たとえ スナッチ 

ヤー を 破壊で きたと しても， それ は 単なる 5 己 満足の 吋 象に しか 過ぎない- 二 
と はわ かってい る。 

しかし， 6 分の 実力 を 試して みたい。 やる 以上 は、 IS よりも 強く ありたい 



それ は， 戦いの 場に 身 を 萬く 者なら ば， 誰し もが 持つ であろう エゴで あつ 

「ギリ アン， 着き ましたよ J 
メタルの 言葉で S 分の 思考 回路から 抜け だした と き， トライ サイ クル は. 

広い メイ ン ヘス トリート の 差 点の 一角に 停止して いた。 

園 を 見渡す と， そこが 極めてん 通りが 激しく， 交通 蚩も 多い 通りで ある 
二 とがわ かる。 一時 停 jh した 俺た ちの トライ サイ タルの 脇 を， さも 迷 S そう 
に 次 か ら 次へ と トライ サイ クルが す り 抜けて い く 。 

よ'. * [_ J 

""こ ん な に 入の 往来が 激 し け昜 所で， スナッチ ャ 一 は 堂々 と 生活 してる 

のか？ それほどまでに 奴 は， 菩 通の 入 間の ごとく 6 分 自身 を カム フ ラージ 
ュす る こと がで き る ものな のか ？ 
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チューブ， ライナー 



超伝導 を 利用した リニ 

ァ ■ カー。 シティ を nam 
40 年閫 ささえて きたが T 
「两. のス ラム 化， 「自動 
交通 システム」 の 登場に 
よ リ ， 腐 止と なる。 



そう 考える と， あらためて スナ' クチャ一 に対する W 戒心 を觉 えずに はいら 
れ なかった。 

r メ タル， ど れがフ レディ ' 二 一ルセ ンの家 だ ？ J 
「住所から 判断す る し 正面の アパートの 202 号 室の はずです が J 
交差点の 角に 建って いる アバ一 卜に 目をやる と， 2 階の 部屋に は， 煌々 と 明 
か り がつ いている。 

「よ し， 行く ぞ J 

俺と メタル は トライ サイ クル を 降り， 7 パー 卜 の 入口へ を 進めた。 
12 月の ネオ • コ ウベの 夜 は， コ一 ト を 着て いて も 時 析而 すえ 難 さ を 感じさせ 
る ほど 寒い。 道行く 人々 は p， 重苦し そうな 衣類に 身 を 包み， 冷たい 風に 肌 
を さ ら すの を 避ける ように 襟 をす ばめ ながら 歩いて いる。 

が， アパートに 入ろうと したと きに， その S 識に 準し' ていない 数人の ^ ホ 
—ム レス" 風の 男プ ぶちが いる こ と に 気づいた。 彼ら は， 服 を だら り と はだけ 
させ， ある 種の' fe'fe の 表情 を 浮力 
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て t アパートの ffi に もたれかかって いる:: 
—— あいつら， f 可 をして るんだ？ LSD で トリップ でもして るの か - ？ 
不思議に 思った * は， もの 場に 足 を 運んで みた P 

こ 3 し ふ お 

と， すぐさま その tt'tg の 表情の 瑪 由が わかる。 格子 状の 鉄 網で 蓋 をされ た 
マンホールから， 嗳 かい 蒸気が 白 く 吹き 上がって いるので ある。 
「メタル， これ は一 体……？」 

r どうやら 地下で 暧 ま つ た 下水が， 蒸気と なって 口 欠き だしてい るよう です ね」 
「と すると， この 下 は 地下道な のか」 

「ちょつ と 侍って く ださい。 ネ才 ' ゴ ウベの 地上と 地下 マップ を 照合して み 
ます。 -'… ゎか^)ました。 以前:： の 下に は， 地下鉄 * チューブ ライナ一 * が 

ば ■』¥ ん 

走って いたよう です。 それが. 嘆 線に なって， 地下道 だけ 残って いるんで しょ 
5」 

「なるほど な……。 おつし 二ん な ことに 感心して る 場合 じ やない。 アバ一 
ト に 入る ぞ J 

俺と メタル は 足音 を 忍ばせて， 202 号 室の ドアの 前に 立った。 飾りつ けの な 
1\ 極めて 菩通の 鉄 $1 の ドアで ある。 

俺 は 小声で 厂 メタル， 動体 反 £ 、をチ エックして くれ」 

メタル はし ばら く センサー 類 を 使って から， や は り 音声の ボリ ュ一 ムを下 
げて 返事 をした。 

「ギリ アン， ドアの 向こう側に 動体 反応が 確え あされました。 ^応は 一つ だけ 
……スナッチ ャ一 の 可能性 も あります」 

無言で 領く し はも-手 を コートの 裏の ブラスタ 一に やりながら， 左手で 
ドア を 力強く たたいた。. 

^JUNKER だ。 聞きたい こ i が ある。 ここ を 開けろ/」 
が， 意外に も スムーズな 反 It 、が 返って く る。 

「はい e JUIN'KER …-' です か。 ちょっと 恃 つてく ださい 4 今， ドア を 開け ま 
すから _f 

a If? 

予想と は 裏腹に， 出て きたの は， 一入の スマートな 女性であった。 
「ごめんなさい。 ち 
彼女 は 

髮に， 黒の エナメル ■ -ー ティ ングの ボディ コン * スーク と いう 見た目の 派 
手 さと， その 表情が， 妙に 对照 的であった e 
俺 は JUNKER 証 を 見せ， St 間 を 始める <i 

「フレディ * ニールセン はいます か？」 

「介 日 は 朝から ィ J: 事に でて おり ますが …… J 

「失^です が， あなたと フレディとの 閣係 は？」 

「私 は フレディの 家内の リサです。 主 入が なに か ？ J おどおどした， か 

細い 声で ある。 

「実は あなたの ご主人に， スナッチ ヤーの 容疑が かけられて いるので すが」 
r フレディ が…… です か ？ そんな…'"」 彼女の 顔から サッ と 血の気が 引 く 
のが 見て と れた。 

「ご主人 は， 有人 タクシーの 運転手でした よね。 最近， なに か 変わった 行 fij 
に づ いた り し ませんで した か？」 



つ と 歯が 痛む もので …… 」 

ゆ 力う つ 

手 を 右の ほほに 当て， 憂 想 そうな 表情 をして いる， 珍しい 綠 色の 
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「いえ， そんな'"…。 でもそう 言えば， 仕事 もせずに 夜， 出歩 < こ とが 増え 

てきた よ う な -'… 。 だけど， あの人が スナッチ ヤーで あ る はずが あ り ません。 
-…' ■ ずつ と 一緒に 生活して いるんで す もの。 私が 一番 良 く わかって います」 

ふる 

心なし か 声が 震えて いる。 

r それです。 身近に いる 者で さえ 正体が わからない のが， スナッチ ヤー 
の 恐ろしい ところ なんです。 リサさん， あなたが そこまで 言 うんなら， この 
前の 本日 i ョ牛後 6 時 頃の ご主人の アリバイ を 証明で き ます か？」 

「木曜 B です か …一 。 確か 主人 は， INHT テレビ を 見て いたと 思います。 ほ 
ら， 第一 次 火星 移民の "ビーグル * エルサレム 号" の 打ち上げの 生中継 を や 
つてました よね。 あれ を 私と 一緒に……。 あつ， でも 私 は 途中で 友人の 家に 
行って しまったので すが …一 」 

「う 一ん。 それで は アリバイの IE 明に はなり ません ねえ。 そうだ。 有人 タク 
シ一 の 乗務^ 録が 残って いるで しょ う。 それ を 見せて いただけません か？ J 

そう # ねる と， リサ は 唇 をキュ ッと嚼 み， 視線 を 床に 落 I ^した。 
「どうしたんで すか， 奥さん。 乘務記 it を 見せて ほしいと 言った だけです が 
…- '- 」 し たたみかける 俺。 
—時の 問が あってから， ようやく リサの 唇が 開く。 
「記録 は '"… あ りません.」 

「記錄 がない？ …一 ひょっとして， ご主人 は閱 タクシー を やって いるんで 
すか」 

リサば こ く り と 首 を縱に 振った e 

閱 タクシー， そ れは 市の 許可 を 得ずに タク シー 業務 を 行な う 者た ち を 称し 

いん ご 

た 語で. ある。 取り決め 料金より も 安く 利用で きる ので 市民に は 人 が あつ 
たが， と してネ才 • コゥべ ' シティでは， 一掃 計 S を '臭た 施 中で あ 

つ た! S 

「仕方がなかった のよ。 生活して いく ために は …… 。でも 来年の 4 月 に は 認可 
が 下り る はずだった の。 フレディ は 一生 B 命 働いて いた '…- 。 あの人が……， 
あの人が スナッチ ヤー だなん てこ t は 絶対に あ り ません …一 」 

お 

リ サ は 次第に 展 声に なり， 最後に は 手の ひ ら で 顔 を 覆つ た。 
自分の 愛する 人間が スナッチ ヤーに すり 替わって いた と したら， それ は耐 
え 難い こ とであろう。 リ サがフ レディ を 信じたい 気 待ち は 良 くわ かる e 
だが， ここまでの 俺の 拽查 で、 フレディ はかなり 高い 確率で ク a とでて い 

る。 それ を蛭視 する こ と はでき ない。 

「わかりました， 奥さん。 では， とりあえず， 都 屋 の 中 を 調べさせて いただ 
きます。 あなたに とってに ご主人が スナッチ ヤー かどう 力、 一 亥れ 早く わ 
かった はう がいいで しょ う から」 

r はい…… お 頼い します」 目元の 淚を 指先で 拭いながら， リサ は 切れ ぎれ の 
声で 宫 う。 その 仕草に いたく 女性ら しさが 感じられた。 
許可 を 得た 俺 は. さっそく 居間の 調査 を 開始した e 

そ 二で f きの n を 釘付けに したの が， 壁に 張られた一 枚の 地図で きった。 
どこの 場所 だか は さっぱりわからないの だが， なぜか ある 種の 郷 S を 感じ 

ずに はい られ ない。 

「メタル， これ は どこの 地図 だ？」 

「任せて ください。 そういう データ ，チェック は， ポクの 最も 得意と すると 
こ ろです」 

頭部の 赤い ランプ をし ばし 点滅 させてから， メ タルが 桔果を 報告す る。 ""こ 

れは モスクワの 地 [^です ね。 それ! 3 ^^*事" が起こ る^の物のょ ぅです」 
- ~ モス クウの 地図 か。 なぜ こんな ものに 慷か しさ を S じて しま うんだ ろ 

3 ？ 

自間 n 签 する 俺の 頭の 中で は t * おやじさん" こ と ハリーの 声が こだま して 

いた。 「はて， 以前に どこかで 会った よ 7 な 気がする の だが， 気のせい かのう J 



「JUKKER さん， 二 ちら が フレディ の {谷 室です。 どうぞお 調べに なって くだ 
さ し 、 」 

ft たちが あまりに も 長い間， 地図の 前に 立ちつ くして いたた めか 1 リサが 
少々 しびれ を 切 ら し た 様子で， 浴室へ と 案内して く れた。 
—— うん, スナッチ ヤーが いるか どうか を to るに は， 風呂場 i いう が一 



スナッチ- 一 
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つの 手掛かり にな， き 槽ゃ 床な ど に 付着して いる 物質の 中に， 新陳代謝の 
行なわれた 皮膚の 老? M 物が あるか ど う か を II ベれば いいわけ だ。 
「ギリ アン， 分析に はちよ つ と 時間が かか り ますので 待って てく ださい。…… 
それにしても， この 浴槽 は 変です ねえ。 水が 張って あるのに， どこに も检が 

メ タルが (mt に 近づき， 付着 物の 分析 を 始めた。 
が， その 結果 を 待つ まで もな し 答え は 明らかになる。 洗面台の 脇の 棚に 
載って いた 白い ビンが， すべて を 物語って 《 れ たので ある。 

""こ， これ は……. グ _r 

ギプス ン 家で 見た のと 寸分た がわぬ， JOY-DIVISION の シールが 付いた サ 
ン ■ スクリーンであ^た;。 加えて， 蓋の 回りに 真新しい 液が 着して おり， 

つい 最近 も 使用 した が うかがえる a 
~ ^間遠い ない。 フレディ 'ニールセン， 奴が スナッチ ヤー だ,, 
そう 確信した と き， 背後から 予想 も しなかった 台詞 を; おびせ かけられた。 

「ようやく 見つけて く れた わね， JUNKERj 

搔り 返る とそ こに は， ギラギ ラと目 を 輝かせた リサが 立って いた。 その S 

え もめお 

の 光 り かたは， さ しずめ 寧 ま 勿 を 狩る 前の 野默 とで もい 7 と こ ろ だろ う か。 
先程までの 弱々 しさ は 微^ も 見せず， 荒々 しい アクセントで M う。 r 見て ご 
なさい， これ を J 

ltd 

リ サは 会？/: ときか^ず つ と 頼に 当てて いた 手 をす つ と 降ろ した。 する と， 

し く 

そこに は， 醜い 巨大な 侮さ丄 パック リ t ロを閱 けて おり， その 傷口から は不気 
味に 光る メカ ニッ ク 類が 娘いて いる。 
「あなたのお 仲間が， この 傷 をつ けて くれたの よ。 まったく， どうして くれ 

るの よ。 ……あなたた ち 人 f さ！ と 違って， あたした ち はお 肌のお 手入れが 大変 
なんだから」 

ュ _. C うちよ く み t 

突 f の 出来事に， 体が 硬直して しまって 動け ない 俺 を 見据えて， リサ は不 
敝な 笑み をト？ かべる。 

「'，'…でに まあいい わ。 あなた を 殺せば， 少し は 気 も 晴れる でしょう から。 
ふ ふつ， 準備 を し て 侍って いた 甲斐が あつたって ものね」 

—— 準 « を して 萍っ ていた だと ？ どうい ラこ とだ. グ 
「あた しのよ う な 美 入に 殺され るんだ から， あなた 幸せよ」 

そう 言う と， リサ は 大き く 口 を 開いた。 

^ぷ 

「ギリ アン t 危ない ノ レーザー 力/ ン です /| 

じ ^5ば：： 

メタル その 一 S で t 俺 は 呪縛から 解放され た。 床 を 思いつきり 獄 つて， 
浴槽の§^へ と 飛び込む。 

リサの 放った レーザー カメ ンは， 俺の. 吸 を かすめ， ノ f ス ルームと シャワー 
室 t を 区切る 卞 まふ: its した。 一瞬に して， その 柱が 崩れ！: ちる。 

「は ほほつ。 無^！^なぁがき は見苦し く てょ， JUNKER さん。 そんなと ころに 
Et れて も， f 谷 清 ごと 擊ち 抜け るんで すから ね J 

だま 

「〈つ C まさか あんた も スナ' クチャ一 だった と はな。 まんまと 騙されち まつ 
た さっきの 演技に は， アカデミー « でも プレゼントして あげたい ね」 苦 
し扮れ に 俺が B う。 

「光栄です こ と。 天 M に そんな ft が あれば の 話です けどね」 

a い 終えてから， リサ は 再び 口 を 大きく 開けた。 
—— まずい。 このま まで は……。 

そのと き， リサの 死角に いた メタルが， '；ぁ 面 台の 下から 大声で 叫んだ。 
「やい， スナッチ ヤー， ボタの メタル ギア ，ビーム を くらえ./」 
「なにつ？ J 不意 を 突かれて リ サ ^スナッチ ヤー は 動揺 を 見せた。 
ヽ、 まだつ " 

は i& 搏の釤 から 体 を だし， ブラスタ一 の 引き金を引し 「きいい い 一つ」 
それ は， 恐ろしい ほ ビ の 反 li: 、速 m だった e 俺が 姿 を 現す のと 同時に， リサ は 
標的 を メタルから 俺へ と展 し， レーザー カノ ンを 発射した ので ある。 
2 本の 光線が， 狭い 浴室 内で 交差した 一 . 



俺の 頼から， 生 &ま かいものが 流れた。 
血で ある。 

ど うやら 俺の プラスターの ほうが 一瞬 早く ^たって いたよ うだ。 リ サのレ 



—ザ一 力 ノ ンは， 極めて 弱い: 出力で 俺の 頌を かすめた に 過ぎなかった。 
足元に は， 頭部が グ チヤ グ チヤに 壊された リサ ■ ニールセン —— 即ち ス 

ざん oHj 

ナ ゥ チヤ 一 の?:^ 骸が 横た わって いる。 
「や り ま したす ム ギリ アン」 

「ああ。 恐ろしい 相手だった。 まともに ¥ち 合って いたら， 反応速度で 負け 
ていた かも しれない」 
「1^ 謝して く ださいよ t ポクに」 

「おお t そうた、 メタル， お前 は レーザー なんて 装 猫し てた のか？」 

r へへ…… はったりで すよ， はったり。 ナビゲーター は 武装す る ことが 禁じ 

られて ますから ね」 
メタル は 首 を 左右に 回し， おどけて みせる。 

「 と こ ろで ギ リ ァ ンさ ii ラ です か， 初 めて スナッチ ャ 一を 破壊 し た 感想 は ゥ J 

r うん， ギブ スン と 腕 を 比べたい など と 少しで も 考えた 自分が 恥ずかしい。 
ま だ ま だ 学ばねば な ら な いこと が 山 ほ ど あるつ て感 し' だな」 

「そ うです ね …… 頌 張り まし よ う。 ギリ アンが 一流の ハンターに なって く れ 
れば， ボク も そ の ナビ ゲ一 ターと して 虽が 高いです か h ね」 

「任せ と けつ て。 ……そ う だ+ メタル。 ス十 ツチ ヤーの 残骸 処理 班 リ UNIT 
を 呼んで おいて くれ C 二 いつは ちょっと 理 しかねる からな」 親指 を 立て， 
リ サの 残骸 を 指さす。 

「了解」 

メ タル は 内蔵の 直通 ビデオ フ ォ ンで， JUIVK へ と 連絡 を と り 始めた。 
そのと き， リサの 残骸の 中の 機械が 一つ， itt だに 活 iij を 続けて いる こ とに， 
It も メタル も 気づいて いなかった' —— 。 

§9 RANDAM HAJILE 

— ランダム ，八 ジル 

flo ん じ ん 

""おか L い。 肝 'じ' の フレディ は どこへ 行つ ちまつ たんだ？」 

( ま な ( 家宅捜索 してに なに も 見つからない のにい ら だち を 党え た 俺の 
口から， 期せず して わかりきった 文 l^] が 洩れる。 

いったん 

「ギリ アン， 急がば 回れ， です。 一旦 外へ 出て， 張り込んで みるの は どブで 
しょ フ」 

確かに， 朝から 仕事に 出て いると いう フレディが， そろそろ 'if つてく る 時 
刻で あるに は 違いない。 

「そうする か 。いく ら 残骸 L は 言え， 頭が 碎 けた 女の 亡骸と 夜 を 明かす の は， 

ち の いい もの じ や な いから な J 
俺と メタル は 階段 を 下り， ^差 点に 止めた 卜 ライ サイクル へと 戻る;^ 
202^ 室に 異変が 起こって いる こ と に 気づいた の は， 愛車の ドア を [^け， 中 
に 乗り込 も うかと している そのと きであった。 
「メタル， あれ を 見ろ ノ」 

指さした 202 号 室の 窓で は， 確かに してきた はずの 部 の B 月 かりが， 小 刻 
みに 点滅して いた。 

—— 馬鹿な……。 フレディが 帰って きたと いうの か？ だが， さっきから 
誰 一人と して， アパートに 入って いった 者 はいない。 ……もしゃ リサが まだ 
生きて いるので は ？ 

棣々 な 状況 を 想定 し な がら， 俺た ち は 再び 202^ 室の ド ァ の 前 に 立つ た。 

をして， ドア を けよう t すると^ ~ なにつ？ 鍵が 掛かって いる！？ 

やはり， 部屋の 中に 活勳 している 「《1 者 かがいる の だ。 
「メタル， 鍵 を こじ 開ける こと はでき るか？」 

「 ええ， この タイプなら t アルファ ビルと アクセス すれば 大丈夫です」 

「やってく れ」 

「广 解。 'ただ今， アルファ ビルより 電子 ロック' ナンバーの サーチに 成 
功。 ドア を アン 13 ック します」 
ガチ ャ IJ 。 

その 音 を M く や 否や， 俺 は 力一 杯ト' ァを微 り 開けた。 

ら ち ろん， ブラスタ一 を いつでも |g て るよう な 体勢に 身 をお きながら。 

と， 部 尾の 屮は， 妙に 暖かく 重苦しい 空気に 支配され ていた & 
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をれ は 決して 気のせいに よる もので はない。 

足 を 踏み入れる し 暑さ と 緊張の どちら か b く ると も 区別の つかない 汗が， 
肌から 嘴き だしてき そ うで あ も。 
室 内 灯で 明 々と 照らされ た 居 間に 視線 を 一周させる。 
が * 先刻と 変わった C ころ は 特に 見当たらず， バスルームとの 境に K がつ 
ている リ サの 残駭も 元の ボー ズ のま まであった。 
「メタル， リサ だ。 5^ サを 調べて くれ。 すべての 機能が 停止して いるか， も 
う 一度 確 t 忍す るんだ」 
「わか り ま した」 

メタ ノレ は 自分に 内蔵され た センサ一 類 を 駆使し， リサの 体内 をく まなく 阔 
ベ 始めた。 しばし の 時間 を径 て， その 桔果が 報告され る。 
「心配い りません， ギリ アン。 リサの 体内の すべての メカ は. 活動 を 停止し 
ています」 

とする と……， 

/f ス ルーム を all いてみ る e 

しかし， 部屋の 笔ぁ をつ け， ドアに 鍵を掛け たような 人影 はや はり^ 見で 
きない。 

フ ラフラ と 鏡の 前に 立ち， 意味 も な く 再度 サン ス タリ ーンを 手に する 俺。 

—— メタルに ill 体 反応 チ ユック を させなかった こと と， 浴槽の 水が なく な 
つてい る こ と に 気づかなかった のが， 俺の ミ ス であった。 

ガ コンノ 

浴槽 自体が， 大き く 横に ずれた a 一 

そ の 跡に 現れた 人工的な 穴から， も の ぃ努 いで 蒸気が 噴 き 出す。 
たち ま ちの ラ ちに， パス ルーム 内 は 白い もやの かかつ たよう な 状 想に な り > 

温度 i に 上昇 を 始めた。 

その i きき 上がる 蒸気に 棍 じって. m い 入 彩が 穴から 身 を 躍らし， とても 人 
間の I の i は 思えない ス ピー ドで ft の 背後に 回る。 

—— しまつ た / 

ft づ いたと きに は， その 人影の 太い 脑 によって， * の 首に 強烈な 圧力が か 
けられて いた。 .' 
背後の 男 は， 勝ち誇つ たかの ように， 一語一 語 を ゆっくりと 発音す る。 

「くつくつ くつ。 You ， shall ' be * snatched グ」 

正面の 鏡に 映った 男の 顔 を 見る と —— モンタージュ その ま まの フレディ ' 
ニールセンが， 汪氕に^*ったょ うな 形相で 笑って いた。 

お a 

「リサ も ft かな fci よ。 あれほど ft が 戻る まで JUNKER を 引き留め ておけと 言 
つてお いたのに， 先走り やが つて。 こんな 鈍 い 奴に き爻 られる t はな あ……。 

ギブ スンの ときの よう に 二人で: a 孫 すれば t ィ チコ 口だった ろう によお …一 

けつ 4j つ けつ」 

—— くつ。 やはり 二い つら， 二 入が かりで ギブ スン を……。 

俺 は 手に している ブラスタ 一で なんとか K 擊を 試みよ う と した。 

が， 首 を 恐ろしい 力で 緒め 上げられて いるので * 手が 自分の 意志の ままに 

ならない のに 加え， フ レディ 力 有の ブラスタ一 を 持って いる ffi をが つ ち り i 

押さ え 込んで いる。 

スナッチ ヤーの 体から 発せられる パワー は， と て も一 人の 人間が 対抗で き 

るよう な も ので はない。 

「ひや一 つ はつ はつ。 ブラスタ一 さえ 使わせなければ， おめ えら JUNKER も 
ただの 人間 だ わな」 
L\ 息が……。 

俺の 危機に， メ タルが またもや 例の 作戦に 踏み切った。 /おい スナッチ ヤー， 
お前に ポクの メタル ギア ' ビーム をく ら わせて やる つ/ J 

しかし， フレディ は 全く それに 動じずに， メタルの ほ 7 をギラ リ U 兒 むと， 

ふてぶて しく も 言う。 

「はう。 おもしろい。 Si つても らおう じ やない かね， おちび さん リ 
に… つ 喉の 奥に 言 菜 を 飲み込んで しま う メタル。 

「いいこと を 教え と いて やろう。 俺と リサに は， 相互 間 情報 伝達 装置と いう 
のがつ いていて な …… 。 リサの それが， つい さっきまで 作 勅して いたの だ。 

つつ 4 

つま り， おめえ らの行 fir と 会話 は， すべて 俺梂 に筒拔 けだった と い 5 わけよ * 
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二の まぬけが あ。 ひや一 つ ひやつ ひやつ」 
'ギリ アン …… 」 メタルが a: きそうな 声 を だす。 

さてと。 それで は， この JUNKER さん を 片付けさせて もらう とする か。 首 
ir 引きちぎる とき は， どんな 音が する のかな あ。 ……このお 兄さん， ギプス 
ン より は 硬そう だぞ。 ほれ はれ， ほれえ」 

フレディ CD 腕に 込められた 力が， 一；！ 増した。 俺の 体 は 首吊りの ような 状 
整に な り， ジ リジリ と宙に 浮いて い く 。 

- ~ もはや t これまで か？ 



目の前の 世界が， 次第に * く 染まって いった。 

か f.'' 

入 は 死ぬ 直前に + 自分の 一生 を 走馬灯の ごとく 顧みる とい 



そのと きの 俺 は t かって 体験した： « えの ない 映像^お そらく それ は 失わ 

れた きの 一部 だと 思 う の だが 一 を， 薄らいで いく 意識の 中で 垣間見て い 
* あ 

，'- g 

»セ 
一面に 白い 壁が 広がって おり， 薬品 頸が ズ 7 リ 並んだ 戸棚が ある。 部 塵 
の 中央に はぺツ ドが S かれ， 見た こ と t ない よ 1 な 機材が その 回 ひ を 園む。 

4 —— 病院だろう か？ 

べッ ト' の 上に 横たわつ てい る 人物 は 見えない が， 白衣に 身 を 包んだ 数 入の 

：! 師ら し き ji 中が， をの 周囲で なにやら. 機材 をい じ く つてい るの が 見て とれ 

にも 

\ 手術 を 行なって いる ようて あ も e 

L ばらく する し 白衣の 入物の一 人が 俺の 前に やって きて， 手術 用 と 思わ 

れる 特殊な 眼鏡し マスク を はずした。 

6" み 

その 索 顔 を 見て， 俺 は 愕然とす る。 
シ エミー? シ エミ一 じ やない か/ 

が、 意識と は襄 腹に， その 場の ft は 声 を 発する：： とがで きない。 
むん な 俺の 耳元に 唇 を 寄せる し ジェ ミ 一は 甘い 声で ささやいた。 

『ギリ アン， これで スナッチ ヤー は OK よ」 
—— スナッチ ャ一 が 0K? —体 ど ういう こと なんだ!？ 
わからん。 俺 は 以前に どこかで， スナッチ ヤーに 関係した こ とが あるの か…… ？ 




i 款 しい 頭痛が 俺 を 襲った。 
クワ シャ ッ / 

頭の 中で. 何 かが ')# 発する ような 音が 響いた。 
ふいに 目の前が 明る くなる。 
首の あたりが， すうつ と g くなる の を 感じた。 
t 同時に， 頭痛 も き れいに 引いて い く 。 
^ ^生きて いるの か， it は ？ 
「ご ほつ ご はつ」 

喉が 強烈に 痛かった。 体 も 気持ち 悪い ほど 汗ばんで いて， シャツが べつた 
り と 一索 肌に 付着して いる。 

虚ろな 意鏃で 肩の ところ を 見る と， そこに は 頭部が 粉々 に » ち 砕かれた ス 

十 ッ チヤ フレディ * ニー ルセ ンが i たれ かかつ て いた。 

「危ない と Z ろだった な- もうち よつ と であの 世 行きだった ぜ」 

背中 越しに， 初めて 聞く 男の 声が した。 

だつりょく 人 ム * ^ f^^t 

「維 だ？」 B え: 1^ « に 支配され そ う な 意識 を » い 起こ し. 俺 は 身構える。 
に，'' ，そう t ん がるな つて- ft は あんた の 命の 恩人なん だぜ。 ありが^うの 

—g ぐらい 言って もらって に， ばち は S たらない と 思う がな」 
長め の 金お を， 荒々 し 《蒸気の 風に なびかせて， 一人の 男が バスルームの 

人口に 立って いた。 俺と ほば 同じ， ISOcm く らいの 長身で， 薄い シャツの 下に 

m<. 見 * なまでに 鍛え上げられた 筋肉が， をのた くま しさ を 物!^ つてい る。 

手に は， ブラスタ 一 を 改造した よう な fl^ 状の IS が 權られ ていた， 

状況から 判 折 する し 俺の 首 を綺め 上げて いた スナッチ ヤーの 頭部 を， ： 

男が で 打ち抜い たと 考える CD が 適切な よ う であ る。 

「おっと， S 己 紹介で もしない！:， 口 もき いて くれないって 韻 だな, …… 俺 

は ランダム' ハジ ル。 g 録 ナンパ一 BH75CKn+ しがない バウ ン ティ' ハン タ一 
だ」 
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バウ ン ティ 'ハンター， それ は 一: P ま 貧 ぎで ある。 

2041 年， 増殖す る スナッチ ヤー を 撲滅す るた め t 脊視 f ャが— 般市 に ffi 力 

を 求め， バウ ン ティ 制度 を 設立した。 選 拳 権 を 待って いる ネオ ■ コ ウベの 市 

民で あれば， 簡単な 手統 きを 行なう だけで， ランナー として 名前 を登錄 でき 

もという システムが， それで ある コ 
スナッチ ヤー を 破壊した 際に は， サラ リ 一 マンの平均^^収の約10倍に も 及 

ぶ バウ ン ティ 料が 支 われる ため， 荒くれ者 どもが こぞって パゥン ティ -,、 

ン ターと して 名 擊りを 挙げた。 をの正式1^錄数は500人前後， 無 登錄で 活動 を 

行なって いる A 閣 ハンター サ を 含めれば， ざっと 1 万人 は 下らない と言う。 

が， その 数の 割りに は， それなりの 成果 を 上げて いる バウ ン ティ' ハン タ 
—は， 極めて 少なかった。 というのに 戦いに おいて は 一流で あってに 拽 

査カを 兼ね備え ている 人物 というの が 皆無に 等しかった から， 5；；^/ わ 

先釗か ら アルファ ビル S: アクセス を 試み てい た メ タ ルが' 驚 嘆の 声 を 上げ 

た。 ド 

「ギリ アン， この ランダムと いう 男 は 凄いです よ。 今月に 入って からだけ で 

も， 既に 3 体 fa スナッチ ャ一 を 破壊して います」 
r ま， そういう こったな」 口元 を 緩める ランダム。 

しかし ♦ 俺の 意識の 中に， ど う して 拭えない なに かが 引つ かかって いた。 
それ は， ギプス ンが 残した フロッピーの 中の 一文^" 「バウ ン f ィ ■ ハンタ 

せ〜 や f' 【 ， 

—の ランダム-ハジ ル とかいう 男に は 気をつけろ」 ~ ，が、 潜在的に 動いて 
いたの か も しれな い。 




IP ランダム • ハジ ル （年令 不詳) 

Randam Hajile 





—月の 間に スナッチ ヤー を 3 体 も 
処理した， 凑婉の バウ ン ティ * ハ 
ンタ 一。ど 二から やって きたの か, 
何のた めに スナッチ ヤー を 追い回 
すの か， 彼に ついての^ しい こと 
は 誰も 知らない。 



場所 を アパートの 外の メ イン-スト リ ートの 一角に 移して， ようやく 1 あは 

P を 開く。 たま 

「俺 は ギリ アン 'シ 一ド。 ： 知ってい もとは 思う が t 他界した ギブ スンの 後任 
の ランナー たつ '一'' とりあえず は， 礼 を おう。 が, —つ 確認して おかねば 
ならない ことがある」 お マ 

S 葉^が 強まった の を 聞き， ランダムの 表情が 硬くな つた。 それ を 兄 据え， 

は- g 葉を統 ける。 

「ランダム。 お前， 俺た ちの 後 をつ けて いたな？」 

「 …… ああ e JOY-DIVISION あたりから しっかり とな' -… 。 捜査 は 俺に 合わ 
ない。 JUNKER に 捜させ， おいしい と こ ろ をいた だく ■ ^ ^れが 俺 の やり 
かた だ」 

悪びれた 様子 はまった （見せず， ランダム は ジャンパーの ポケッ 卜から 一 
枚の 歡切れ を 取り だした。 「：： いつに サイ ン して くれ = 俺が こ この スナッチ ャ 
— ■ ^ フレディ ■ ニールセン を 破壊した と いう liH 明 書 だ」 

断る 理由 も兒 つからな いので， 俺 は攀を 走らせる。 
「サン キ ュ一。 こ れで赏 金が 下 り る 」 

「ランダム， a 様 …… 」 その あまりに 事務的な まめ：' 怒りき 覚える 俺。 
r 一… はら ほら， すぐそう やって， 感情 を 表に だす 一 悪い 解 だ。 それじゃ 
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な驊な 判断 产^ゾ でき やしない。 ' -'… ギリ アン， だいたい お前 は觥に 3 変， スナ 
4 爭 ヤーに 殺ら れ ていて k おかし くないの を， 自分で わかって いるの か？」 
—— 3 度？ どういう こと だ？ 

「や fi やれ。 その 颜じ や， 全然 わかって ない つて 感じ だな = よかろう， tft 明 
^ て やる」 

ランダム は 風に 揺れる を 手で かき 上げてから， 話し 始めた。 
f リサの ときと フレディの とき- これ はお 前に も わかって いる だろ。 をの メ 

ダ'' レ と かいう の と， 俺が いなかったら， ど 7 なって いたか わからん」 

しいが 反論で きない。 

そうぐう 

"それと， h う 1!^。 ギブ スンの 殺された 現場で. スナッチ ヤーに 遭遇した と き 

— 。 そこでお そらく， お前 は 死 を 見て いても a 然の 状況に 身 をお いていた 
： す' だ。 それが なぜ， 殺されなかった かわかる か？」 
きわれ て みれば， あの t き， スナッチ ャ 一は 背後から 容易に 俺 を レーザー 

T / ンで擊 ち 抜けた はず だ。 

それ を わざわざ， 時限 燥 ま攀と ィ ン セクタ 一によ る 挟み 討ちに 切り^えた。 
な ぜだ …- ？ 
「ぉ前は^^ ら の モルモット にさ れ ていたの よ」 

ラ ン ダムが n 元に 冷ややかな 笑み を 作つ た。 「スナ ツチ ヤーに とって， JUNKER 
を 殺す なんて こ と は一 種の ゲームに 過ぎない。 標的に どれ だけ 恐怖 を 与えら 
れ るか， 奴ら， 楽しみながら 観察して やが るの さ。 だから， よほどの ことが 
ない III り， 初対面の JUNKER や バウ ン ティ' ハンター を， その 場で 殺したり 

ね も 

はしない。 罵 を 張り^らし， 気 も 狂わん ばかりの 恐 怖 を 感じさせ ておいて， 
最後に 自分で と どめ を 刺す^^ —— ま， 奴ら のい つもの やり 口 だ わな」 

き ゆ ち 

「いずれせ よ， その 3 度 共， お前の 状 M 把 捩 能力の 不足が 招いた 窮地で あるに 
は 違いない。 俺だった ら， 楽々 と 敵さん を 破壊して いた ぜ。 ……その へんの 
自分の 未熟 さ を， 良く 認識して おくんだ な、 新米」 

に-…」 ぐうの 音 も 出ない と は， まさにこう いう ことなの だろう か。 
ランダム は， なお も 続けた。 

に…' そうだ ギリ アン， お前に いいこ t を 教えて やろう。 スナッチ ヤー ども 

か" めつ 

を « 滅 させる には， 奴ら が 肌の メ イン テナ ンスを している 病^ をた た く こ と 
だ。 そうしな いと 奴ら は， いくらでも 増殖 を较 ける」 
「食 様， ギブ スン から 情報 を 盗んで いたな」 

「 一… だから， 言った だろう。 それが 俺 流 だって。 まあ， お前と 俺， 拽査担 
Sit 破壊 担当。 仲 良 くやって いこう じ やない か」 

ランダム は， 歩道の 脇に 止めて あった パイク 'ロード * ランナー ケ に また 
がる と， エンジン を ふかし 始めた。 '「あばよ。 貸し はいつ 返して く れて も いい 
せ'」 

鞋ぃ 'J$ 杳を 残して, ランダム を乘 せた 口一 ド' ラン ナ一 は * ネオ' コ ウベ 
の 夜景に 溶け込んで いった。 

ランダム * ハジ ル ^—つ， つかみ 切れん 男 だ。 信用して いいんだろう 

か。 

スナッチ ャ一 が 肌の メ ィ ン テナ ンスを 行なって いる 祸 —— 今後の 搜査 は， 
それ を 中心に 展開して いく こ とになる だろう。 

リサ' ニールセン —— 奴 は 確かに， 俺の こ と を 準備 をして 侍って いたと 言 

つた。 一体 なぜ * が 来る こと を 察知で きたんだ？ 

俺の 頭の 中で， 幾つ もの 考えが 断统 的に， 現れて は 消え， 消えて は 現れ， 
を 繰り返して いた。 

人 はこれ を "混乱" と 呼ぶ のだろう か。 

やがて， 舌し 数 的に 発生して いた それらの 思考 パターンが * 一片の 雪 葉に よ 
つて 一 }t さ れる。 

「スナッチ ヤー / J 

ジ i ミ 一の 声であった コ 

死の 淵で 垣 問 51 た 光 S が， S 羊 日/] に ft の 12 裏に S る。 
このと き 既に， ft の 人生が 決して スナッチ ヤーと 切り離す こ とがで きない 
ものである という こ と を， ffe は 本能 的に 予感して いた。 




正式 名 SMX-SfK-BDO 
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はみ ^*fK^ i h©aiic*!J, スン m 

: とい？ ンタ * ジ； iWtffjKj 



ACT 2 が は じ まる t まず， 今までの スト一 リー をもう一 



か 



とになる。 メタルが 重要人物 たちの 顔 を 表 



u 職す る 

示す るのに 併せて，, 煢 長が 要所要所 を 解 K して く れる のた 

Z う いう 親切 設計 は うれしい ね， 



一 




ようやく ハリ 一が， リ トル' ジョンの メモリ 一チップ を 

分析して く れ た-その 結果， 出て きた 映像が コレ。 [OLEENj 
t いう 名 S 卞の 祸院 のよう だ。 果たして， 二 こが スナッチ ャ 
—たちが 肌の メ ィ ン テナ ンス をして いる 病院な のか？ 




さて， ACT 2 は， 桂 一く 大筋 だけ を 追ってい くぞ。 タイ 
卜 ルの "CURE な は， r 治療」 i い う 意味。 つまり， ス ナツ 
チヤ一 たちが 肌の メイン テナ ンス < 治療》 をして いる 病院 
を 中心に， 物 龉 が展閱 してい く わけ だ。 胸 を 打つ ランダム、 
笑わして くれる ナボレ オン， そして アツと 驚く 大 どん でん 
返しと， 晃戸^^はィ^？^バィ。 もちろん ゲームな 解く 上での ヒ 
ン ト も 散りば めて あるので， 行き^まった 人 は 参考に して 
ね。 ではで は 



§10 JAIME 





ナボレ オンに 教えられて やって きたの が， こ 
ン 病院 j。 あの ス ベル を 「ォゥ リン」 つて 読む の 
t 強引な^ がす るんだ けどな あ。 ま， 虎穴に 
児 を 得ず = 人って みま しょ。 



t か t 



才クリ 
ち 



£ つ 

f 虎 




情報 を 仕入れる に は， やつば り ナポレオンに 会う のが 一 
S コ なん C ヤノ は， サンタクロースの コスチュームで 現れ 
た。， しかも， その 衣装 は， アウター' ぺブン の マスク を 作つ 
ている メイク • スタジオ 製 e 意外と オシ ャレに 気 を 使う 男 
な' のかな。， 
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r % V リ 
ま ん、 丄" 一 、 

なにやらお 上品 そ うな 奥様が たが， 手に 手に ぺッ トを連 
れ ている。 まさか t この 人た ちが スナッチ ヤーで， 犬が ィ 
ン セクタ一 なのか （ん なわけ ないで しょ/)。 案の定, 中 は 
単なる 動物 病院だった。 ムダ 足って 二と か。' 




ネオ ■ コゥぺの薬の§^造 * ii 壳を 一手に 引き受け ている 
のが， コ ウベ 薬 科 研究^と いうと ころ。 何 を El そう， そこ 
にはジ エミーが 勤めて いるの だ。 rOLEENj 病院の 情報 を 
聞こう と 思って ビデオ フォン を かける と， 出て きたの は 。 




まさか， シニ ミー も スナッチされ てし まった のか？ 



と 驚いたら， ちょっとした 彼女の いたずらでした。 これ は 

単なる 留守 * 范話。 「そんなに 慌てち やって，'…' キリアンの 
気 侍ち はすつ か り ジェ ミーに スナッチ されて ます か らね J 

(メ タ ル ほお 








か 



コ ウベ 薬 科 研究 j5 斥の ビデオ フォン * ナンパ 一 をた た { と， 
t うやく ジェ ミ 一本 人と 会話が でき る。 ポイント C なる の 
は、 スナッチ ヤーが 肌の 治療 をす るた めに は， 紫外線療法 
のでき る 設備が 必要 だって こ と。 ジュ ミーに その 種 病院 
の リスト アップ を 頼む こ i にした。 

§11 INNOCENT GIRL 



天真 爛 養な 少女 




キ夷 査を している 最中， メ タルの ビデオ フォンが り だし 

tfsf ゥ 

た。 取って みると, 血相 を 変えた ミカが 映る。 「ギリ アン， 

やっとつ かまえた わ。 さっき カトリ ーヌ から 舌が あった 

の。 あなたに if したい 物が あるって。 なんだか すごく おび 
え て た わ 」 




さっそく ギブ スン 家へ 行って みると， カトリ ーヌは ど： 
にもい なかった。 ィャな 予感が する……。 ■ ベて いく うち 

に， 思わぬ ところに 隠し 棚が あるの が 見つかった e そこに 
は， ギブ スン 家の ミ ニチ ユアの 形 をした オルゴールが 一… 。 



スナッチ ヤー 



—方， き 斎はメ チヤ クチャに 荒らされ ていた。 もしゃ ス 
ナツ チヤ一 が 何 か を 探しに' 〜■■ ？ 待てよ、 カトリ一 ヌが 
俺に 渡したい と 言った 物， ひょっとしたら， それが ャッら 
の 病院 を 知る ための 手 掛か り と なる 品な ので は ？ カトリ 
ーヌょ t どこ へ 行つ ちまつ たんだ！？ 




ふいに， 窓の 外から 大きめ の 物体が 投げ込まれた。 落ち 

1" ょケ— 

* いて; g 栊 する t —— ァ リ スじ やない か Z ；: れはヒ ドィ。 
全身が ズタ ズタ に 引 き 裂かれて い る これほど むごた ら 
しい；： とがで きる の は， やはり スナッチ ヤー 以外に 考えら 
れ ない。 




カトリ 一 ヌがビ こに も 見つからず， 疲れ果てて 自分の マ 
ンシ ヨンに 房る。 おやつ, 維 かが' ンャ 7 —'ルームに 入つ 
て い る そ"? ま さ か スナッチ ヤーの ャッが 身 を 清めて い る 
のか？ 床に 落ちて いる， かわいらしい ランジェリーが 気 
に な る な あ。 




えいつ と シャワー' ルームの カーテン を 開けて みる と 



一力， 力 ト リ 一 ヌ！？ なんだ つて キミが こんな ところに'' '… 。 

えつ， いや， 決して ホク は^こ う と したわけ じ やな く て…… 
わ一， ごめんなさい/ 「もう， ギリ アンったら エッチなん 

だから あ」 （力 ト y —ヌ m 




J 




i 二 



IT 



. 4 R^l 




47 



A 



V G 




1 き 室 は， 手術室。 肌の メイン テナ ンス をす るに は， この 
部 を 使わなければ ならない と 思う の だが' あいに く 機械 
頹は動 きそうに ない。 おかしい， またもや 読みち がいだ つ 
たの か ？ 




つづく 2 せ 室 は， 実験室の よう だ。 しかし， やはり 器 W は 
すべて ホコリ を かぶった まま。 メタルが 叫ぷ。 「ギリ アン, 

ホコリ の 上に 與 新しい 足跡 を 発見し ま した/ …… と 思った 
ら， ボタた ちの 足跡でした」 




ようやく 見つ けた 「X XXX X 病 ii^」.= な る ほ と'， 000 
が 故障して たから， あんな 1E に 見えた わけ か。 どうやら 二 
の 病院 も， 鹿 線に なった チュ一 ブ * ラ ィ ナ 一の 上に ある よ 
う だ。 メタルに ドア' ロック を 解 1^ して もらつ て, Let's Go / 



そして 問題が， ここ 3 号 室。 真っ暗な ので メタルの ライ ト 

をつ ける と， ごらんの ように ス ボット: 理 となる。 ここで 

は， ま 分で スポット を 動かして， 三つの もの を 見つけださ 
なければ いけない の だ。 映像 を 『取る」 してお く こと も, 
忘れない ように/ 




病院 内 は， 至る と ころに チリ ゃホコ リが W もっていて, 
人の 出 人り している f さ 跡が 全く ない。 受付の ところに ある 
スィ ツチ を 押す と， 尻 U〜3 が 開 C よ う になって いた。 すべ 

ての 部 尾 を 調べて みるべし。 



なにやら 中 ffl 語で 普 かれた よ う な メモ を？! 兒 した。 だけ 
ど， こんなの あ *c める わけがない。 また， アウター ヘブンの 
マッチが 落ちて いるの も 非常に 気になる。 や は り この 病院 
に は， なに か S が あ り そ うだ。 



カトリ一 ス にお 湯 を かけら 
れて ビシ ョ ビショ になつ て し 
まった が， - 翁から がらに ザ 皮 女 
が 待って きて くれた 物 は， そ 
んな こと を 忘れさせる は ど 黄 

重な 品だった。 そ 7， ギ ブス 
ンが 使って いた 「病院 リ ス ト」 
なの だ。 この リス 卜の 中に， 
問題の 病院が ある は f。 ヒン 
ト は， ギブ スンが 残して いつ 

た チェスの 駒 だつ ！ 



12 








48 



义 ナツ チ^ー 






r ブレード ラン ナ一」 を 知らず して， r スナッチ ヤー _! を 語 
なかれ —— そう， r スナッチ ヤー J の 舞台 設定 は， 峻リの 
都 分で 映画 ""ブレード ランナー」 の 影響 を 受けて いるんだ。 

ザッ とその ス トー リー を 紹介す ると ' '-… C 

とき は 近未来, i 舞台 は 口 サン ジ：! 1 ルス。 地球 外 惑星での 労 

働 作業用に 作られた レブ リ カント （人造人間〕 が 反乱 f^lp 

した。 そのうちの 4 体が 人 K 社会に a れ^み, 人類への ま 某 反 を 

くわだてよう とする- レプリカ ントほ 外見 上， 人 fes: そめ まま 

なので， 見分ける こと は 容易で はない。 そ 二で' ブレー ドラ 
ンナ— と 呼ばれる 職 紫の 男た ちが， レプリカ ン 卜の 破壊に 乗 

ビ した * "一 。 



まに^^ 




「ブレー ドラン ナ— J 

突^ 元： ワーナー ブラザーズ 

メディア/価 ゆき . 

VH3 13,5D0B(fJiiS) 

Beta は. 9(K3 円'; 稅挂） 

LD 7, 5^ 円 （税込） 

VHD 7, 591 円く 税込） 

収録 時 filj ： n? 分 




「ブレー ドラン ナー宪 全 板」 

未 公 11 シーン や， 美術 担当 
のシ ド ，ミー ドの滞 画集 を収 
饑し たパ一 フエ ク ト ' パージ 

3 ン： 

発売元 ： ワーナ一 ブラザーズ 
メディア/ 涵格 ： 

おね 13,300 円 （税抜 )| 

LD 12, 463 円 (税込） 

m$mm. ： U9 分 

laii 謹 — - で — 




なんだ， やつ ぱけ ひょっと したんだ （なんだか 良 《わか 
ら ない 文隶 だけど， まあ， その へんは 自分で 惟理 してく だ 
さい）。 なお， その あとの 場面の 謎が ど うして も 解けない と 
い う 人 は t 化学の 軟科 害に 載って いる 元^ 記+ 衷を莞 てみ 
よう。 「スィ ヘイ リーペ， ボタ/フネ…」。 

§13 Blow Up 

泰走 




ジュ ミーから ビデオ フ ォ ンの 連絡が 入つ た。 「例の 病院な 

ん だけ ど， 2 ひ 30 年に 地下の 大規模な 拡張 工事 を 行なって る 
のよ。 そうな の， あの 病院に は 地下が あるの/ J ^ そう 
いう こ/^ かコ よし， もう一 度 チェックに 行かなくて は。 



'牙 



いったん 本部に 戻って， ハリ一 に 相き 炎して みた。 「中 M 語 
は 中国人に 尋ねろ」 —— なるほどね。 さらに ハリー は ♦ 1 枚 
の^ 具 を 見せて くれる 3 これ は' 彼が 子供の 頃の 唯— のメ 
モリ アルなん だそう だ。 う 一ん， なんだか 意味 ありげ。 




さっそく， その 中 a 人のと 二ろ へ 電話す るし 珍しく ャ 
シは 外出中。 それにし てに この 留守番 竜 話 は t どういう 
趣味 をして るんだ？ —— ん， 待てよ。 ひよ つ t したら， ひ 
よ つ とする のかな。 





例 によって， トライ サイクルに 乘り 込み， 行き先 指定 力 
—ソル を ァノ痢 院に& わせる。 する と 車体が 空中に 浮き ァ 
ッ という 間に トップ 'スピードに。 おや？ 気のせい か， い 
つもよりも 窓の 外の 明 り の 流れ かたが 速い ように 感じる ぞ。 




j £ ： .--1 J T-rr J-E 
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§14 RESTORATION 




病院に 到着して， 再度 3 号 室 を 調査して みる し さっき は 
見落とし ていたと ころ に 階段が / なるほど， ： れが 地下 
への 入口な わけ か。 この 場面で は t 誰が 先頭になる かを决 
める ために， ランダム' メタルと， 3 人で シャン ケン^ する 
こ と にな るんだ。 




地下の フロア は， 上 とまった く 同じ 構造に なって いた。 
'受付が あって， I 部屋が 三つ ^ "ただし， ごらんの C おり, 
この フロア は 多く の 機械が 稼動 してお!？' つい さっきまで 
誰かが いた 気配 を感 じさせる。 




メタルの 羅リ体 反応 センサーが 鳴り響いた。 ス ナツ テ ヤー 
だつ./ 人間の 格好 をして いない ゴ イツ を 見る の は' はじ 

めて だ □ コッコ ワイ 。 おっと' 殺ら れる 前に' ブ フス 

ターで 破壊 L ちゃえ / 




見事に スナッチ ヤー を 倒して 部 墨 をで よ うとす ると， 1f 
後で その 死体 （？） がム タツと 起き上がった P ャッは 不死 
* なのか!？ え 一い， もう 一 '实， 勝負 だ/ 俺の 反応速度 
を 見せて やる ぜ/ 




ゲ ゲッ， どうした こと か t ブレーキが 効かな い 



スナ 



ツチ ヤーの ヤシめ， 俺の トライ サイ クルに 細 おしやが つ 
たな。 まずい ぞ「 このままで はとても 率 体 を 制御し きれな 



し 



ハイ ウェイから 転落して しま 7 の も 時間の 問 M 力 



せ 




し そめ とき， すぐ 脇から" の 声が した。 「ギリ アン， こ 

つ ち だ。 飛び f 多れ / 」 ^ "ラ ン ダム だつ / ちくしょう * 
まったく いつも， いいと きに 現れて くれる ぜ。 まあ， 俺の 
あと をつ けて いるんだ から， 当然 か …… ？ 




M^^jMOi ま ハイ ゥ ユイの 外に 飛び だし， 大爆莼 を 起こ 

す トライ サイクル。 間— 髮 で， 助かった つて わけ だ。 それ 
にしても， どうやって こんな 細工 を しゃがつ たんだ？ 謎 

はます ます 深まる ばかり。 




ちょっと， ねえ t 
ドィ ん でない かい ？ 
ま わすなん て'， -… 。 

味 を だ してる よ ね。 



ン ダム ちゃん， これ は あまりに もヒ 

バイ クに 乗り ^ Z ねた 俺 を 引きず り 

—— 二 ういう コミ カル さが， 実に ィ ィ 
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スナ' クチャ 



fir*> 




今度 は 間違いな し ャッの 檢能も 停止した よう だ。 口 か 
ら 血液 を 流す あたりが， ぞの 精密 さ をう かが わせる。 いつ 
たい 誰が こんな バイオ ロイ ドを 作り上げ たんだ？ ランダ 
ムが 言う。 「^ん なに しぶと ぃャッ が 何 万 匹 も いたら， 地球 
はお し ま いだ ぜ」 




こ こ は 2 号 室。 一見， 何も やる：： と は なさ そラ だけ ど , そ 
んな こと はない a 実は， こ こで 見たり 調べた D して フラグ 
を 立てて おかないと， 3 号 室に 入る こ と がで き ない の だ。 扉 
S を 開ける ために は， 受付の ボタ ン の 使い かた に 一工夫が 必 
要 だぞ。 




死体の 死 に 推定 時期 は， 1 体が 1 か H 以内. 3 体が 4 か月以 
上前 だつ た。 どうやら コレら は， スナッチ さ れたォ リ ジナ 
ルの 人間 たちのよ うだ。 とする に 死体が 誰な のか を 調べ 
る ことによって， 現在 スナッチ ヤーが バケ ている 人物 を特 
定 でき るので は ？ 

さっそく メタルに， 

死体の 復元 をしても ら 

う： とに した。 一人 目 
が フレディ ' ニー ルセ 

ン。 二人目が その 棄の 

リサ。 三人 S は， この 

病院の 院長の 中国 入， 

陳 周 JBU うん, ここ 
まで は 俺た ちが 調べて 
き た と お り だ。 

そ し て 4 人目が •''■+- 
ええつ， まさか あの人 
がス ナツ チヤ 一だった 
なんて……. ゲ そうか, 
や は り 中 11 語の 暗号 
は t あの 入の こ と を 指 




許 



ちょっと おもしろい 慵報 



ム中 なかなか 見られない 画面 を ご $S 介しょう： ま 
ず， ジ エミーに 電話した ときに， タイミングに よって は 

写 HA. のよ う な 画面が 1：' てく るつ しつ 二 く TEL する こと， 
これが ポ イン ト。 淡泊な 人に は 見ず らい グラフ ィ ックな 
の だ。 

それから 1 囌の CD モー ド と いうの が， やつば りあった。 

二 n は， ギリ. アンが き 分の 部屋に きたと きに， しっこく 

「見る 丄, 「瞷 ベ？ U. すれば OH^ だ （写莫 8), 





チ y7 ン はし ！ かいで ねう • タ、 ん タ シ， ' » • ゥ， ン f" いに まりこ 

* ん • » ， ご 峰 ,7 J 
it タ ほさ う ffi^t^S ゥ feAW お ' •，」 
ギリ 7 ン 『»： も t ゥ ，建う， て' » 無 
, . , zmmm^ もレ fr し "C? J 

COMMAND, 



'リ TV UUM7^mifWm、、 醒レて <れ』 

3i タ 「はい * 7 ？ hm^ . '： 

モ fflftw?^ ミ わか p« ん cwpsmtsi* て 員 ま irj 

*,M7 rt&OMt す も iJBtt* fee ばら iJ—3S ?>t ォ、 コ クシ • • 

り ： . 



3i#j*fT rta*»s:ffi5 つた もめ はあり * ぜん J 

メタ》 「どこも， ほ 二!? だら ザ Tf J 

メタ 「♦ • • • ♦ あ of ギリ 7 ン! «£«)^±4：-.. J*tKO*^ei> 

ギジ アン f^tasfl! j< タル， す備レ s，tJ 

A タ ruu-s* …，ゆ- • ；? ィ- • ジ イ-… ' J 

r もしかすると ' • ' ，、 もう ts^ 付き 5 万が いも ウレ 

mitft* ますが… J 
キリアン 『j*^^Ht、 mkn-ts ぃぞ f J 
お ま 7 はは、 申レ ±1/ ます • • > - zrnmL fta© もの £5 ょラ です 

J • 

ギリ 7 ン 「••， ガ ニマタ Tlfr 。もお J 

COMMAND, 



r*»TT*t** MMcwarer* ，リ レ "rt せんで 

^yfA r こ fe， ！ ，ジ 7、 ム fit レて暴 7iw«iwf るラ • • J 
や J7> r» き' * * J k つ 



IH 暑 » 《レ Jfl® お a*f ん > 

^* * • J 

W 暴んだ！ ォ "り 一, 

«Ui*« ありませんで レ fc, • *w\i7nmrri 

醬， 7MI?tJ 



JUNKEFr- 
1 



カト' J ーヌ f ど! でしよ 5 か 7J ' 

や サン 『カトリ- ヌ リ關 SR*!*m 纖レ 《3«Wa 

力 卜 リ< "ヌ 『ほんと 7 ほんと JCJlnkEfi な ffi73^JUNKEft な &g 

COMMAND. Cl^XUlrf} 



カト y — 3 『ありが t ゥ， • • ギリ 7 ン o て も * い AAOJSJ , 

COMMAND 擦暴》《カトジ-ヌ） 

ギリ 7 ン 『よ レ， fnt?*WlK**T*frtl^fr?J 

タ タ - 
カトリ "^S 「ありが と * , ■ ,* «J#5t よう レて, ， *i 
ギリ 7 ン （i**|*WP*AW, ) 
COMMAND* , 



' irtrtt 籑ょ J 

, • • ,17^^5^。1：«ねょ1 ntfjtPHk なくて NUTti 

よ、 ，リ アン』 
^'jyy _「*》，•，•」 

COMMAND. 



* を かぐ 

モノに する 



と， そのと き， 暗閣の 中に lofls] の H が 境れ た。 ft た 
fij 人に ぉづ いた 陳 1^ 囅が, スナッチ ャ 一軍団 をづ [き 
て 键 いか かつ て き たの だ。 ただで さ え f ，ごわい ス十ッ 

—なのに 1 3 匹 も 同時に 相 手に しなけ れ ばな ら な いなんて 

ビンチ ゾ 

ャッら の 放つ た レーザ一 * カノン が， の を t ラ 
ムの足 を ヒットし た。 だめ だ， ： れ では ブラ スター も 
ない， < そつ,。 俺た ちの こ と をな ぶり 殺し にす るつ も 
のか？ ここの シーン は， ストロボ-アクション のよ 
処理が なされて いて 力 ッコ イイ んだ （んな ：： と 言って 
合 じ やない つて ？ —— ごも つ と もです し 
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笑 メッセージ 大公 開/ 









「スナッチ ャ一」 のメ ッ セージに は t ホン ト おもしろ いも 

のが 多い e 特に， ギリ アンと メタルの 掛け合い は. 漫才 を 聞 
いている よ うだ 3 ニニに， 爆笑 メ ツ セージ &コ マン ドの いくつ 
か を 載せて みた。 ゲーム を 解く ことば かりに 專念 しないで, た 
まに は （？） 大声で 笑つ ちゃおう。 



M T いら ウレ， い U T 

ギリ アン riu«fc**#«*j 

Jtf r*U7 ン f そん な が あ， もんで J 

ギ"; 7 ン ！ P • •mvi 



鐘警 

C メレ， n ギ t- 
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|t± 最大の ピンチに， ランダム が一 つ の 提案 をした。 r し 
I. それで は …… J と， 言葉に きき まって しまう lt。 ラン 
： コ 元に 不敗な 笑み を 浮かべながら 言った。 「季節 はず 
モ;/ C を 打ち上げるなら， 派手な ほうがいい J —— ジブ 



― さ るせ', ラ ン ダム / 




1 メ タルが 抜 【すでた 場所 は， 人 ひとり の 体が 通過す る 

• ^ たぷ 

• in が やつ との， 狭い 通路だった。 メタルの ライ トを 頼り に， 
元へ 進んで いく と …… 。 こんな シリアスな 場面で も 笑い^ 

• とろ う ^1 す る ギリ アンが m ぐ ま しい e 




なんとた どり 着いた 場^ は. 今や 魔 線と なって いる， 地 
下 鉄 A チューブ ■ ライナー" の 地下道だった， もしゃ スナ 
ウチヤ 一た ち は， これ を 通路 ft わ り に 利 吊して いたの か？ 
そうか， だから 連中 は， ネオ， コゥぺ のど：： にで も 自在に 
出現で き たの か。 




とりあえず は， JLfl\-K ど II 本部に 戻らなければ いけない。 

手近な と ころに 止め られ ていた タクシーに 乘 つたつ 「te は 

JUNKERf/c コ ウベ ■ ォ ムニ ビル ま で賴む 」 




する し 運 K 手が 不気味に 笑いながら 答える。 「あんた の 
行 く t 二ろ は 決まって るんだ がね b それ は …… /それ は ？」 
「……地獄 さつ Z 」 —— なん と ■ 陳 . 同 鳳が ま だ 生 きてい 
たの だ Z 




1 対 1 なら 負け やしない ぜ。 の ブラスタ一 から 放 たれた 

,'5 ん f 5 

if 事 道が， 的確に 陳を 莨いた。 それにしても コ イツら のシブ 

ト さと 霄 つたら， ハンん f じ やない。 あ と 一尺 アイツ は 

i つ と 手 ごわ いんだろ う か？ 
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さて， この ゲームの 最後に 登場す るスナ クチャ 一との 対 
決 は， 実際に プレイす る までのお 楽しみと い うこと にして 

お；： う。 さ まざ まな 伏線の 張り かたに し て も らぇ たか 
な ？ 

ただし， ャッを 到せ たと しても. まだ ネオ' コ ウベに 平 
和が I* れた t は 言 え な い 9 あくまでも 掛点の ひ とつ をた た 



いたに 過ぎず， 二の 街の どこかに スナッチ ャ一 は&を ひそ 
めて 着々 と 活動して いるの だ。 

ャッら を壞滅 させる こ と がで き るの は t いろいろな 意味 
で ギリ アン • シード， キミし かいない。 

人類に 真の 平和 を 取り戻す その S まで" ~ 頑張れ ギリ ァ 
ン' シ一 ド / 戦え 1 ギ リ アン' シ 一 ドガ 




開発お ちしろ こぼれ 話 だ 

* タイ トル は 「JUNKER」 の はずだった…… 
某 メーカーの 麻雀 ソフトに, 雀 華 （ジ ヤンカ) という 

のがあって， 商標が 取れそう になく， a く 泣く 変更' …- 。 

• 11 マン ドは WOVY ちゃんと いう MSX パソコンで 作って い 
た Z WAC'Y ちゃん は 気 ま ぐれで， I ほに 何回も 暴走して 
スタッフ 泣かせの 名人だった S メイン' プログラマーの 
私物 WAVC:' ちゃん も 強引に 利用して 「スナッチ ャ 一J は 作 
られ た. e 

で， その コ マント' は， SNATCH ER &AS にと でも 言うべき 
プロ グラム 言語 だつ たんだけ ど， スタッフが 日常会話 や 

なんと 結婚式の 祝電にまで コ マン ド 用語 を 使う のが ハヤ 
つてし まつだ/ 

. ハー ド. • ドライ ビングな 関^に リタイア 続出 
ノゃ J ゥム 飲んで るか 一い/ 点滴 打って るか 一い/ 
血 尿で てる か 一い/ 胃の 穴 開いて るか 一い/ 

' 必須 開発 ッ一ル / リ ポ C タ ン D スーパー/ 
リ OD 以外に も ド リ ンク 剤は大 はや リ 。中には リキ ッ ド' 

スカイ まつ 育の ドリ ンク剤 を 見つけて きて. こわごわ 飲 

んじ やう ャッ も./ 

• W シ ユウ ホウ は 実在した, Z 
なんと コ ナミ ビデオの 香港 ムービー '「？ 」 にチ ；^, シ 

ユウ ホウと いう 人が 出演して いる. ノ 〈実在の 人 ^5 と は 関 

係 あ り ません ので あ しからず〕 
■ ちょっと ォマ ヌケ， コ ビーガ ード です 

il 当に コピーす ると， ミカが 泣く！？ 知って る ャッは 
萬い ャッ だ/ ちゃんと S つて よん. ノ 
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チーム ■ メタル スレイブ 
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， ォ ト リ搜査 ならぬ ォ ト リ 調査 
ゲーム も 完成に 近づ レ、 た ある 日， ユーザーの お子様た 
ちをコ ナミに 招いて 反応 を 見る， という イベント を 行な 
つた。 でも,； 二 わい お兄さん (スタッフ) にニラ まれて 

ると 本当の 感グ lI を！ ■ つてく れ ないだ ろうから， ニセ ユー 
ザ 一を 送り込んだ ヮ レワ レ。 スタッフの ひと り 「とよ 坊」 
(当日 22 才） を 高校生に ィ士 立て 上げ， [1： りの 子供た ちか 

ら 生の 声 を 聞いて もらった の だ。 條る ときに ユーザーの 
子た ちに はブ レゼ ン ト 各 あげ るんだ (-ナ ど， とよ 坊には 力 
ラの プレゼント を あげたり と， 楽しんで いたの は ス夕ッ 
フの ほう だったり して： 
，グラフィックの ためなら， うじ 虫 も/ 

スナッチ ヤーに 殺された 人 M の グラフ ィ ッ ク —— そう， 
う じ 虫が うによ うによ 動く ァレ。 錮 部まで 凝る ヮ レワ レ 
は， そめ グラフィック を 仕上げる, ため， うじ 虫 を 大量 講 
入/しょう と 思った けど コ ワイので やめた。 ハエに なつ 
たら どうしょう とか， 本当に メタルの 首う とおり に 食い 
つ く すの か 実 S 夤しょ う とかの 声 も 上がり， 盛り上がった。 
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